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    　眠れないの、と彼女は言った。


    　新しい日付を迎えたばかりの夜。


    　東ひがし森もり鷹たか兎とと槇まき村むら伽か夜よは、二人で海を眺めていた。


    　潮しお騒さいが耳に心地よく響いてくる。


    　見上げれば、プラネタリウムでしか見たことがないような満天の星々。


    　綺き麗れいだ。


    　自然の美しさに心奪われ陶然と微笑ほほえむ彼女、その横顔がなにより綺麗だった。


    　恋愛に疎うとい鷹兎でもわかる。


    　想いを伝えるなら、今は最高のタイミングだ。


    　二人っきり。


    　美しい夜。


    　舞台は整っている。


    （言わなきゃ……こんなチャンス……二度とないかも……）


    　鷹兎はごくりとつばを飲み込むと、胸いっぱいに詰まった気持ちを言葉にしようとした。


    　伽夜先輩、僕は、あなたのことが……！


    



    　──物語は丸一日さかのぼる。
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    　時刻は午前零れい時をわずかに過ぎた頃。


    　東ひがし森もり鷹たか兎とと彼の影かげ子こ・ハルハは、自宅二階の寝室にて、汗だくになりながら同じ布ふ団とんに横たわっていた。


    　暑いからだ。八月に入って、まさに夏真っ盛り。今夜で十日連続の熱帯夜である。


    　かつて祖父母が住んでいたこの家にはクーラーがなかった。布団の脇に置いてある古びた扇せん風ぷう機きが、ぎこちなく首を振って、生ぬるい風を吹きつけてくる。心地よいとは言いがたい。


    　部屋の窓と、廊下に通じるふすまを全開にしてあるが、今夜はそよ風もなく、入ってくるのは蟬せみの大合唱ばかり。


    　布団に入って一時間ほど経ったが、暑苦しさにまったく眠気が降りてこなかった。


    「……ねぇハルハ……暑いよね？」


    「……うん……」


    　鷹兎がそっと囁ささやきかけると、力のない声が返ってきた。


    「あのさ、影に入って寝たら？　影の中って暑くないんでしょう？」


    　もう一度呼びかけると、闇やみの中でハルハの体がもぞもぞと動く。


    「……やーん、一緒のお布団がいいの～……」


    　ぎゅうう～、としがみついてきた。首筋に絡からみつくハルハの腕、触れ合うふくらはぎ。汗にまみれた皮ひ膚ふと皮膚が、ぬるぬるとこすれ合って一つになる。気持ちいいのか悪いのかもうわからない。ただこんなにも懐かれて、甘えられたら、嬉うれしくないわけがなかった。でも暑い。


    「……ふぅ」鷹兎はため息を一つついて、むくりと起き上がる。体に絡みついていたハルハの腕がほどけた。


    「あ、やーん……どうしたの、タカト……」


    「喉のどが渇いたよ。麦茶飲んでくる」


    「あー……ハルハも、ハルハもオレンジジュースぅ……」


    　鷹兎に続いて、ハルハものそのそと起き上がった。二人そろって廊下に出ると、明かりをつけて階段を下りる。


    　そのとき、家の呼よび鈴りんが鳴った。


    （え？）


    　ぎょっとして階段の真ん中で足が止まる。ハルハも立ち止まり、


    「……お客さん……？」鷹兎の顔を覗のぞき込んできた。


    「う、うーん……呼び鈴鳴らしたってことは……そうなのかな……？」鷹兎は首をひねる。


    （この家にお客さんっていったら、伽か夜よ先輩くらいだけど……。でもこんな時間に、なんの連絡もなしで突然来たりするかなぁ？）


    　ピンポーン。


    　ピンポーン。


    　続けざまに二回鳴った。昼間はなんでもないが、薄暗い家の中で聞くその音は、なんとも不気味なものに思えた。ハルハが不安そうな顔で鷹たか兎との腕にすがりつく。


    　ピンポーン。


    　どうやらこちらが出るまで何度でも押すつもりのようだ。どのみち放っておくわけにもいかないので、鷹兎は階段を下り、すぐ目の前にある玄関の明かりをつける。


    　サンダルを履はいて三た和た土きに降りると、気のせいかドアの向こうから奇妙な気配を感じた。


    　嫌いやな予感に襲おそわれる。


    



    　玄関のドアを開けると、そこには髪の長い女が立っていて、薄ら笑いを浮かべている。


    　ポタリ、ポタリ。


    　なにかがしたたる音に目を向けると、女の右手には血まみれのハサミが。


    



    　そんな妄もう想そうが浮かんだ。ぞくっと背筋が寒くなる。


    （か……怪談じゃあるまいし、そんなこと現実にあるもんか。バ、バカ）


    　そうは思っても、一度芽め生ばえた恐怖はなかなか打ち消せない。考えまいとすればするほど妄想はふくれ上がっていく。ピンポーン。また呼よび鈴りんが鳴った。鷹兎は震ふるえる声で呼びかける。


    「ど……どなたですかぁ……？」


    　するとドア越しにくぐもった声が返ってくる。発音に特とく徴ちようのある、若い女の声だ。


    「東ひがし森もり鷹兎さんデスね？　私は槇まき村むら家けの者デス」


    「槇村家の……？　あ、ど、どうも……」その瞬間、ハサミ女の妄想は霧む散さんした。


    「夜分に申し訳ありマセンが、開けていただけマスか？　影かげ子こ使いのあなたに大事な用件があって来マシタ」


    「え？　は、はい、すみません、今開けます」


    〝影子使い〟と相手は言った。槇村家の人間以外が知っているはずのない言葉だ。鷹兎は安心して玄関のドアを開ける。


    



    　身長が二メートル近くありそうな、巨漢の〝軍人〟がそこに立っていた。


    



    「…………」鷹兎は目をぱちくりさせる。


    　軍服、ブーツ、ベレー帽ぼう。漫画やゲームなどに出てくる、いかにもな軍人の恰かつ好こうをしたその男、年は四十代中頃といったところか。片方の目に眼帯をつけていて、もう片方の目でギロリと鷹たか兎とを見下ろすと、雷らい鳴めいのごとき大声で叫ぶ。


    「歯を食い縛れィッッッッッ!!」


    「は、はひィィィッ！」鷹兎の頭の中は真っ白になり、気がつけば言われたとおり歯を食い縛って立ち尽くしていた。


    　軍服男は長身をかがめて玄関をくぐり、ゆっくりと侵しん入にゆうしてくる。


    「こ……怖いよぉ……」


    　鷹兎の背中にしがみついたハルハが、カタカタと震ふるえていた。その振動で鷹兎は我われに返り、わずかに残された勇気の欠片かけらで軍服男に立ち向かう。「な、なんですかあなたは……！」


    　と。


    　ぱんぱん。「はーい、そこまでデス、ラングレン」


    　手を叩たたく音と共に、軍服男の巨きよ軀くの後ろから、ブルー系のサングラスをかけた金髪ブロンドの女性が現れた。先ほどドア越しに聞こえた女性の声だ。外見は二十代前半といった感じ。


    　軍服男がさっと道を開け、かかとを鳴らして敬礼する。金髪の女性は、その横を優雅な歩調で通り抜け、鷹兎の前で立ち止まった。


    「はじめマシテ、鷹兎さん。私は槇まき村むらジェーンといいマス」


    「え、あ……どうも、はじめまして……」


    　鷹兎が困惑しながら会え釈しやくすると、ジェーンと名乗った女はサングラスを外し、にっこりと微笑ほほえんだ。ターコイズブルーの瞳が玄関の明かりを反射してきらりと輝く。


    　ジェーンは両方の腕を広げると、


    「あなたに会える日を楽しみにしていマシタ。とっても嬉うれしいデ～ス」


    　鷹兎の頭をかかえ込んで、力いっぱいハグしてきた。グラビアアイドルにもなれそうなほどの豊満な胸元に、鷹兎の顔が無理やり押しつけられる。


    「ちょッ……むぐぐぐぐ!?」


    　両の腕をばたつかせてもがく鷹兎。しかしジェーンはがっちりと鷹兎をホールドし、決して放そうとしなかった。鼻と口をぷにぷにとした柔やわらかいものに塞ふさがれて──嬉しいような、苦しいような──やがて呼吸困難に陥おちいる。意識が朦もう朧ろうとして、二重の意味で気持ちよくなってくると、ジェーンはようやく鷹兎を解放した。


    （ううっ……し……死ぬかと思った……）


    　ぜぇぜぇと肩で息をしながら、頭の中にかかったもやを追い払うように首を振っていると、ジェーンの手が今度は鷹兎の顔をつかんで固定した。


    「今後とも、よろしくお願いしマスね」


    　ちゅっ。


    　鷹兎の頰ほおに、熱くて柔らかい感触が。


    　欧米人が、親しい間柄で挨あい拶さつ代わりによくやるというあれだ。


    「なッ……!?」鷹たか兎との顔が瞬間で火を噴きそうなほど赤くなる。そのまま呆ぼう然ぜんとしていると、ジェーンは次なる標的に向かった。


    「あなたがハルハさん？　オー、本当に『女神先生Ⅱ』のハルハ神そっくりデスね～！」


    「や、やーん、むうぅぅぅ」


    　後ずさりするハルハを強引に抱き寄せ、容よう赦しやなくハグ。ぐったりとなったハルハの頰ほおにちゅっとキスする。


    「ハ、ハルハ、大丈夫？」


    　鷹兎は慌あわててハルハを支えた。目を回したハルハは、今にもへにゃっとへたり込みそうだ。


    「さぁさぁ二人とも、急いで着替えてくだサイ！　すぐに出発デスよ！」


    　自分のハグでＫＯ寸前まで追い込んでおきながら、ジェーンはまるで気にもしていない様子で鷹兎たちを急せきたてる。


    「出発って……ど、どこへですか？」


    　鷹兎が尋たずねると、ジェーンはサングラスを再び装着し、高らかに宣言した。


    「もちろん、あなたの新人研修にデス！」
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    「オー、あなたが伽か夜よさんデスか！　はじめマシテ～！」


    「た、鷹兎、君もいたのかっ？　こんな時間にいったい何事ムグウウウ～」
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    　ワンボックスカーが深夜の高速道路をひた走る。


    　真ん中の座席に鷹兎とハルハが座っていた。窓ガラスにぴったり顔を張りつけたハルハが、興奮気味に声を上げる。


    「タカト、見て見て！　細長ーい塔が立ってるよ！」


    「どれどれ？　……あ、あれは煙突じゃないかなぁ」


    「煙突？　煙突～！　くふふふふっ♪」


    　覚えたばかりの言葉のように「煙突、煙突」と繰り返す。ハルハにとって、こんな時間に外に出かけるのは初めてのことだった。猛スピードで流れる夜の景色を眺めながら、座席の上でぴょんぴょん飛び跳はねる。


    　その後ろ、最後部座席で口をへの字に曲げた伽夜が、機き嫌げん悪そうに脚を組んで座っていた。


    　槇まき村むら伽夜は、鷹兎の通う桐とう心しん大学附属不ふ二じ沢さわ高等学校の先輩にして、影かげ子こ使いとしての鷹兎のパートナーでもある。ゆえに今回の鷹たか兎との研修に同伴することとなった。


    　彼女の横には、急いでまとめた鷹兎たちの荷物が転がっている。


    「すみマセン。いきなり来て、あなたたちをびっくりさせたかったのデス」


    　助手席のジェーンが申し訳なさそうに頭を下げる。ハンドルは軍服男が握っていた。


    　鷹兎の家を出てから伽か夜よのマンションに向かい、寝起きドッキリを仕掛けられたかのように混乱している彼女を拾うと、車は研修地である近きん畿き地方のＭ県へと向かって走りだした。そして今現在に至る。


    「改めて自己紹介しマス。私は槇まき村むらジェーン。普段は〝研究室〟に在ざい籍せきしていマスが、今回特別に鷹兎さんたちの研修を担当することになりマシタ」


    　研究室とは、槇村家で影子や夜や獣じゆうについて研究している部署のことである。ジェーンは、影かげ子こ使いの潜在能力を発動させるアイテム〝月ユエ老ラオの腕輪〟の製作に携たずさわった研究員だという。


    　日本人とアメリカ人のハーフで、アメリカの大学を卒業してから初めて日本にやってきた。


    　彼女自身も影子使いであり、先ほどから運転席に座っている軍服男──名をラングレンという──こそ、彼女の影子なのだ。


    「影子使いなのに研究員をされているのですか？　もしかしてあなたの能力は……」


    　伽夜が尋たずねると、ジェーンは「イエス」と言って頷うなずく。


    「私は元々研究者志望デシタから、その気持ちが影子能力に影響したのかもしれマセン。このラングレンの能力は、対夜獣戦にはまったく向いていないのデス」


    「む……それはいったいどのような……？」


    「ふふふ、ある意味では、とても恐ろしい能力デスよ。それは──」


    　怪談でもするみたいに声のトーンを落として、ジェーンが鷹兎と伽夜の注意を引く。


    　そのときだった。


    　とんっ、とハルハの頭が鷹兎の肩に乗っかった。


    「えっ？　な、なに、ハルハ……？」


    　突然のことに驚いて、鷹兎は少し声を裏返らせる。


    　ハルハはすぅすぅと寝息を立てていた。


    「おやおや、さっきまで大はしゃぎだったのに、もう寝ちゃいマシタか。ふふっ、報告書どおり、まるでちっちゃな子供デスね」


    　ジェーンは優しく微笑ほほえむと、鷹兎と伽夜にも寝ることを勧めてきた。到着まで、あと五時間以上かかるらしい。ラングレンの能力がなんなのか気になったが、ジェーンは話を終わらせて前を向いてしまった。薄暗い車内でやることもなく、鷹兎は諦あきらめて目を閉じる。


    （ところで……影子使いの新人研修って、いったいなにをやらされるんだろう。ラングレンさんは怖いし、なんか恐ろしい能力らしいし……もしかして軍隊式のとんでもないしごきが待っているんじゃ……？）


    　不安が込み上げる。おまけに座った姿勢で寝ようとしても、なかなか体が落ち着かない。


    　しかしエアコンが効いているおかげで、結局のところ鷹たか兎との家よりずっと快適だった。


    　五分も経たないうちに、鷹兎は眠りに落ちた。
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    　エンジン音と共に、カチャカチャとボタンを押す音が、ワンボックスカーの車内に響く。


    　助手席のジェーンが、携帯ゲーム機で黙々とゲームをプレイしていた。


    　鷹兎、ハルハ、伽か夜よの三人は、車の振動をゆりかご代わりに熟睡しているようだ。


    　バックミラーをちらりと覗のぞいたラングレンが、渋みの利きいた低音で呼びかける。


    「ジェーンさま」


    「……なんデスか、ラングレン？」


    「ハルハの手元をごらんください」


    　ジェーンは後ろの席を振り返って、「オゥッ」と感嘆の声を漏もらし、サングラスを外した。


    　ハルハの左手と鷹兎の右手が、甲こうをくっつけるようにそっと触れ合っている。


    　そしてハルハの手の甲から植物の双ふた葉ばのようなものが出て、鷹兎の手とつながっていた。双葉は、ぽぅ、と淡あわい光を放っている。


    　眠ったままの鷹兎が「……うぅ」と小声で呻うめいた。


    　ジェーンはその様子をじーっと眺めてから、光る双葉に話しかけるように囁ささやいた。


    「ＨＰヒツトポイント不足で研修に臨のぞむのは危険デスから、あまり吸い過ぎないであげてくだサイね？」


    　すると双葉が、ジェーンの声に反応してびくっと震ふるえる。


    　淡い光は消え、敵を警戒する野生動物のようにじっと動かなくなった。


    「ほどほどでお願いしマス」ジェーンがにこっと微笑ほほえみかけると、しばらくして双葉は音もなくハルハの手の甲に吸い込まれ、消えてしまった。


    　それを見届けると、ジェーンはゲーム機の電源を切り、シートに体を預ける。


    「私も寝マス。ラングレン、よろしくお願いしマスね」


    「イエッサー」ラングレンは声を抑えながらも力強く返事をし、ビシッと敬礼した。それからさらに声をひそめて囁く。「ところで、先ほど受けた連絡の件を彼らに伝えないのですか？」


    　先ほど──ジェーンたちが鷹兎の家に向かう途中、槇まき村むら家けの夜や獣じゆう抹まつ殺さつ部門・近きん畿き支部から連絡があったのだ。研修地のあるＭ県、そのとある海岸にて、夜獣の被害と思われる事件が二日前から発生しているらしい。


    　ジェーンはターコイズブルーの瞳を閉じ、独り言を呟つぶやくように答える。


    「正式な任務協力を要よう請せいされたわけではないデスから、まだ伝えなくてもいいデショウ。それに鷹兎さんには、ほかにもやってもらわなければならない大切なことがありマス。いま夜獣のことを話したら、そちらのほうに支障を来きたすかもしれマセン」


    　ヘッドライトに照らされて浮かび上がる路面を見つめながら、ラングレンはなるほどと頷うなずいた。「了解です。余計なことを言って申し訳ありませんでした。ではお休みください」


    「構いマセンよ、ラングレン。──おやすみなサイ」


    　ジェーンは早くもまどろみ始めた頭で、なおも思考を巡らす。


    （報告書によれば、鷹たか兎とさんには二つの夜や獣じゆうの種が植わっているとのこと……）


    　一つはハルハとして生まれた。もう一つは影の中で枯れてしまったかと思われたが、今の双ふた葉ばがそれだろう。双葉は鷹兎の精気を吸って、少しずつ、着実に生長しているようだ。このまま生長を続けたらどうなるのか？　ハルハにどんな影響を与えるのか？


    「……実に興味深いデス」


    　研究者としての知的好奇心をくすぐられ、ジェーンは唇くちびるの端でかすかに微笑ほほえんだ。
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    　ガクンと車が揺れて、鷹兎は目を覚ました。


    　外は暗く、まだ夜が明けていないのかと思ったが、すぐに車がトンネルの中を走っていることに気づく。鷹兎の肩には、寝る前と同じ状態でハルハが寄りかかっていた。耳元で「くふふふっ」という寝言が囁ささやかれる。きっと幸せな夢を見ているに違いない。鷹兎がくすっと微笑むと、助手席のジェーンが声をかけてきた。


    「おはようございマス、鷹兎さん。ご気分はいかがデスか？」


    「え？　あ……お、おはようございます……。気分は……」


    　少し頭がぼーっとしていた。無理な姿勢で寝たためか、体もだるい。それともエアコンのせいで風か邪ぜをひいてしまったのだろうか。


    「……すみません、あんまりよくないです……」


    「オー、それはよくないデス。ではこれをどうぞ。それから、もうすぐ到着デスよ」


    　ジェーンはアメリカ育ちらしいオーバーアクションで鷹兎の体を気き遣づかい、小さな薬くすり瓶びんのようなものを鷹兎に渡した。中に黄色い液体が入っている。彼女が開発した滋じ養よう強きよう壮そうドリンクとのことだ。鷹兎はドリンクのふたをパキッと開け、喉のどに流し込む。途端に胃がカーッと熱くなってきた。熱は全身に広がって、同時に体中から力が湧わき出してくる。効き目は抜ばつ群ぐんだ。


    　お礼を言いつつ、なにげなくバックミラーを見ると、ちょうど伽か夜よの顔が目に入る。まぶたは閉じられたままだ。鷹兎はしばしその寝顔に心を奪われる。


    　まるでなにかに祈りを捧ささげているような無む垢くなる表情。


    　怒りも悲しみも喜びもなく、ただ安らかに閉じられた切れ長の瞳。


    　起きているときとはまた別の顔が、無防備にさらされていた。


    （先輩は寝ていても綺き麗れいだなぁ。『眠れる森の美女』って感じ……）


    　頰ほおを緩ゆるめて見とれていると、まぶしい光がさっと車内に差し込む。トンネルを抜けたのだ。鷹たか兎とはううっと目を細め、そのあと大きく見開いた。


    　思わず息を呑のむ。


    「──ハルハ、ハルハ、起きて、見てごらん！」


    　鷹兎の声に、ハルハだけでなく伽か夜よも目を覚ます。


    「んん……まだ……眠いよぉ……」


    「む……もう朝か……？」


    　寝覚めが悪そうに顔をしかめているハルハの肩を揺すって、鷹兎は窓の外を指差す。「ハルハ、もうすぐ到着だって。それにほら！　とっても綺麗だよ！」


    「……お外……？」


    　ハルハは、まぶたをしょぼしょぼさせてから、ゆっくりと窓の外に目を向けた。


    　朝日を受けて輝く海が、一面に広がっていた。


    



    　砂浜沿いの堤てい防ぼう道路を五分ほど走り、車はやがて停とまる。


    　車から降りると、窓まど枠わくに切り取られていない、どこまでも続く海が目に飛び込んできた。水平線を境さかいに、二種類の青が視界いっぱいに広がる。


    （でかい……。海、でっかい……。海ってこんなに大きかったっけ……？）


    　鷹兎が今住んでいる供く華げ沼ぬまも海の町だ。家から歩いて二十分ほどで海岸に出られる。しかし鷹兎は、小学生のときに海で怖い思いをし、それ以来行っていなかった。


    　久しぶりに見る海は、あっけに取られるくらい大きく、鷹兎は言葉を失うほど圧倒される。


    「ねぇタカト……ハルハね、海が大きいって知ってたよ。でも……」


    　呆ぼう然ぜんとした顔でハルハが呟つぶやいた。


    「こんなに大きいとは思わなかった……」


    　鷹兎はこくんと頷うなずく。「……うん、本当におっきいよね……」


    　一同はしばらく海を眺め続けた。


    　と、不意に後ろのほうでジェーンの声が上がる。


    「オゥ！　お久しぶりデス。月老ユエラオの腕輪開発のときには、本当にお世話になりマシタ～」


    「おはようございます、ジェーンさん」


    　ジェーンのほかにもうひとりの声。


    　振り返ると、ワンボックスカーの陰からぴょこんと少女の顔が出て、鷹兎たちを見つめてきた。まるで家にやってきたお客さんを物陰から様子見している、人見知りの猫みたいだ。


    「あ！　ミツキだ！　わーい、久しぶり～！」


    　ハルハが駆け寄って、ぎゅっと抱きつく。


    　槇まき村むら御み月つき──今回、鷹たか兎とと一緒に研修を受ける、近きん畿き支部の影かげ子こ使い。ひと月ほど前、挨あい拶さつをしにやってきた御月と協力し、鷹兎たちは夜や獣じゆうラ・マンを倒した。


    「よしよし、ごろごろごろ」


    「くふふふふふっ♪」


    　御月はハルハのツンツン頭を優しく撫なでる。


    　それから、その髪の毛の中に鼻先を突っ込んで、深く息を吸い込んだ。


    「……うにゃ、間違いなくハルハさんなのです」


    「え？　ハルハはハルハで間違いないよ。どういうこと？」


    「単なる確認なので気にしないでください。さて次は……」


    　御月はハルハから離れると、鷹兎のほうへやってきた。彼女の恰かつ好こうは、以前会ったときと同じような真っ白のゴスロリファッション。ただ夏服仕様なのか、袖そでが短く、首回りもすっきりしている。


    「あ……どうも御月さん、おはようございます」


    「おはよう、御月。久しぶりだな」


    　鷹兎と伽か夜よが挨あい拶さつする。が、御月は返事をしなかった。


    　無言で鷹兎を見つめながら、その周りをぐるぐると歩く。


    　やがて立ち止まると、鷹兎の首筋にそっと顔を近づけた。御月の亜あ麻ま色のロングヘアがさらりと揺れる。


    「えっと……あ、あの、御月さん？」


    　わけがわからず戸と惑まどっていると、鷹兎は右腕をつかまれ、上げさせられた。


    　開いた脇の下に、御月が鼻を近づける。


    　くんくん。


    「ちょッ、な、なにをしてるんですかッ？」鷹兎は顔を真っ赤にして、慌あわてて体を引いた。


    　相変わらず表情に乏とぼしい顔で、御月はうんうんと頷うなずく。


    「この匂い、間違いなく鷹兎さんなのです」


    「匂いで確認するな！　見ればわかるだろう！」


    　伽夜が怒鳴った。しかし御月は動じない。


    「匂いも嗅かがないと心配なのです。目で見える世界だけがすべてではないのです」


    「ムッ……そ、それは確かにそうかもしれないが……」


    　妙な説得力を持った言葉に、伽夜は反論できなくなってしまった。


    　そこに、ぐったりとなった黒猫のヘカーテをかかえてジェーンがやってくる。「さぁ皆さん、早速今から研修スタートデスよ。鷹兎さんと伽夜さんは、それぞれ自分の部屋を確認して、それから私の部屋に集合してくだサイ」


    「え……自分の部屋って、僕たちどこに宿泊するんですか？」


    　鷹たか兎とが尋たずねると、ジェーンはにっこり微笑ほほえんで後ろを指差す。


    「もちろん、そこのホテルにデス。ホテルと言っても、槇まき村むら財ざい閥ばつの保養所デスけれど」


    「……え？」


    　ジェーンの指差す先には、十階建てくらいの巨大なホテルがあった。造りも立派で、どう見ても高級リゾートホテルだ。


    　これだけ大きいのだから、ワンボックスカーから降りたときに、鷹兎は当然気づいていた。でもまさか、このホテルに泊まるわけではないだろうと思ったのだ。ここに来た目的は研修。遊びに来たのではないのだから。


    「私たちは昨日から泊まっているのです。全フロア貸し切り状態です。最上階からの眺めは最高です」


    　御み月つきは最上階を指差した。そこの一室に泊まっているらしい。


    （こんな大きなホテルを全フロア貸し切り……。さすが世界でも有数の大財閥は違うなぁ）


    　鷹兎たちは大きな正門をくぐり、緩ゆるやかに傾斜する敷地内の道路を登っていった。


    　坂の真ん中辺りに差しかかったところで、ずっと黙っていた伽か夜よが不意に口を開く。


    「御月、お前の言うことにも一理ある。だから……ほ、ほら、いいぞ」


    　伽夜は右腕を持ち上げて、脇の下をあらわにした。ほんのりと頰ほおを赤くしている。やはり匂いを嗅かがれるのは恥ずかしいのだろう。見ている鷹兎もちょっとドキドキしてきた。


    　しかし御月は「結構です」と言って、首を横に振る。


    「ム……で、では、髪の毛の匂いのほうがいいか？」


    　御月はもう一度、ぷるぷると首を振り、さらりと言った。


    「お気き遣づかい、どうもです。でも伽夜さんの匂いは、この距離ですでに確認済みなのです」


    「え……？」鷹兎は思わず声を漏もらしてしまう。


    　鼻を近づけなくても、匂いが確認できたということは……。


    　ジェーンが近寄ってきて、そっと伽夜の肩を叩たたいた。「伽夜さん、気を落とさずに。欧米では、少しくらい匂いのある女性のほうがモテマスよ」


    「……!!」ほんのり赤かった伽夜の顔が、ボッと燃えさかる炎のように真っ赤になる。「な……へ、変な慰なぐさめしないでください！　鷹兎……ち、違うぞ、私は……！」


    　あわあわと必死に弁明しようとする伽夜。鷹兎もこんなとき、なんと言えばいいのか思いつかず、とりあえず精いっぱい微笑ほほえんだ。やっと出た言葉が、


    「か、伽夜先輩……そ、その……夏だから、しょうがないですよね？」


    　フォローになってなかった。


    　むしろ余計傷つけてしまったようで、伽夜はわなわなと肩を震ふるわせると、目め尻じりを吊り上げ、羞しゆう恥ちの怒りを爆発させる。


    「み、み……御月ィィィーッ!!」


    　今にもつかみかかろうとする伽か夜よを、鷹たか兎ととジェーンで必死に押さえつけた。


    　その後、御み月つきが「すみません、冗じよう談だんです」と言うまで、伽夜の怒声はやまなかった。
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    　ホテルのエントランスホールは、学校の体育館なみの大きさだった。


    　太い柱が何本も並ぶ、この広々とした空間に、お客の姿がまったく見られない。どうやら貸し切りというのは本当らしい。


    「うわー……」建物の三階分はありそうな、吹き抜けの天井を見上げて、ハルハは足がすくんだように立ち止まってしまう。引きつった顔で、あちこちをきょろきょろと見回す。


    　ジェーンが受付の人に、片方の手を上げて「どうもー、お世話になりマス」と挨あい拶さつすると、彼らは「いらっしゃいませ。ごゆっくりおくつろぎください」と言って、深々と頭を下げた。


    「どうしたハルハ、行くぞ」


    　立ち止まったままのハルハを、伽夜が呼ぶ。ハルハは慌あわてて駆け寄ってきて、鷹兎の服の裾すそをぎゅっとつかんだ。不安そうな顔をしている。ちょっと緊張しているようだ。


    （無理もないよ。こんな大きなホテルじゃ、僕だってビビっちゃう……）


    　伽夜と御月は、こういう場所も慣れているようで平然と歩いている。


    　二人に、特に伽夜にはみっともないところを見せたくなかった。鷹兎はぐいっと胸を張り、びくびくと震ふるえる心を必死に抑え込みながらあとに続く。


    　エレベーターに乗り込んで、一同は最上階へと上がった。


    　全館貸し切りなので、どの階の、どの部屋も好きに使えるという。だが、御月の言う〝最高の眺め〟に惹かれ、鷹兎たちも最上階の部屋にしてもらったのだった。


    　おのおのの部屋にいったん案内されてから、鷹兎たちはジェーンの部屋に集合する。リビングルームの隅っこで、ラングレンが要人警護のＳＰのように立っていた。


    　室内はどの部屋も一緒で、西洋風のシックな造りである。壁や床など、白を基調とした空間の中で、顔が映せるくらいつややかな黒に塗られたテーブルやライティングデスクなどが、アクセントとなって映はえていた。全室オーシャンフロントで、バルコニーからは視界いっぱいの海と空が望める。


    　そしてなにより広かった。その気になれば、一部屋で鷹兎たち全員が泊まれそうだ。


    　ジェーンはルームサービスで、サンドイッチとドリンクを皆の分頼んだ。


    「さて皆さん、食べ終わりマシタね。それでは早速、研修内容を発表しマス」


    　ジェーンはテーブルに座った一同をぐるりと見回して、こう告げる。


    「一週間の待機デス」


    「……は？」


    　予想もしない言葉に、鷹たか兎とは素すっ頓とん狂きような声を上げてしまった。なにをやらされるのかとドキドキしていたが──待機？　あっけに取られていると、怪け訝げんそうな顔をした伽か夜よが代わりに尋たずねてくれる。「それは……いったいなんのための待機ですか？」


    「今回の研修には一週間の期間を設けていマス。その間にこの近辺に夜や獣じゆうが現れ、近きん畿き支部から協力の要よう請せいがあれば、実習として任務に当たってもらいマス。それまでの待機デス」


    「うにゃ？」首をかしげる御み月つき。「一週間の間に夜獣が現れなかったらどうするのですか？」


    「期間の延長はありマセン。夜獣が現れないまま一週間が経過したら、研修は終了とさせていただきマス」


    　伽夜が驚いたように目を丸くした。


    「た、待機中の訓練メニューなどはあるんですか？　なにかこう、実戦的な……」


    「特に強制はしませんが、やりたいのなら自主練をなさっても結構デスよ。ここには戦闘訓練を行おこなうような施設はありマセンが……」ジェーンは首をひねってしばし考え込み、ぽんと手を打つ。「そうデス、海岸沿いの堤てい防ぼう道路がランニングにうってつけデスよ。体力向上には走るのが一番デス」


    「走り込みなら、わざわざＭ県まで来なくてもできます！」


    「まぁまぁ、そう大きな声を出さないでくだサイ。とにかく待機中は自由行動デスから、皆さんの好きなように過ごしていただいて構いマセンよ。それでは私の話は以上デス」


    「え、終わったの？　じゃあハルハ、おトイレ行ってきていい？」


    「どうぞどうぞ。トイレはこっちデスよ」ジェーンはハルハを案内しようとする。


    　と、荒々しい音を立てて、伽夜が椅い子すから立ち上がった。


    「ちょッ、ちょっと待ってください！」


    「やーん、どうして？　おトイレ行っちゃダメなの？」もじもじするハルハ。


    「い、いや、ハルハはトイレに行ってこい！　そうじゃなくて、ジェーンさん！　失礼ですが少し計画が雑すぎませんか!?　夜獣が現れなければ無駄な一週間を過ごすことになるじゃないですか！　もしそうなったら、いったいなんのために何時間もかけてここまで来たのかわからなくなります！」


    　伽夜はテーブルをばんっと叩たたいた。場に緊張が走る。


    「……伽夜さん、なにを言っているのデス」ジェーンはサングラスを外した。


    　鋭い眼まな差ざしを伽夜に向け、氷のように硬く冷たい声で尋ねる。


    「ここをどこだと思っているのデスか？」


    「ム……!?」


    　ターコイズブルーの瞳の魔力に捉えられ、伽夜はそれまでの勢いを失う。


    　質問の意味がわからないのだろう。しばらくしてから自信なさそうに呟つぶやいた。


    「こ、ここはＭ県の……海沿いのホテルです……。地名はわかりませんが……」


    「イグザクトリー！　そのとおりデス！」


    　ジェーンは、小学校の先生が生徒を褒ほめるときのように、満面の笑みをパッと浮かべた。


    「ここは海、そして今は夏デスよ！」親指をビシッと立てる。「なんのため？　遊ぶために決まっているデショウ!!」


    　鷹たか兎とと伽か夜よ、そしてヘカーテは、ぽかーんと口を開けた。


    　呆あきれて言葉が出ない。


    「うにゃー、ブラボー」御み月つきはジェーンの意見に賛成のようだ。ぱちぱちと拍手を送る。


    「ただし鷹兎さんッ！」


    「えっ？　は、はい！」


    　ターコイズブルーの瞳が今度は鷹兎をロックオンする。


    「その前に、あなたには少しつき合っていただきマス。このままでは下へ手たをすると命にかかわるかもしれマセンから」


    　鷹兎は思いがけぬ宣告にギョッとした。「命って……ぼ、僕のですか？」


    「イエース」


    　ジェーンは大きく頷うなずく。その顔からは、さっきまでの笑みは消えていた。


    「あなたの能力には大きな問題がありマス」
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    　鷹兎の能力、つまりハルハの能力は、ショットガンに変へん化げすることだ。撃ち出された弾たまは、一定距離の間、弾だん道どう上のあらゆるものを吸収しながら進む。


    　それが今までの経験から理解した自分の能力だ。これになんの問題があるというのだろう。


    　トイレから戻ってきたハルハが鷹兎の隣に座るのを待って、ジェーンは語りだした。


    「鷹兎さんの今までの任務に関する報告書を読ませていただきマシタ。……気を悪くされるかもしれマセンが、あなたの能力は決定打に欠けていマスね」


    「う……」面と向かって駄目出しされると、やはりショックだ。「それはつまり……攻撃力が足りないということでしょうか……？」


    「わかりやすく言えば、そういうことデス」


    「待ってください！　鷹兎はその能力で、実際に二体の夜や獣じゆうを倒しているじゃないですか。それで攻撃力不足とは納得できません！」


    　伽夜が割って入った。御月とヘカーテも、うんうんと頷いて同意する。


    「すみマセン、言葉が足りなかったデスね」ジェーンは苦笑しながら謝あやまった。「まったくの初心者でありながら夜獣を倒せたこと、それ自体はとても素晴らしいと思いマス。ただ問題は、通常能力の攻撃力が今ひとつということデス。鷹兎さんの最初の任務では、夜獣にとどめを刺すまでに相当数の弾たまを撃ち込んでいマスね？　それに先の任務では、夜や獣じゆうに強い再生能力が付加されたせいで、通常能力がまるで効かなくなったと報告書にありマシタ」


    「ム……そ、それは確かにそうでしたが、しかし鷹たか兎とには、弾だん丸がんを爆発させるという強力な潜在能力があります。その能力があったから、夜獣ラ・マンも倒せたのです。総合的に夜獣を倒す力があるのなら、それでいいではないですか？」


    　ジェーンは淡たん々たんと述べる。「残念ながら、よくはありマセン」


    「なぜですか!?」


    「月ユエ老ラオの腕輪を開発した私が言うのもなんデスが、潜在能力だけに頼った戦い方は危険デス。戦闘中、なんらかの理由で腕輪が使えなくなることがあるかもしれマセンから。それに潜在能力を使うと、通常能力よりも格段に体力を消費するのデス。耐久力や再生力に優れた夜獣が相手の場合、倒す前に影かげ子こ使いの体力が切れてしまう可能性がありマス」


    　ジェーンは鷹兎に視線を向けた。


    「鷹兎さん、前回夜獣と戦ったときはどうデシタ？　潜在能力を使ったときの感じを覚えていマスか？」


    「は、はい……覚えています」


    　潜在能力で弾丸を〝開放〟するたび、体中から力がごそっと抜けていき、やがて立っていられなくなった。あれ以上潜在能力を使い続けていたら、指一本動かせなくなっていたかもしれない。もしそうなったら、ラ・マンの自爆から走って逃げたりはできなかっただろう。つまり鷹兎はあのとき、下へ手たをしたら──死んでいた。


    　今さらながらぞっとする。


    　おわかりいただけマシタか？　と言い、ジェーンはさらに続けた。


    「潜在能力のリスクは、それだけではありマセン。私が月ユエ老ラオの腕輪を開発する以前から、自力で潜在能力を発動できる影子使いが数名存在していたことはご存じデスか？　最初に潜在能力に目覚めた影子使いは、記録では──二十七歳の若さで亡なくなっていマス。極限まで体力を消しよう耗もうするような戦い方を恒こう常じよう的に続けたせいで、命を縮ちぢめてしまったのではないかと思われマス。潜在能力とは、強力な分、諸もろ刃はの剣つるぎでもあるのデスよ」


    　一同、しーんと黙り込んでしまう。


    　ハルハはそんなみんなをきょろきょろと見回し、泣きそうな顔で鷹兎の服の袖そでをつかんだ。「タカト、死んじゃうの……？」


    「大丈夫よ、ハルハちゃん。いい方法があるわ」


    　御み月つきの膝ひざの上で、ヘカーテが得意げに言う。「要は潜在能力を乱発しなければいいのでしょう？　だったら鷹兎さんは、接近戦を得意とする影子使いとパートナーを組んで、援護射撃に徹すればいいのよ。それなら高い攻撃力は必要ないわ。ねぇ御月？」


    　御月はこくこくと首しゆ肯こうした。


    「ふむ、ヘカーテの言うことも一つの案デスね。鷹たか兎とさんはどう思いマスか？」


    「えっ……い、いやぁ、それはちょっと……」


    　死んでしまった人のことを例に挙あげられては、確かにこのままでいいとは思えない。だが──鷹兎はちらりと伽か夜よを見た。不安げに眉根を寄せた伽夜と目が合う。なにか言いたそうにじっと見つめられる。やがて彼女はうつむき、力なく呟つぶやいた。


    「それも……やむを得ないかもしれないな」


    「伽夜先輩……!?」


    「君の命にかかわることだ。私としても残念だが……」


    「で、でも……ジェーンさん、それ以外になにか方法はないんですかっ？」


    「そうデスね。ないことはありマセンよ。それも、とてもいい解決方法が」


    　ジェーンは、鷹兎がそうくるのを待っていたかのように、にっこり笑って答える。


    「ただし私の仮説が正しければデスが」


    「か……仮説、ですか？」


    「イエス。鷹兎さん、報告書によれば、ハルハさんは最初なんの能力にも目覚めていなかったそうデスね？」


    「は？　……あ、はい……」鷹兎は話の流れがわからず、ただ頷うなずく。


    「体を接触させて心を一つに、つまり抱っこしたら能力に目覚めた、とのことデスが……間違いありマセンか？」


    「……ありません。そうだよね？　ハルハ」


    「え……？　う、うん……。確かそうだったよ」


    「そうデスか。さて、ここで問題なのは、影かげ子こ能力が後天的に目覚めたという解釈デス」


    　そういう事例が過去にも何件かあったという。そのことに対し、ジェーンはある可能性を唱となえる。その解釈自体が間違っているのではないか？　気づかなかっただけで、本当はちゃんと能力に目覚めていたのではないか？　と。


    「ム……い、いったいどういうことですか？」伽夜が身を乗り出す。


    「つまり鷹兎さんの能力は、〝ハルハさんを自分のイメージどおりの形態に変へん化げさせること〟なのではないか？　と私は考えるのデス。鷹兎さんのイメージがなかったから、最初ハルハさんは変化することができなかったのではないかと」


    　え……!?　鷹兎はごくりとつばを飲み込んだ。


    「い、いや、でも僕はあのとき、ショットガンをイメージなんかしてないです……！」


    「無意識のうちにイメージしたかもしれマセン。鷹兎さんはショットガンが出てくる映画を観たことはありマセンか？　あるいはゲームでも漫画でも。そしてかっこいいなとか、自分も撃ってみたいなとか思ったことはないデスか？」


    「それは……」


    　答えはもちろん〝ある〟。洋画を観れば、ショットガンが出てくるシーンなど珍しくもないし、ショットガンをぶっ放してゾンビをやっつけまくるゲームも大好きだ。


    「じゃあその気になれば、ハルハちゃんはサブマシンガンでもバズーカ砲でも変へん化げできるってこと？」ヘカーテが肉球を顎あごに当てて、首をかしげる。


    「イエス。あくまで私の考えが正しければデスが。それを確かめる実験をしたいのデス」


    　よろしいデスか？　とジェーンが尋たずねた。鷹たか兎とに断る理由はない。はい、と頷うなずく。


    「オゥ、ＯＫデスね。ありがとうございマス！」


    　ジェーンは嬉うれしそうに目を細めた。そしてハルハをじっと見つめる。


    「さて、ではなにに変化してもらうかデスが……。そうデスね、別にサブマシンガンでもいいデスけど、まずはシンプルに剣なんてどうデスか？」


    「剣ですか？　はい、いいですけれど」


    「よろしいデスね？　ではラングレン、お願いしマス」


    「イエッサー！」


    　それまでずっと背中で手を組んで立っていたラングレンが、ロボットのような無駄のない動きで敬礼し、つかつかと鷹兎の横まで歩いてきた。


    「え……あの……」


    　いかつい面つらの大男に見下ろされ、鷹兎は逃げ出したくなるほど怖くなる。


    　彼はギロリと鷹兎を睨にらむと、例の言葉を吐いた。


    「歯を食い縛れィッ！」


    「…………ッ!!」


    　歯を食い縛ったのと同時に、ラングレンの平手が鷹兎の頰ほおを激しく打ち抜く。ピストルの銃声のような甲かん高だかい音が耳をつんざいた。


    　次の瞬間、鷹兎の意識は深い闇やみの底に落ちていく。痛みを感じる暇ひまもなく──。


    



    　気がつくと、鷹兎はさっきまでと同じように椅い子すに座っていた。


    　みんなが心配そうに自分を見ている。ラングレンはいつの間にかまた壁かべ際ぎわに戻っていた。


    「鷹兎さん、いきなり殴なぐられたりしてびっくりしたデショウ。申し訳ありマセン」


    　ジェーンがぺこりと頭を下げる。


    （殴られた？　僕が？　ええと、そうだったっけ……？）


    　鷹兎の記憶は混乱して、なにがなんだかよくわからなかった。落ち着け、落ち着け、と心の中で呟つぶやきながら、ついさっき起こったはずのことを必死に思い出そうとする。『実験をしたいのデス』『剣なんてどうデスか？』『歯を食い縛れィッ！』


    （あ……ほんとだ、殴られてた）


    　左の頰に手を当てると、かすかにじーんと熱を持っているような気がした。


    「思い出しマシタか？　実はこのラングレンの能力は、人を催さい眠みん状態にして暗示をかけることだったのデス」


    　ラングレンは対象となる相手を平手打ちすることによって、催眠状態にすることができるというのだ。ただし効果があるのは人間に対してのみで、夜や獣じゆうにはまったく効かないらしい。


    「先ほど、鷹たか兎とさんが催眠状態中に、ある暗示をかけさせていただきマシタ」


    「えッ……!?」鷹兎の胸に不安が込み上げる。自分の知らない間に、まるでコンピュータのプログラムを書き換えるみたいに、心をいじくられていたのだろうか。「あ、暗示って、いったいどんな……！」


    「先にこちらから質問させてくだサイ。あなたの影かげ子こ、ハルハさんの能力はなんデスか？」


    「は……はい？　ハルハの能力ですか？」


    　なぜ急にそのことを？　質問の意図がわからず、鷹兎は狐きつねにつままれたような気分で答えた。「……剣になることですけど」


    　ジェーンとラングレン以外の、みんなの顔色が変わった。


    「た、鷹兎……本気で言っているのかッ？」伽か夜よが身を乗り出して尋たずねてくる。


    「え……本気でって……もちろん本気ですけど……」わけがわからず鷹兎は戸と惑まどった。なんだろう、僕、そんな変なこと言ったかな……？


    　首をかしげる鷹兎に、ジェーンが告げた。「鷹兎さん、ハルハさんの能力は、剣に変へん化げすることではありマセンデシタ」


    「……え……？」


    「ラングレンの能力で暗示をかけて、あなたの認識を変えたのデス。〝ハルハさんの能力は剣に変化することだ〟と」


    　ジェーンの仮説によれば、ハルハの真の能力は〝鷹兎のイメージどおりに変化することができる〟ということだった。そして鷹兎の無意識のイメージにより、ショットガンに変化した。


    「無意識のイメージというのはとても強力なのデス。仮に私の仮説が正しくても、鷹兎さんに相当のイメージコントロールする力がなければ、新しい変化イメージを思い描えがくことは難しいデショウ」


    　無意識のイメージという〝思い込み〟に邪じや魔まされると、新たなイメージが想像しづらくなってしまう。そこでラングレンの催眠暗示能力を使ったのだという。


    「今の鷹兎さんは、ハルハさんが剣に変化すると本気で信じていマス。私の仮説が正しければ、きっとうまくいくデショウ。さぁ、早速やってみてくだサイ！」


    　ジェーンは期待のこもった眼まな差ざしを鷹兎に向ける。心を勝手にいじられたことはまだ腑ふに落ちないが、


    「……わかりました。じゃあハルハ、変化してくれる？」


    「え？」ハルハは、コップの底に残っているオレンジジュースのしずくを飲もうと、天井を見上げるくらい反そっくり返って大口を開けていた。「変へん化げするの？　うん、いいよ」


    　コップを置くと、椅い子すから立ち上がる。


    　次の瞬間、彼女の体の内側から、柔やわらかい光があふれ出した。


    　ハルハの目は、気持ちよく眠っているときのように、そっと閉じられる。


    　が。


    「あれ……？　なんか、いつもと違う……！」


    　戸と惑まどうように眉み間けんにしわを寄せ、ぼそりとハルハは呟つぶやいた。彼女の小麦色の肌はさらに黒くなり、体は細長く伸びて、ショットガンとは別のものへと変化していく。ついには鷹たか兎との背より大きな物体となり、彼女が着ていたジャージがばさっと床に落ちた。


    　皆が息を呑のむ。


    　ファンタジーＲＰＧに出てくるような、西洋風の大剣が目の前にそびえ立っていた。〝グレートソード〟と呼ばれるものだ。とにかくでかい。刀身だけで鷹兎の身長と同じくらいあり、それに見合ったように幅広く、肉厚だ。


    （これは……！）


    　鷹兎も目を見開いて呆ぼう然ぜんとした。


    　剣に変化するとわかっていたのに、なぜだか初めて見たような気がする。


    　ジェーンは嬉うれしそうにクククッと笑い、勢いよく椅子から立ち上がった。「これで私の仮説は証明されマシタ！　それでは早速試ためし斬ぎりといきマショウ！」
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    　一同はホテルの庭へと移動した。


    「名前があったほうがいいデショウ」ジェーンは腕を組んで考え込む。「うーん、そうデスね。とりあえず〝ソード・ハルハ〟と呼ばせていただきマス」


    　鷹兎は両の手で柄つかを握り、ソード・ハルハを構えた。見た目ほどの重さはなかったが、それでも非ひ力りきな鷹兎の腕にはずしっとこたえる。


    　ジェーンは庭にある一本の木を指差し、これに向かって斬りつけるよう指示した。「許可は取ってありマス。ぶった切るつもりでやってくだサイ」


    　幹の太さは三十センチほど。


    　剣など使ったことがない鷹兎は、斧おので木を伐きるイメージで、水平に思いっ切り振った。


    　ガツッ！


    　衝撃が手から駆け上り、肘ひじまでじーんと痺しびれる。ソード・ハルハの刃は、幹にたった一センチ程度の深さの傷を刻んだだけで止まっていた。


    「いててて……」


    　食い込んだ刃を引っこ抜いて、ソード・ハルハを地面に刺し、鷹たか兎とは手首を押さえる。


    「大丈夫デスか、鷹兎さん？」離れて見ていたジェーンが近寄ってきて、心配そうに声をかけてきた。鷹兎は苦にが笑わらいでそれに答える。


    「ちょっと痛かったですけど、そんなにたいしたことはないです」


    「そうデスか。ならいいのデスが……」


    　ジェーンはそう言って、今度は木の幹についた切れ目を眺める。そして「うーん……」と唸うなった。この結果に不満そうな声だ。


    「鷹兎さん、ソード・ハルハにはなにか特性はないのデショウか？　刀身から火が出るとか、そういうたぐいの追加効果が……」


    「追加効果、ですか……？　さ、さぁ……」


    　過去二回、鷹兎は夜や獣じゆうと戦っている。そのとき自分はどのように戦ったのだろう。思い出そうとしても頭にもやがかかったみたいな気分になり、曖あい昧まいな記憶が断片的に蘇よみがえるだけだった。でも確かこんな剣で戦ってはいなかったはず。もっと違う武器だった。その武器にはどんな追加効果があったのだろう？　それと同じ特性が、このソード・ハルハにもあるのだろうか？


    （どうなんだろう。ハルハに聞けばわかるのかな……？）


    　鷹兎はソード・ハルハの柄つかをつかんで、心の中で呟つぶやく。


    　すると『わかんない。ごめんなさいタカト……』というハルハの声が脳のう裏りに響いた。


    　あれ、以前のハルハとは、変へん化げ中に会話できなかったような……？　鷹兎は首をかしげる。思い違いだろうか。今は記憶が混乱している。


    「……ジェーンさん、もしかして先ほどの暗示に問題があったのではないでしょうか？」


    　伽か夜よもやってきてジェーンに話しかけた。彼女が言うには、鷹兎は〝ハルハは剣に変化する〟という暗示しかかけられていなかったらしい。その暗示どおり、ハルハは剣に変化した。それ以上でもそれ以下でもない、ただの剣に。


    「大きいだけの剣では夜獣とは戦えません。鷹兎は剣の達人ではありませんから。……残念ですがいったん元に戻したほうがよいのでは？　暗示を解くことは可能なんですよね？」


    「もちろん可能デス。可能デスが……」


    　ジェーンはサングラスを外してしゃがみ込み、未練がましくソード・ハルハを観察する。「しかし〝剣に〟という暗示を与えただけで、ハルハさんはこんなにも大きなグレートソードに変化しマシタ。そこには鷹兎さんのイメージが関与しているはずデス。つまり今回も、鷹兎さんの無意識のイメージが、ハルハさんの能力に影響を与えたのだと私は考えマス」


    　目線をソード・ハルハに注いだまま滔とう々とうと述べると、サングラスの蔓つるをはむっと咥くわえ、黙り込んでしまう。


    「ということは……？」伽夜は続きを促した。


    「このソード・ハルハには、まだ秘められた力があるかもしれないということデス」


    　サングラスをかけ直してジェーンは立ち上がる。「もう少し様子を見てみマショウ。とりあえず実験は終了デス」


    　と、鷹たか兎とたちの後ろのほうから声が上がる。「うにゃー、待ちくたびれたのです」


    　振り返ると、すでに水着に着替えた御み月つきが、ビーチボールを小こ脇わきにかかえてスタンバっていた。遊ぶ気満々だ。


    「オゥ、気が早いデスね、御月さん。いつの間に着替えてきたのデスか？」


    　ジェーンが尋たずねると、御月はすぐそばにある植え込みの陰を指差して言った。


    「そこで」


    　伽か夜よがブッと吹き出す。「はぁ!?　バ、バカッ！　そんなところで着替える奴があるか！」


    「あたしは止めたのよ～。でもこの子ったら、ちっとも聞かないんだもの」


    　もはや諦あきらめ顔で、ヘカーテは肩をすくめた。


    　ジェーンはちょっと呆あきれたような顔をしつつ、クックックと笑いだす。


    「それはそれは、お待たせして申し訳ありマセンデシタ。それでは鷹兎さん、伽夜さん、ハルハさん、私たちも早速着替えマショウ」


    「いやあの……ちょっと待ってください。着替えって、水着にですよね？」


    　海で遊ぶとは思っていなかったので、鷹兎もハルハも、水着を用意していない。「私も水着は持ってきていません」と伽夜も手を挙あげる。


    「ご心配なく！」ジェーンは親指をビシッと立てた。「皆さんの水着はこちらで用意していマス。特にハルハさんのは、私が開発した生き地じで作った特別製デスよ！」
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    　鷹兎は用意された水着に着替え、ジェーンの部屋のリビングルームで待機していた。


    　隣のベッドルームから女性陣の声が響いてくる。


    「やーん、蝶ちよう々ちよ結びできない～」


    「私が結んであげるのです。……ハルハさん、前より胸大きくなってます？」


    「ジェ……ジェーンさん！　こんな小さな布では、すぐにはみ出してしまいます！」


    「オー、お気に召めしマセンか？　ではこっちのワンピースはどうデス？」


    　彼女たちの赤せき裸ら々らな声を聞いていると、鷹兎は顔がじわーっと熱くなってくるのを感じた。女子更衣室に忍しのび込んで聞き耳を立てているような気分になる。もちろん聞き耳など立てていないのだが、しゅっ、しゅるる、と衣きぬずれの音が勝手に耳に入ってくるのだ。すぐ近くに半裸──あるいは全裸──の女の子がいることを嫌いやでも意識してしまう。とても落ち着かない。


    　落ち着かない理由がもう一つあった。目の前にラングレンが立っているのだ。


    　もしかしたら鷹兎が覗のぞかないように見張っているのかもしれない。そんなつもりはまったくないが、眼光鋭く見み据すえられていると、やましい気持ちがなくてもびくびくしてしまう。


    「あ、あの……僕、先に行ってます」


    　あまりのいたたまれなさに部屋から出ようとした。が、


    「待てィ！」


    　ラングレンに呼び止められる。鷹たか兎とはびくっと立ち止まる。


    　恐る恐る振り返ると、じっとこちらを睨にらんでいる彼と目が合った。メデューサに睨まれて石になってしまったかのように鷹兎の体は硬直する。彼は言った。


    「勝手に動くんじゃない」


    「……は……はいぃ……」


    　鷹兎は泣きそうになりながら、一刻も早く、みんなが着替え終わってくれることを願う。


    



    　やがて女性陣の着替えが終わり、一同はホテルを出た。正面の堤てい防ぼう道路から階段を使い、砂浜に降りる。まだ午前中だが、すでに海水浴客がちらほらと集まっていた。


    「きゃっ、あっつぅーい！」


    　ハルハがビーチサンダルを脱いで悲鳴を上げる。砂は足の裏を焦こがすほどに焼けていた。ハルハは我慢できないとばかりに波なみ打うち際ぎわまで走る。白波が、ざざーっと彼女の足を洗った。


    「うひゃっ、冷たい！」


    　波は寄せては引き、ハルハの足裏付近の砂がさらさらと流れていく。「くすぐったーい！　くふふふふふっ！」


    「一番乗りなのです、ざぶーん」


    　その横を御み月つきが走り抜け、海にバシャバシャと駆け込んだ。跳はね上がった海水を体に浴びて、「やーん！」とハルハが楽しそうに叫ぶ。


    「こら！　お前たち、いきなり海に入るな！　準備運動をしろ！」


    　注意する伽か夜よ。ほっぺをふくらませるハルハ。「むー、まだ入ってないもーん」


    　そんな彼女たちは、浜辺に来ている多くの人たちから注目を浴びていた。「お……お前、声かけてこいよ」「バカ、俺らのレベルじゃ無理に決まってんだろ」大学生くらいの、いかにも遊んでそうな男二人が、せっつくようにお互いを肘ひじでつつき合っている。


    「そりゃあ、あれだけ可愛かわいければなぁ……」


    　鷹兎も、少し離れたところから三人を眺め、ぼそりと呟つぶやいた。


    　ハルハは白のビキニ。ボトムはショートパンツタイプ。小麦色の肌とのコントラストで、白い水着がまぶしいくらいに輝いている。


    　御月の水着はミニスカート型のパレオつき。あちこちを飾るリボンやフリルなどがゴージャスで、彼女の好きなゴスロリファッションを思わせる作りだ。


    　二人とも、とても似合っていて可愛かった。だが鷹兎は、どうしても伽夜の水着に目を奪われてしまう。


    　伽か夜よのワンピース水着はお腹なかの部分が大きく開いていて、へそが丸見えだった。というより、ビキニのそれぞれのカップの下から布が延びて、パンツまでつながっているようなデザインである。背中や脇わき腹ばらもばっくりと露ろ出しゆつしていて、なまじワンピースの体てい裁さいを取っているだけに、妙に艶なまめかしく見えてしまうのだった。おまけにハイレグ。


    　ジェーンが用意した水着の中では、これよりおとなしいデザインのものはなかったらしい。そのようなやむを得ない理由がなければ絶対伽夜が選ばなそうな、つまり彼女にしてはとても大胆な水着だった。


    　先ほどから見ていると、さりげなく左手でへその部分を隠している。やっぱり恥ずかしいのだろう。そんな仕草が、よけいに鷹たか兎とをドキドキさせた。


    　ぼーっと見み惚とれていると、ハルハが鷹兎に向かってぶんぶんと手を振る。


    「タカト、どうしたの～？　タカトもこっち来て遊ぼうよ～」


    　ざわっ。


    　遠巻きに彼女らを眺めていた者たちは、いっせいにハルハの視線の先を見る。つまり鷹兎を。多数の視線が、鷹兎の肌にぶすぶすと突き刺さった。


    「う、うん……今行くよ……！」逃げるように鷹兎は走りだす。


    　容よう赦しやなく突き刺さる視線を背中に感じながら、恥ずかしいような、ちょっとだけ自慢げな気分になった。やっぱりみんな、僕がハルハの彼氏だと思っているのかな？　悪い気はしないけど、僕としてはできれば……、か、伽夜先輩の彼氏に見られたいなぁ。──などと妄もう想そうがふくらみ、思わず顔がにやける。


    　そんな鷹兎の耳に、遊び人っぽい例の二人の声が、潮しお風かぜに逆らってかすかに届いた。


    「なんだあれ？」


    「弟じゃね？」


    　ずしゃあ。鷹兎は盛大にすっころぶ。くそう、せめて兄じゃないのか？


    「どうしたの、タカト。大丈夫？」


    　ハルハがやってきて、心配そうに手を差し伸べてくれた。「あ、ありがとう。なんでもないよ」鷹兎は空笑いをしながら、その手を取って体を起こそうとする。


    　が──突然、ハルハは手を放した。


    「わっ!?」鷹兎はべちゃっと倒れ、顔から砂に突つっ伏ぷす。


    （うぅ……どうして？　僕、なんか悪いことした？）


    　口の中に入った砂を吐き出しながら自力で起き上がると、呆ぼう然ぜんとした顔のハルハが自分の手を凝ぎよう視ししていた。どうも様子がおかしい。


    「ハルハ……どうかしたの？」


    　鷹兎が声をかけても返事がなかった。


    「二人とも、なにをしている。さぁ、準備運動をするぞ」


    　伽か夜よがやってきて、ハルハの肩をぽんと叩たたく。するとようやくハルハは、我われに返ったように大きく目を見開いた。「えっ？　あ……は、はーい」あたふたと、御み月つきの待つ波打ち際ぎわに駆けていく。


    「ム……鷹たか兎と、なにかあったのか？」


    　伽夜が怪け訝げんそうに尋たずねてくる。鷹兎は「さ、さぁ……」と言い、首をかしげることしかできなかった。


    　今のハルハは、いったいなんだったんだろう？
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    　その後のハルハの様子は、まったくのいつもどおりだった。


    　鷹兎たち四人はビーチボールで遊んだり、ハルハに泳ぎを教えたりして、楽しく時間を過ごす。ホテルまで戻るのが面倒だったので、昼食は海の家で済ませた。


    　一休みしたあと、少し泳げるようになったハルハが、もう少し沖おきまで行きたいと言いだす。


    　念のためにビニールボートを用意し、伽夜と御み月つきが付き添うことにした。しかし鷹兎は「疲れたから、ちょっと休んできます」と言って辞退する。だが本当は違う理由だった。


    　波打ち際でハルハたちを見送ったあと、鷹兎はきびすを返して砂浜を歩く。


    　ビーチパラソルの下、折りたたみベッドに寝そべっているジェーンの元まで戻った。彼女は布面積がかなり少ないマイクロビキニを着用している。それを目当てにときどき若い男たちが寄ってくるが、背中で手を組みボディガードのように立っているラングレンに睨にらまれ、すごすごと逃げていった。ラングレンはさすがに軍服を脱いで水着を着ていたが、彼の体には歴戦の英雄のごとく無数の傷が刻まれていて、軍服以上に威圧的である。やましい考えなどまったくなさそうな子供がたまたま近づいてきて、ラングレンを見上げると泣きながら逃げていった。


    （ラングレンさんは悪くないんだろうけど……でも僕だって逃げたくなるよ）


    　鷹兎はいっそのことホテルに戻ろうと思い、横を素通りしようとしたが、カチャカチャと携帯ゲーム機で遊んでいたジェーンが突然呼び止めてくる。「お待ちくだサイ、鷹兎さん」


    「は、はい？」


    「少しお話がありマス。おつき合い願えマスか？　ラングレン、なにか冷たいものを二人分買ってきてくだサイ」


    「イエッサー！」


    　ラングレンは海の家に走っていった。鷹兎は内心ほっとして、折りたたみベッドの横に敷いてあるレジャーシートに腰を下ろす。ジェーンの水着が目のやり場に困るほど過激なので、じっと海を見み据すえたまま待った。しかし話があると言っていたのに、彼女はいつまで経ってもゲームを中断しようとはしなかった。


    　カチャカチャ、カチャカチャ。やがて鷹たか兎とは沈黙に耐えられなくなる。


    「あ……あの、ハルハの水着、ありがとうございました」


    　ハルハが今着ている水着は、ジェーンが開発した特製の生き地じで作られていて、隠おん形ぎように反応してくれるのだという。隠形とは、すべての影かげ子こが使える基本能力で、影子使いと夜や獣じゆう以外の者から姿を隠すことができるようになる。要は透明人間のような能力だ。


    　その特製生地で作った水着を着用して隠形を使うと、それに反応し、水着も一緒に見えなくなってくれるらしい。


    　ジェーンはゲームをプレイしながら答える。「どういたしマシテ。ワンピースもお気に召めしたようでなによりデス。いつ必要になるかわかりマセンから、いざというときのために、あなたの影の中にしまっておいてくだサイね」


    　ジェーンは水着だけでなく、同じ生地で普段着のワンピースも二着用意してくれた。色はブルーとオレンジの二種類で、シンプルなデザインだったがハルハはとても気に入ったようだ。


    「わかりました、大切にします。ありがとうございます」


    　改めてお礼を述べると、ラングレンがドリンクの入ったカップを持って戻ってきた。鷹兎は恐る恐るそれを受け取る。ジェーンはストローを咥くわえて一口吸うと、相変わらずゲーム画面を見つめながら、唐とう突とつに尋たずねてきた。


    「ところで鷹兎さん、一つ相談があるのデスが、よろしいデショウか？」


    「はい……なんでしょう？」鷹兎もストローを吸う。コーラだ。


    「パートナーを御み月つきさんにチェンジしてみマセンか？」


    　ぶはっ！　鷹兎はコーラを盛大に噴き出した。


    「げほっ、げほっ！　なっ……なんでですかッ？」


    「理由は二つありマス」カチャカチャ。「第一の理由は、伽か夜よさんより御月さんのほうが、あなたと月ユエ老ラオの腕輪の相性がいいからデス」


    　潜在能力を使うためには月ユエ老ラオの腕輪を発動させる必要がある。そのための条件は、〝お互いの相性のよさ〟と〝相手を思う気持ちの強さ〟の総和が必要な水準を超えていることだ。


    　相性のよさは先天的にして恒こう久きゆう的なものだという。つまりどんな状態でも安定している。一方、相手を思う気持ちは、人の心をよりどころにしているがゆえに、とても不安定なファクターだ。一瞬で高まることもあれば、一瞬で醒さめてしまうこともある。男女間ならなおさらだ。


    「そのような不安定要素をかかえたまま戦うのは、少なからずリスキーであると言わざる得ないデショウ。ただし相性のいい御月さんとパートナーを組めば、そのリスクは格段に下げられマス。これがパートナーチェンジを勧める理由のまず一つめデス」


    「ちょっ、ちょっと待ってください……！」


    　伽夜とのパートナーを解消するなんてとんでもない。なんとか反論を試こころみようとする。だがジェーンはかけていたサングラスを外し、凍いてつくようなターコイズブルーの瞳でじっと鷹たか兎とを見み据すえた。うっ……と、鷹兎は言葉を喉のどに詰まらせる。


    　ジェーンは携帯ゲーム機の電源を切り、ゆっくりと体を起こした。


    「二つめの理由は鷹兎さんにとってかなりショッキングかもしれマセン。お気を確かに聞いてくだサイ」


    　むしろ不安を煽あおる前置きに、鷹兎はつばを飲み込む。


    　ジェーンは言った。


    



    「伽か夜よさんはもうじき結婚するかもしれマセン」


    



    　鷹兎の頭の中は一瞬真っ白になった。


    　誰が……結婚するって？


    　伽夜先輩が。


    　伽夜先輩が……なんだって？


    　結婚するって。


    　結婚するって……誰が？


    　伽夜先輩が。


    「鷹兎さん、しっかりしてくだサイ」


    　ジェーンの声で、鷹兎の脳内の歯車がようやく嚙かみ合う。


    　伽夜先輩が結婚する!?


    「ど、どういうことですかっ？　伽夜先輩って、か、彼氏とかいたんですか!?」


    「詳しく話しますから落ち着いてくだサイ」ジェーンはドリンクを一口飲む。鷹兎は不意に喉のどの渇きを覚え、ストローに食いつくと一気に吸い込んだ。炭酸が喉を焦こがし、キーンとこめかみが疼うずく。構わず飲み干して、大きく息を吐いた。はぁはぁと肩を上下させる。


    「この研修が終わったら、伽夜さんはお見合いをさせられるデショウ」ジェーンは静かな口調で話し始めた。「今、槇まき村むら家けでは、影かげ子こ使いの人員不足が深刻な問題となっていマス。ここ十年あまり、産まれてくる子供たちの適応指数は低下の一途をたどっているのデス」


    　適応指数とは、簡単に言えば、影子能力者になれる資質を表わす数値のことである。ちなみに過去の優秀な影子使いは、皆この数値が非常に高かったらしい。


    「影子使い同士で結婚すると、影子適応者が産まれる可能性が高くなる……でしたっけ？」


    　そんな話を聞かされたことがあるような。


    「以前は鷹兎さんの言うとおりデシタ」ジェーンは目を伏せた。「でも最近はその法則が崩れてきているのデス。適応指数がそれなりに高い影子使い同士で結婚しても、その数値が子供に引き継がれないケースが目立ち始めていマス。はっきりとした原因は特定できていマセンが、これはゆゆしき事態デス」


    　影かげ子こ使いがいなければ夜や獣じゆうと戦うことはできないからだ。


    　しかし原因がわからなければ対処のしようがない。となれば、やれることは一つ。


    「とにかくたくさん子供を産むこと。……私はそんな〝数打ちゃ当たる〟的やり方は反対だったのデスが、夜獣抹まつ殺さつ部門のお偉えらいさんたちが決めてしまったのデス。そして十六歳の伽か夜よさんにも白しら羽はの矢が立ってしまいマシタ」


    「そんな……伽夜先輩は承知しているんですか!?」


    「この話はまだ伽夜さんには伝えられていマセン。おそらく研修が終わって帰宅したあと、彼女に告げられるデショウ。その際にこうつけ加えられるはずデス」


    　これは任務だ──と。


    　鷹たか兎との背中をぞわっとした感覚が駆け抜ける。


    　それは嫌けん悪お感であり、怒りであり、絶望であった。


    　鷹兎の気持ちを察したのか、ジェーンは申し訳なさそうに頷うなずく。「伽夜さんの性格は、私も報告書などの資料でだいたい把は握あくしていマス。槇まき村むら家けの使命に忠実な彼女は、任務という名の命令を拒こばむことができないデショウ。それがわかったうえでの──酷ひどいやり方デス」


    　めまいがした。


    「そんな……」
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    　体育座りのままぐらりと倒れそうになる。


    　すんでのところで手をついた。ドリンクをはじいてしまい、氷が勢いよくこぼれ出る。鷹たか兎との手は、込み上げる複雑な感情にわなわなと震ふるえ、レジャーシートをひっかきながらぐっと握り締められた。


    「そんな、そんなの……駄目です！」


    　鷹兎はジェーンに詰め寄る。「僕のパートナーは伽か夜よ先輩じゃなきゃ嫌いやです！　伽夜先輩が任務なんかで結婚するなんて嫌です！　僕は……僕は……！」


    　伽夜と離ればなれになるのが嫌だ。


    　伽夜がほかの男に抱き締められるのが嫌だ。


    　伽夜がほかの男とキスをするのが嫌だ。


    　伽夜が望まぬ結婚を強しいられ、悲しい人生を送るなんて絶対嫌だ。


    「そんなの……我慢できませんッ!!」


    　鷹兎は爆発する感情にまかせて叫んだ。


    　まるでジェーンこそが、伽夜の結婚を企たくらんだ張本人であるかのように睨にらみつけて。


    　ジェーンは静かに見つめ返す。ターコイズブルーの瞳の中に鷹兎の顔が映っていた。


    　怒りに歪ゆがんだ自分の顔を見て、鷹兎ははっと我われに返る。


    「あ……す、すみません……ジェーンさんが悪いわけじゃないのに……」


    「いいんデスよ」


    　お気になさらずにと言って、ジェーンは優しく微笑ほほえんだ。


    「さてと、では答えは一つデスね」


    「……なにがですか？」


    「伽夜さんを結婚させたくないのデショウ？」


    「は、はい」


    「なら決まりデス。鷹兎さんが伽夜さんと結婚してくだサイ」


    「は……」鷹兎はあんぐりと口を開けた。「……はいィッ!?」


    「要は伽夜さんが影かげ子こ使いと結婚して子供を産んでくれればいいのデス。槇まき村むら家けの血筋と関係なしに適応指数・九十二を叩たたき出した鷹兎さんが相手なら、上の人たちもむしろ大喜びデショウ。もちろん鷹兎さんは十八歳になるまで結婚できマセンから、とりあえずは婚約を交わしてもらいマス。というわけでこの研修が終わるまでにプロポーズしてくだサイ。それから──」


    「い……いやいや、待ってください！」


    　ぺらぺらとしゃべるジェーンを鷹兎は慌あわててさえぎる。


    「おや、なにか問題でも？　鷹兎さんと伽夜さんが永遠の愛を誓ちかい合えば、月ユエ老ラオの腕輪の問題も解決デス。深い愛情が相性の悪さを充分補ってくれるデショウ。まさに一石二鳥デスよ」


    　ジェーンは満足げに何度も頷うなずいた。


    「いやあの……水を注さすようで申し訳ありませんが、問題大ありですよ。いきなりプロポーズなんかして、伽か夜よ先輩がＯＫしてくれるわけないじゃないですか」


    　そもそもまだつき合ってもいないのに。


    　しかしジェーンは、ノーノーと言って首を横に振った。


    「鷹たか兎とさん、時間がないのデス。この研修が終わるまでに婚約しなければ、伽夜さんはほかの男性と結婚させられてしまうのデスよ。悠ゆう長ちようなことは言ってられマセン」


    「で、でも……」


    「大丈夫デス！」ジェーンは胸元をどんと叩たたく。「これでも学生時代は〝不可逆を可逆にする女〟と呼ばれ、キャンパスで畏おそれられていたのデスよ。私にお任せくだサイ！」


    　言葉の意味はわからないが、とにかくすごい自信だ。


    　ジェーンは小気味よい動作でサングラスをかけ、ニッと白い歯を見せた。「いい作戦タクテイクスがありマス！」


    「タ……タクティクス……ですか？」


    「イエース！」すでに成功を確信したかのように意気揚よう々ようと頷うなずく。


    「地形効果を利用しマス！」

  


  
    [image: ]

  


  
    



    



    　　　　　　　　　　１


    



    　要はプロポーズにぴったりのムード満点なロケーションがある、ということだった。


    　ジェーンとラングレンに連れられ、堤てい防ぼう道路を五分ほど歩く。やがて海岸は砂浜から磯いそへと変わり、波に糸を垂たらす釣り人をちらほらと見かけるようになった。


    「あれデス。あのぽつんと突き出た岩が〝カップルストーン〟デスよ」


    　ジェーンが海のある一点を指差して言った。陸地から十メートルほど離れたところに、小さな岩が海面から顔を出している。大人が四、五人乗っかれそうな大きさだ。


    　鷹たか兎とは目を凝こらして見た。「なんかゴツゴツしてて居心地悪そうですし、そんなにムードのある場所には見えませんが……」


    「ノーノー、わかっていマセンね、鷹兎さん。あれは伝説の岩なんデスよ」


    「伝説の岩、ですか……？」


    「イエス。今から五十年ほど昔、秀しゆう治じと富とみ恵えという二人の男女が、あの岩の上から入じゆ水すい心しん中じゆうしたのデス。あの世での、永遠の愛を誓ちかって」


    　以来、あの岩の上で告白し、つき合い始めたカップルは、ずっと一緒にいられるという。


    　むしろ、死ぬまで別れることができなくなる。


    　無理に別れようとすると、呪のろいがあるらしい。


    「いやあの……それ、伝説というか、怪談じゃないですか」


    　ちっともロマンチックじゃない。むしろ怖い。


    　だがジェーンはまるで平気そうににこにこと微笑ほほえんだ。


    「まぁまぁ、細かいことは気にしないで。しょせんは都市伝説みたいなものデスから、あまり深く考えないでくだサイ。ただ、いいつかみにはなるデショウ？」


    　たとえば伽か夜よとあの岩の上までたどり着いたとして、どのようにプロポーズを切り出せばいいのか、タイミングを見いだせないで悩むかもしれない。そのとき、こう言えばいい。


    『伽夜先輩、この岩の上で告白してつき合いだしたカップルは、ずっと一緒にいられるという伝説があるらしいですよ』


    　すると伽夜は、鷹兎が告白しようとしていると察してくれるだろう。


    　本当はただの告白ではなくプロポーズなのだが、そこは勘違いされたままでもいい。大切なのは彼女のハートを恋愛モードに切り替えること。いわば暖機運転だ。心の準備が整ってさえいれば、いきなりのプロポーズも〝ちょっと先走りすぎだけど、彼なりのドラマチックな告白なのだろう〟と好意的に解釈してもらえるかもしれない。そういう意味では勘違いされたままのほうが好都合だ。


    「これで伽か夜よさんがイエスと言ったらこっちのものデス。〝鷹たか兎とさんがプロポーズをし、伽夜さんがＯＫした〟という体てい裁さいは整いマス。──そうデスね、念のためにＩＣレコーダーを持っていってくだサイ」


    「えぇ……そんな、相手を騙だまして証しよう拠こを捏ねつ造ぞうするみたいなやり方はちょっと……」


    　まるで詐さ欺ぎ師か悪徳弁護士である。鷹兎が難色を示すと、ジェーンの顔つきが険けわしくなった。「そんな甘いことを言っていては一週間以内にプロポーズなんて絶対無理デス。それともほかにいい方法がありマスか？」


    「う……そ、それはそうかもしれませんが……」


    　確かに、まともなやり方で一週間以内に婚約するなんてまず不可能だろう。気は進まないが、ここはジェーンに従うしかないか。


    　しかし問題はまだあった。


    　一同は水みず際ぎわ近くまで下りていって、カップルストーンを望む。


    　岩場の縁へりから下を覗のぞき、鷹たか兎とはぶるると震ふるえ上がった。


    　青黒く染まった海底がゆらゆらと揺れているのが見える。深さ一メートル以上はありそうだ。きっとカップルストーンの辺りはもっと深いだろう。


    　ラングレンがカップルストーンまで往復して確認したところ、最も深いところで水深一・六メートルほどあった。ジェーンがいつの間にか用意したスマートフォンを慣れた手つきで操作する。


    「ネットで調べてみマシタが、今はちょうど干かん潮ちようの時間デスね」


    　満潮になると、ここからさらに一メートル以上海面が上がるらしい。今鷹兎たちがいる岩場は、すっぽり海に呑のみ込まれてしまうだろう。


    　鷹兎はまた身震いする。海風が妙に冷たく感じられて、背筋がぞくっとした。


    「あの……すみません、やっぱり無理です」


    「無理？」ジェーンはきょとんとする。「鷹兎さん、泳げないんデスか？」


    　水深一・六メートル──鷹兎の身長では、干潮時の今でも、海面から顔を出せなくなるだろう。ただカップルストーンまでは約十メートル。鷹兎でも息継ぎしないでなんとか泳げる距離だ。ただしそれはプールでの話である。


    「僕、駄目なんです。子供の頃、海で溺おぼれかけたことがあって……。腰が浸つかる程度なら我慢できるんですけど、胸元まで沈んじゃうようなところまでは、怖くて入っていけないんです」


    　さっき、沖おきまで泳ぎたいと言ったハルハについていかなかったのは、そういう理由からだ。たとえビニールボートに乗っても、すぐ下が深い海水だと思うと、恐ろしさにぶるぶる震えてしまうかもしれない。そんな姿をみんなには見られたくなかった。


    「鷹兎さん、深い海はＮＧなんデスか。オー、それは困りマシタね」ジェーンは腕を組んで、うむむと唸うなる。「ラングレンの暗示で、海の恐怖をなくさせるという手もあるのデスが……」


    　しかしラングレンの暗示は、一度に一つしかかけられないそうだ。つまり新しい暗示をかけると、さっきかけたソード・ハルハの暗示が解けてしまうらしい。


    「プロポーズが終わったら、改めてソード・ハルハの暗示をかける、ということでもいいのデスが、それでまた同じ状態になってくれるかわからないのデス。なにしろ、そのときの無意識のイメージに左右されていマスから」


    　経過を観察したいジェーンにとって、それは避けたいことだという。


    「なので鷹たか兎とさんには、自力でこの海を克こく服ふくしていただきたいのデス。なんとか頑張ってみてくれマセンか？」


    「そう言われましても……」


    　鷹兎はカップルストーンまでのルートに目をやる。


    （十メートルか……。うう、十メートルってあんなに長かったっけ……）


    　この辺りは湾の奥まった場所で、波がほとんどない。普通に泳げる人なら問題なさそうだ。実際、ゴーグルをかけて潜水している親子連れもいる。もぐっては、海底に落ちているなにかを拾って、子供が嬉うれしそうに顔を出す。


    （僕が溺おぼれかけたのって、あの子供くらいの頃だったかな）


    　小学生の二年か三年だったろうか。海に入って遊んでいたら、いつの間にか首まで浸つかるような場所まで来ていた。急いで戻ろうとしたが、返す波に引っ張られて、なかなか前に進めない。必死に手足を動かしたが、少しずつ陸が遠のいていった。沖おきに流されていると気づいた。


    　このままだと溺れちゃう……！


    　子供心に死を予感し、ものすごい恐怖が込み上げる。無我夢中でもがいたが、やがてつま先でも立っていられなくなった。手足に力が入らなくなり、海面から顔を出して息をするのも難しくなる。海水をたくさん飲んだ。苦しい。もう限界。


    　そのとき、鷹兎の様子に気づいた父親が助けに来てくれた。


    　もし父親が気づいてくれなかったら、鷹兎は死んでいたかもしれない。


    　それ以来、トラウマによる恐怖が先立ち、胸まで浸かるような深いところまでは、一度も行ってみようとはしなかったのだが──。


    （意外と行ってみたら、なんとかなったりして。七年も前の話なんだし……）


    　ちょっとだけ、ちょっとだけ試ためしてみようか？　鷹兎は岩場の縁へりにしゃがみ、そっと片方のつま先を海に浸けてみる。しばし逡しゆん巡じゆんしてから、ゆっくりと足首まで沈めた。


    　徐々に、徐々に、次は膝ひざまで……。


    　と、後ろからジェーンにどんと押された。


    　鷹兎は目を丸くする。体が斜めになる。


    　勢いよく海に落ちた。


    



    「なッ……なにするんですかぁっ！」


    　必死になってようやく岩場に這はい上がった鷹たか兎とは、げほげほと咳せき込みながら、怒りの声を上げた。リアリティたっぷりで蘇よみがえったトラウマのおかげで、腕も脚もガタガタ震ふるえている。


    　そんな鷹兎を眺め、ジェーンは残念そうに肩をすくめた。


    「オー、その様子では、仮にカップルストーンまで渡れたとしても、とてもプロポーズどころではなさそうデスね」


    「……そうですね」


    　鷹兎にもよくわかった。無理だ。〝三つ子の魂たましい百まで〟と言うが、あのときの恐怖は今でもしっかり鷹兎の心に根づいている。これをなんとかしない限り、カップルストーンにたどり着く前に足がすくんで泳げなくなるだろう。


    「別の方法を考えましょう。すみませんが、ここでのプロポーズは無理です」


    　鷹兎はよろよろと立ち上がった。


    　するとジェーンが鷹兎の肩をがしっとつかむ。サングラスがギラリと光った。


    「鷹兎さん、努力した結果、どうしてもダメならやむを得マセン。ただ、まだ諦あきらめるのは早いデス。恋愛に障害はつきもの。まして伽か夜よさんは高たか嶺ねに咲く花デスよ。なにもしないで下から眺めているだけでは永遠に手に入りマセン」


    　レンズの奥で、真剣な瞳がじっと鷹兎を見つめる。


    「う……で、でも……」


    　でも、と言いつつ、鷹兎はぐうの音ねも出なかった。確かに、これといった取り柄もない自分が伽夜と結婚するためには、トラウマの一つや二つ、乗り越えなければならないのだろう。だがそれは、言葉で言うのは簡単だが、そんな生なま易やさしいものではない。


    　できるだろうか、自分に？　鷹兎は黙ってうつむく。


    　と、ジェーンの手が、不安に震える鷹兎の手をそっと包み込んできた。


    「大丈夫、大丈夫デスよ、鷹兎さん」ジェーンはにっこりと微笑ほほえむ。「私に任せてくだサイ。きっとうまくいきマス。一緒に頑張りマショウ」


    「ジェーンさん……」


    　その手の柔やわらかさ、ぬくもりを感じていると、心の中の不安が少しずつ解けていった。


    「あ、ありがとうございます。僕、頑張ります……！」


    　鷹兎には彼女が、慈じ愛あいに満ちた女神のように思えた。


    　この一瞬までは。


    　突然、ジェーンの手にぎゅっと力がこもり、鷹兎の手を強く握り締める。まるで、もう絶対に逃がさない、とばかりに。


    「ジェ……ジェーンさん？」


    　ジェーンの口元は相変わらず優しく微笑んでいた。


    　だが目が笑っていない。サングラス越しの彼女の視線は、まるで獲え物ものを狙ねらう獣けもののよう。


    （う……！）


    　鷹たか兎とは思わず一歩退しりぞこうとする。しかし後ろは海だし、なにより手をつかまれていた。


    　鷹兎をつかむ手に、さらに力がこもる。


    「フフフフフ、地獄の特訓デス」


    　鷹兎の膝ひざが再びカタカタと震ふるえだした。
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    （疲れた……。肉体的にも精神的にも……）


    　割り当てられた部屋のソファーでぐったりする鷹兎。


    〝特訓〟はまさに地獄だった。


    　まずジェーンは、鷹兎を連れて波は止と場ばに向かった。そこに停泊している一艘そうの小型クルーザーに乗り込む。運転するのはラングレンだ。沖おきに向かって五分ほど走った。


    　命じられるままに救命胴どう衣ぎを着ける。


    　と、海に叩たたき込まれた。


    「獅し子しは我が子を千せん尋じんの谷に突き落としマス！　この辺りは水深五十メートルほどありマスから、ここで慣れれば──」


    　そこから先、彼女がなんと言ったか覚えていない。水深五十メートル！　建物十七階分ほどの空間が、自分の足の下にぽっかりと広がっていることになる。心は恐怖に埋うめ尽くされ、自分でもわけのわからない悲鳴を上げた。死にものぐるいで泳ぎ、クルーザーによじ登る。


    　ジェーンはストップウォッチで時間を計っていた。「──二十三秒。ＯＫ、次は四十秒を目指しマショウ！」


    　そしてまた突き落とされる。それを延々繰り返させられた。


    　最高記録は六十三秒。


    　ますます海が怖くなった。


    （これじゃカップルストーンでプロポーズなんて絶対無理。やっぱり別の方法を考えてもらわないと……）


    　ため息を漏もらしながら、横向きに倒れる。ソファーのスプリングが柔やわらかく鷹兎の体を受け止めた。このまま寝てもいいくらいの心地よさだ。うちの洋間のソファーとは全然違うな、と鷹兎はぼんやり考える。


    　時刻は午後十時を少し過ぎたくらい。風ふ呂ろも食事も済ませた。


    （少し早いけど、もう寝よう……）


    　よろよろと起き上がって歩きだす。ベッドルームに入ると、クイーンサイズのベッドが二つ、でんと鎮ちん座ざしていた。その片方で、ハルハが楽しそうに飛び跳はねている。


    「見て見てタカト、トランポリンみたい～！」


    　ばよーん、ばよーん、くふふふふっ。はしゃぎすぎて浴衣ゆかたの前が崩れてきている。


    「ハルハ、あんまり暴れると浴衣が脱げちゃうよ」


    「はーい」


    　鷹たか兎とが優しく注意すると、ハルハは元気よく返事をして、ベッドにべちゃっと倒れた。「ふかふか、もこもこ～」キャッキャと笑って、芋いも虫むしのようにごろごろ転がる。


    　ハルハはすっかりホテルの豪華さに慣れたようだ。順応性の高さはまさにお子さま。鷹兎はくすっと笑みをこぼした。


    「ハルハ、ごめんね、もう寝たいから電気消してもいい？」


    「え？　うん、いいよ！」ハルハは薄手の掛け布団をめくると、素早く中へもぐり込む。「シーツもすべすべ、気持ちいい～」


    　二台のベッドの間にはサイドボードがあった。鷹兎はカーテンが閉まっているのを確認してから、サイドボードの上の照明用リモコンを手に取る。先ほどジェーンから教わったとおりにダイヤルを回すと、それに合わせて部屋がすーっと暗くなっていった。完全に暗くしてしまうと、特訓のときに見た真っ黒い海の底を思い出すような気がして、少しだけ明かりを残す。


    　掛け布団をめくり、いつものようにハルハの横に滑り込んだ。


    　エアコンが涼しい空気を送り出しているので、室内は快適温度。二人で同じ布団に入っても全然暑苦しくない。


    （今夜は熟睡できそうだ）


    　それは今の鷹兎にとって、なによりありがたい。


    「それじゃハルハ、おやす──」


    　言いかけたところでハルハが突然がばっと跳ね起き、布団から飛び出した。


    　薄暗がりの中で、呆ぼう然ぜんとするハルハの顔が見える。「え？」「あれ？」と呟つぶやき、困惑しているようだ。


    「……どうしたの、ハルハ？　おトイレ？」


    　鷹兎は布団の中から手を伸ばし、再びリモコンを操作して部屋を明るくする。


    　ハルハの顔は真っ赤だった。呼吸も荒い。


    「ハルハ、大丈夫？　もしかして具合悪いの？」


    　心配になって鷹兎も起き上がった。熱でもあるのではと、彼女の額ひたいに手を乗せる。


    　するとハルハはびくっと震ふるえて、逃げるように体を引いた。まるで鷹兎を拒絶したみたいだ。こんなことは初めてである。


    「ハ……ハルハ？」


    　ハルハは苦しそうに胸を押さえた。そして、ぼそっと呟く。「……わかんない」


    「え？」


    「わかんないけど、なんだか胸が苦しいの」


    　熱っぽくうるんだ眼まな差ざしで、ハルハは助けを求めるように見つめてくる。


    「タカト……ハルハどうしちゃったのかな……」


    　鷹たか兎とは慌あわててジェーンの部屋に向かった。


    



    　ジェーンがハルハの様子を見ている間、鷹兎は部屋の外で待たされる。


    　しばらくしてドアが開き、ジェーンが出てきた。彼女は鷹兎を安心させるように優しく微笑ほほえむ。「特に異常はないようデス」


    「異常なしって……。でも顔が真っ赤でしたし、なんだか熱もあるみたいでしたよ。ほんとに大丈夫なんでしょうか？」


    「鷹兎さん」


    「はい？」


    「あなた、ハルハさんと同じベッドに入ろうとしマシタね？」


    「え？　い、いや、それは……！」予想外のことを問われ、鷹兎はうろたえる。「だってハルハは……その、同じ布ふ団とんじゃないと嫌いやだって……」


    「今日もそう言いマシタか？　〝一緒のベッドで寝よう〟と」


    「……いいえ、今日は言っていませんでした。で、でもッ……！」


    「しー、落ち着いてくだサイ」


    　思わず声を荒らげそうになる鷹兎を、ジェーンは人差し指を口元に当てて制した。そしてサングラスを外し、にこりと微笑む。


    「別にあなたを責めているわけではありマセン。ただハルハさんだって、いつまでも子供ではないということデス」


    「え……ど、どういうことですか……？」


    「ハルハさんはこういう旅行、初めてデスよね。いろいろ経験して、ちょっとだけ大人になったのかもしれマセンよ？」


    　鷹兎はきょとんとジェーンを見つめた。「今日一日で、ですか？」


    「子供の成長はあっという間デスよ。女の子はある日突然〝パパと一緒にお風呂に入りたくない〟と言うものデス。ショックかもしれませんが、温かい目で見守ってあげてくだサイ」


    「ま、待ってください！　お風呂に一緒に入ったことはないです！」


    「オー、単なるたとえ話デス。そうムキにならずに」


    　どうどうとなだめられるが、鷹兎は動揺しきっていた。ずばりショックだ。


    （あの甘えん坊のハルハが……汗だくの熱帯夜でも一緒の布団がいいって言ったのに……もう僕と一緒に寝たくないって……？）


    　なんだか寂しい気持ちになり、がっくりと肩を落とす。


    　その肩に、ジェーンがそっと手を置いた。


    「すみマセン、誤解されてるかもしれマセンが、ハルハさんが私に〝タカトと一緒は嫌いや〟と言ったわけではないのデス。あくまで私の推測デスから、そう気を落とさずに。……仮に私の言ったとおりだったとしても、別に鷹たか兎とさんが嫌われたわけではありマセンから、心配しないでくだサイ。ちょっと照れくさいだけで、ハルハさんは今でも鷹兎さんのことが大好きだと思いマスよ？」


    「そうでしょうか……？」


    「ええ。昔、少女だった私が言うんだから間違いありマセン。……おっと、そんなに大昔ではありマセンからね」ジェーンはニッと笑みを浮かべ、サングラスをかけ直す。「ただ、ハルハさんは少し疲れているみたいデスね。一日海で遊んだのだから当然デスが。今夜はちゃんと鷹兎さんの影に入れて、しっかり休養させてくだサイ」


    　影かげ子こは長時間影から出ていると、それだけで体力を消しよう耗もうする。一日六時間ほど、主あるじである影子使いの影の中で睡眠を取らせる必要があるのだ。さもないと徐々に衰すい弱じやくし、最後には命を落としてしまうという。


    「それから鷹兎さん自身もお疲れのようデスね」ジェーンは浴衣ゆかたの胸元をもぞもぞとまさぐり、見覚えのある小こ瓶びんを取り出して鷹兎に渡した。「寝る前にこれを飲んでくだサイ」


    「これ……今朝いただいた栄養ドリンクですよね？　寝る前に飲んだら、眠れなくなっちゃいませんか？」


    「ノープロブレム。今お渡ししたのはカフェインが入っていないタイプのものデス。寝てる間にＨＰヒツトポイントが回復し、明日の朝、気持ちよく起きられマスよ」


    　そしてジェーンは、自分の部屋に戻っていった。


    　鷹兎も自分の部屋に入る。ベッドルームに向かうと、ハルハがベッドの端に腰かけていた。


    「ハルハ、今夜は影の中で寝なさいって、ジェーンさんが」


    「……うん」


    　ハルハはベッドから降りると、元気なさそうにとぼとぼ歩いて、鷹兎のそばに寄ってくる。


    　鷹兎の影の上に立つと、上うわ目め遣づかいで見つめてきた。


    「タカト……あのね、ハルハ、タカトのこと嫌いになったんじゃないよ」


    　ハルハは鷹兎の浴衣の袖そでをぎゅっとつかむ。


    「でも、さっきタカトがお布団に入ってきたら、なんだかとっても胸がドキドキしてきて、苦しくって……。ジェーンはハルハが〝少し大人になったのかも〟って言ったんだけど、そうなのかな……？」


    「え……うーん……」鷹兎は一瞬言葉に詰まった。「ごめん、僕にもわからないよ」


    「そう……」ハルハは寂しそうな顔をしてうつむく。


    　しばし沈黙が続いた。


    　やがてハルハが口を開く。


    「大人になるって苦しいの？」


    　袖そでをつかむハルハの手に、ぐっと力がこもったのを感じた。


    「ハルハ、大人になるの嫌いや……」


    　半分閉じられた彼女の目が、うっすらと涙で滲にじんでいた。


    　なにか言ってあげなければ、と鷹たか兎とは思う。かけるべき言葉を必死に探した。


    「ハルハ、あのね……その……ハルハは、自分の心が急に変化したから、ちょっと戸と惑まどっているだけだと思うんだ。きっとそのうちに慣れるよ」


    「ほんと？」ハルハが顔を上げる。「ドキドキしなくなる？」


    「そ、それはわからないけど……でも、ドキドキするってそんなに悪いことじゃないと思うよ。だってハルハ、遊園地の乗り物とか好きでしょ？　あれ、ドキドキするでしょ？」


    「あ……」


    　ハルハは瞳を真ん丸に開いた。目から鱗うろこがポロリと落ちたような顔だ。


    「そういえば……そうだね、うん、ドキドキするけど嫌じゃない……」


    　ハルハの顔がぱーっと明るくなる。


    「ねぇタカト、やっぱり一緒に寝てもいい？」
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    　いつものハルハに戻っていた。鷹たか兎とは苦笑して、かぶりを振った。


    「ダメだよ、さっきも言ったけど、今夜は影の中で寝なくちゃ」


    「えー、やーん」


    「ダメダメ、明日も海で遊ぶんでしょ？　だったら影の中で寝て、ちゃんと体を休めないと」


    「あぅ……はーい」


    　ハルハは渋々と返事をし、影の中に入っていく。が、途中で止まり、鷹兎に尋たずねてきた。


    「タカト、明日もどっか行っちゃうの？」


    「え？　ああ……」


    　今日はジェーンの〝特訓〟に連れていかれてしまった。そのことを言っているのだろう。


    「いや、明日は多分、行かないと思うよ」


    　また連れていかれそうになったら、さすがに断ろうと思った。


    「そうなんだ、よかった」ハルハは嬉うれしそうに笑う。「じゃあ明日は一緒に遊べるね。ハルハね、とっても泳ぎが上じよう手ずになったんだよ」


    「今日一日で？　すごいね、それはぜひ見せてもらいたいな」


    　そして鷹兎は、ハルハの頭を優しく撫なでてあげた。いい子いい子。


    「くふふっ」ハルハはきゅっとまぶたを閉じ、首をすくめる。


    　そしてまた、彼女は影の中に沈みだした。体の半分が影の中に呑のみ込まれた状態で、ハルハは鷹兎を見上げる。「……タカト、どうしよう？」


    「え……なにが？」


    「ハルハ、明日が楽しみで眠れないかも」


    　くふふふふっ、という笑い声を残し、影の中に消えた。
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    　その後、鷹兎もベッドに入ったが、いつまで経っても眠れなかった。


    　右に左に、いったい何回寝返りを打っただろう。


    （さっき飲んだ栄養ドリンク……まさかジェーンさんが間違えて、カフェイン入りのをもらっちゃったなんてことはないよね。……あっ）


    　眠れない理由をもう一つ思いついた。この違和感だ。


    　隣にハルハがいない。


    （ハルハと一緒に寝ることが、僕にとってこんなにも当たり前のことになっていたんだな）


    　寝苦しい熱帯夜が続き、夏の間はハルハと別々に寝たほうがいいかな……？　などと思ったこともあったが、こうして一人で寝ていると、なんとも言えない喪そう失しつ感に襲おそわれた。


    （いったいハルハはどうしちゃったんだろう……？）


    　ジェーンは、ハルハが〝少し大人になったのかも〟と言った。


    　それは、今までにない羞しゆう恥ち心しんがハルハの中で芽め生ばえたということだろうか？


    （じゃあこれからは、暑いからって下着姿で家中うろうろされないですむのかな）


    　ははは……と力なく笑い、ため息をこぼす。


    　下着姿が見られなくなって残念というわけではない。ただ、なんだか寂しい。


    　エアコンから冷気の流れる音すら聞こえそうな静けさが、寂せき寥りよう感をさらに募つのらせた。


    「……ダメだ。こんな気分じゃ、いつまで経っても寝られない」


    　一声発し、ベッドから飛び出す。どうせ眠れないならゲームでもしようと思った。ジェーンと同じ携帯ゲーム機を鷹たか兎とも持ってきている。荷物バッグを置いたリビングルームに向かう。


    「……わぁ……！」


    　鷹兎は思わず声を上げた。リビングルームのガラス戸の外に、満天の星が広がっていた。


    「なんで今まで気づかなかったんだろ。部屋の電気がついていたからかな」


    　ガラス戸を開けてバルコニーに出る。一面に金きん粉ぷんを散らしたような夜空を見上げると、ため息が漏もれた。こんなにいっぱいの星、見たことない。これじゃ星座を探すのも大変だ。


    　ハルハにも見せてあげたいと思い、部屋に戻って明かりをつけると、影に向かって囁ささやく。「ハルハ、まだ起きてる？　お空がすごいことになってるよ」


    　しかし返事はなかった。もう寝てしまったのだろう。


    「残念。明日の夜には絶対見せてあげなきゃな……ん？」


    　バルコニーのウッドチェアに腰かけながら、心ゆくまで星空を眺めようとしたときだった。下の方でなにかが見えた。


    　ホテル敷地内の道路で、米粒みたいな小さな人影が水銀灯に照らされている。人影は、海に続く正門へと向かっていた。


    「あれは……伽か夜よ先輩？」


    　こんな時間にどうしたんだろう？　好奇心がふつふつと湧き上がる。


    　憧あこがれの人が夜中に出かけていった。どこに行くつもりなのか、気にならないわけがない。


    　鷹兎はホテルの半はん纏てんをひっかけると、部屋を出て、エレベーターに飛び込む。


    



    　エントランスホールを抜けて、勢いよく坂道を駆け下り、正門をくぐった。堤てい防ぼう道路に出ると、すぐに伽夜の後ろ姿を見つける。


    　鷹兎が歩み寄ると、足音に気づいてびくっと伽夜が振り返った。「むッ……な、なんだ、鷹兎か。どうしてここに？」


    　鷹兎ははぁはぁと肩で息をしながら答える。


    「そ、その……伽夜先輩がホテルから出ていくのが見えたから……」


    「最上階から？　ほう、その距離でよく私だとわかったな。それで追いかけてきたのか」


    「あ……は、はい」


    「……どうして？」


    「え？　ど、どうしてって……」


    　伽か夜よはじっと鷹たか兎とを見ていた。


    　落ち着きかけていた心臓が再び騒ぎだす。伽夜先輩のことだから気になったんです──と正直には言えなかった。鷹兎は目を泳がせながら、しどろもどろに呟つぶやく。


    「それは、えーと……こ、こんな時間に女性が一人じゃ危ないと思って……」


    「…………」


    　伽夜の目が一瞬点になった。


    　だがすぐににこっと微笑ほほえんだ。


    「……そうか。ありがとう、鷹兎」


    　伽夜はとても嬉うれしそうだ。


    　その笑顔があまりにもまぶしくて、鷹兎は思わず顔をそらし、視線を空に向ける。瞬またたく星々を眺めて心を静めようとした。


    「ほ……星……綺き麗れいですね」


    「ん？　ああ、本当だな」伽夜も空を仰ぎ、しみじみと呟く。「本当に綺麗だ」


    「……か、伽夜先輩はどうしてここに？」


    「私か？　うむ、気が高ぶって、どうにも眠れなくてな。ちょっと夜風にでも当たろうと思って来たのだ」


    「え？　伽夜先輩がですか？」


    「ム、なにかおかしいか？」


    「いえ、その……」鷹兎はくすっと笑った。「ついさっき、ハルハも同じようなことを言っていたので。〝明日が楽しみで眠れないかも〟って」


    　まるで遠足が楽しみで寝られない子供みたいですねと、つい言ってしまう。


    「なッ……」伽夜の顔が赤くなった。「わ、私は別に……ッ！」


    「あ……そ、そうですよね！　すみません！」


    　鷹兎は慌あわてて謝あやまる。ちょっと調子に乗りすぎてしまったようだ。


    　伽夜は恥ずかしいような怒っているような顔をして、鷹兎をジロッと睨にらむ。


    　だが、その表情はやがて自じ嘲ちようするような苦にが笑わらいへと変わった。


    「……いや、そうだな。半分は君の言うとおりだ」


    　ふぅ、とため息を漏もらし、海を見て呟く。「私はな、旅行など無意味だと思っていた」


    「え？」


    「昔の私は、お父さまに褒ほめていただきたくて一生懸けん命めいだった。だから〝旅行をして遊んでいる暇ひまがあったら、立派な影かげ子こ使いになるための勉強をします〟と言って、小学校や中学校の修学旅行すら行かなかった」


    　結局褒ほめてはもらえなかったがな、と言う彼女の横顔はとても寂しそうだった。


    「つまり今回の研修が私にとって初めての旅行なんだ。ホテルに泊まって、海で遊んで、みんなで美お味いしい料理を食べる──それがこんなに楽しいなんて予想外だったよ。今の私は、旅行が無意味だとはもう思えない」


    　伽か夜よは夜空を見上げる。瞳の中に幾いく多たの星が映り込み、きらきらと輝いた。


    「だからさっきから考えているのだ。〝ではいったい旅行にどんな意味があるのだろう？〟とな。しかし未いまだに答えが見つからない」


    　ベッドで悶もん々もんと悩み、いつまで経っても寝られないので、気分転換に外へ出たという。


    「もしかしたら……やはり旅行に意味はないのかもしれない。〝人生に意味はない〟と言う人もいるからな。それも一つの考え方だろう。だが今の私には、その答えはとても寂しく感じられるのだ」


    　そして伽夜は、悲しげに眉をひそめ、唇くちびるを真ま一いち文もん字じに結ぶ。


    「伽夜先輩……」鷹たか兎とはただ呼びかけた。しかしその先の言葉が出ない。


    （旅行する意味？　そんなの考えたことなかった……）


    　真っ黒な海を呆ぼう然ぜんと眺めながら、思考の渦うずに呑のみ込まれた。


    　しばらくして、伽夜は少しの間まぶたを閉じる。それから鷹兎ににこっと微笑ほほえみかけた。


    「すまない。つまらない話を聞かせてしまったな。さて、もうそろそろ戻ろうか」


    　伽夜はきびすを返すと、ホテルに向かってすたすたと歩きだす。後ろ姿がなんだか切ない。


    「か……伽夜先輩！」


    　呼び止めずにはいられなかった。


    　伽夜は足を止め、ゆっくりと振り返る。「……ん？」


    　目が問うてきた。答えを教えてくれるのかと。


    「あ……」


    　鷹兎は必死に考える。


    「あの……」


    　やっと出てきた言葉がこれだった。


    「旅行をすると……楽しい思い出が出来ます」


    　自分でもなにを言っているんだろうと思いつつ、心にまかせて話し続ける。


    「楽しい思い出があれば、つらいときにも頑張れると思うんです。仮に夜や獣じゆうと戦ってピンチになっても、〝死んだらあの楽しさはもう味わえない〟〝だったら死んでたまるか、負けるもんか〟って気になれるんじゃないでしょうか。だから……」ごくっとつばを飲み込む。「だから、旅行には意味があると思います」


    　我われながらなんてひねりのない理屈だろうと思った。だがこれ以外なにも思いつかない。


    「………………」


    　伽か夜よは無表情だった。


    　二、三度、ぱちぱちとまばたきをして、じっと鷹たか兎とを見つめる。


    　今すぐ走って逃げ出したくなった。


    　ぼそりと、彼女は言った。


    「なるほど、確かにそうかもしれないな」


    「え……？」


    　ふむ、と呟つぶやき、彼女は何度も頷うなずく。「一理ある。いや、一理どころか真理かもしれない」


    　伽夜の瞳に、輝きが蘇よみがえった。


    　力強い歩みで戻ってくると、鷹兎の右手を勢いよくつかむ。ぶんぶんとシェークハンド。「鷹兎、君は素晴らしい見識の持ち主だ！」


    「ええっ!?　い、いやぁ、そんな……」


    　そこまで持ち上げられるとさすがに恥ずかしくなる。そして伽夜の手はとても熱かった。その手で力いっぱい握られた。まるで手のひらを情熱的に抱き締められているような気がして、ふにゃふにゃに蕩とろけそうになる。頭の中が薔ば薇ら色に染まった。


    　伽夜は夢中で鷹兎の手を振り続けるが、やがてはっとした顔になり、慌あわてて手を放す。


    「あ……す、すまん。感極まって、つい我われを忘れてしまった」


    　顔を真っ赤にし、ばつが悪そうにうつむく伽夜。


    　手を組み、指先をもじもじさせながら、せわしなく瞳を泳がせる。


    　上うわ目め遣づかいでちらっと鷹兎を見た。


    　目が合うと、『……えへ』とばかりにはにかんだ。


    　ざっばぁ──ん。海が轟とどろく。


    （か……伽夜先輩が……可愛かわいいッ！）


    　普段のきりっとした表情からは想像もできない、彼女の意外な一面。それを目まの当たりにして、鷹兎の興奮はいや増した。


    　今すぐ抱き締めたい！　ぎゅってしたい！


    　男の子の衝動に駆られ、二本の腕がうずうずと動きだす。


    　そんな鷹兎の様子にまるで気づいていない感じで、伽夜はきょろきょろと辺りを見回した。


    「人の気配は……ないな」


    「……はい？」


    「なぁ鷹兎、今からちょっとくらい大きな声を出しても……大丈夫かな？」


    　伽夜はかすかに潤うるんだ瞳で、熱い視線を送ってくる。


    「……え？　ちょ、伽夜先輩……？」


    　彼女がなにを言っているのか、すぐにはわからなかった。大きな声……大きな声ってなんの声だろう？　なにか大きな声が出るようなことをする気なのか？　抱き締めたいとか思っていた僕の想像を遥はるかに超えちゃっている？　鷹たか兎との心しん拍ぱく数はさらに急上昇し、額ひたいから緊張の汗が噴き出す。


    　そして鷹兎はついに動いた。抱き締めるというより、彼女の胸に飛び込んで抱きつこうとする。が、伽か夜よは鷹兎の横をするりとすり抜け、海に向かって仁に王おう立だちした。鷹兎の腕はむなしく宙を抱き寄せる。あれ？


    「……せ、先輩……？」


    　振り返らずに伽夜はすーっと息を吸い込んだ。背筋がぐっと反そる。


    　一瞬の間を置いて、叫んだ。


    



    「私は旅行が大好きだ──────ッ!!」


    



    　ざざぁ──ん。伽夜の魂たましいの叫びに応えるように波が騒いだ。


    　鷹兎は呆ぼう然ぜんとする。


    　海に向かって叫ぶなんて、まるで青春映画のネタだ。


    　でもそんなところが、なんだかとっても伽夜らしいような気がした。ぱんぱんにふくらんでいた妄もう想そうはしぼみ、しばらくすると笑いが込み上げてくる。


    　さっきまでとは違う衝動に突き動かされ、伽夜の隣に走り寄り、大きく息を吸い込んだ。


    



    「僕も好きだ──────ッ!!」


    



    　とても気持ちよかった。


    　こんな大声を出したのは生まれて初めてかもしれない。


    　鷹兎は伽夜を見上げる。


    　伽夜は鷹兎を見下ろしていた。


    　二人は視線を重ね、やがてくすくすと笑い合う。


    「ふふふっ。バカみたいだな、私たち」


    「いいじゃないですか。〝旅の恥はかき捨て〟って言いますし」


    「む、なるほど、今夜の君は本当にうまいことを言う」


    　伽夜はまた笑う。笑いすぎて目に涙がたまっていた。ひとしきり笑ってから深呼吸した。


    「ふぅ……ありがとう、鷹兎。これで気持ちよく寝られるよ」


    　そして伽夜はまた夜空を見上げる。


    　鷹兎もそれに倣ならった。


    　ざざ……ざぁーん……ざざぁ……。


    　波の音が潮しお風かぜに乗って、二人の間をすり抜けていく。


    　このまま夜が明けるまでこうしていたい、と鷹たか兎とは一瞬思った。しかし明日はハルハと一緒に海で遊ぶ約束をしている。寝不足は事故の元だ。でももうちょっと、あとちょっとだけ、二人きりでこの綺き麗れいな星空を眺めていたい。


    　伽か夜よも、戻ろうとは言わなかった。


    （あ……そうだ）


    　ふと閃ひらめく。


    　もし今、伽夜にプロポーズすれば、もう地獄の特訓を受けなくてもいいではないか。


    　静かな波の音、きらめく星々の天幕、二人だけの夜。


    　カップルストーンにも負けないシチュエーションだ。


    　ごくりと喉のどを鳴らす。


    （でも……やっぱり、いきなりプロポーズは無理だよ）


    　研修が終わるまでまだ時間はある。まずは告白だけ決めて、プロポーズへのワンクッションにすればいいではないか。そうだ、それがいい。


    　こんな事態にならなくても、いつかは伽夜に告白しようと思っていた。


    　初めて出会った日にも、鷹兎は彼女に告白した。しかし思わぬ勘違いをされ、そのままうやむやになり、今に至る。


    （今度こそ、はっきりと言わなきゃ。こんなチャンス、二度とないかも……）


    　よし、告白するぞ！　と自分に言い聞かせる。


    　せーので言うぞ。


    　せーの。


    



    「二人とも、こんな夜中になにをしているのですか？」


    



    　いつの間にか後ろに御み月つきが立っていた。


    「みみ、御月さんッ？」「御月、ど、どうしてここにっ!?」


    「──質問を質問で返したらダメなのです」


    　御月の目は、暗くら闇やみにひそむ猫のようにらんらんと光っている。静かだが妙に迫力のある口調で、もう一度繰り返した。「なにをしていたのですか？　鷹兎さん」


    「え……な、なにをと言われましても……」


    　告白しようとしていましたとは、とても言えない。


    「わ、私たちは別に──今夜の星空があまりに綺麗だったから、ちょっと眺めていただけだ。そうだな、鷹兎？」目配せで同意を求めてくる伽夜。鷹兎はこくこくと頷うなずいた。


    「そ、そうです！　伽夜先輩の言うとおりです！」


    「星……ですか」御み月つきは天を仰ぐ。


    　うっとりと目を細めた。


    「確かに、とても美しい夜空なのです」


    「で、ですよねー」


    　御月の声から妙な迫力が消え、鷹たか兎とはほっとする。だが千せん載ざい一いち遇ぐうの告白チャンスはふいになってしまったのだ。その事実に、がっくりとうなだれる。


    　伽か夜よがため息をついて言った。「さて、あまり夜よ更ふかしをすると明日に差しつかえる。私はそろそろ戻ることにするよ。鷹兎はどうする？」


    「あ、はい、僕ももう戻ります。御月さんは？」


    　御月は一瞬、恨うらめしそうな眼まな差ざしで鷹兎を見た。


    「……独りぼっちで夜空を見てても寂しいのです。私も戻ります」


    「あ……そ、そうですね……すみません」


    　鷹兎はぺこぺこと頭を下げる。どうも御月は先ほどから機き嫌げんがよくないようだ。


    （仲間外れにされたと思っているのかな。そんなつもりじゃないんだけど……）


    　ホテルに向かって歩きだす伽夜を見て、鷹兎もあとに続く。


    　正門を抜け、彼女の背中を見ながら敷地内の坂道を黙々と登った。


    　沈黙が気まずい。


    　と、御月が鷹兎の横に駆け寄ってきた。


    　するりと腕を絡からませてくる。


    「えッ？　み、御月さ──」


    　はっとした鷹兎は、慌あわてて言葉を呑のみ込み、坂道を見上げた。伽夜は気づいていないらしく、振り返る気配はない。


    「夜風が身に染しみるのです」


    　ぶるるっと肩をすくめて、御月は鷹兎の腕にしがみついた。そういえば彼女は半はん纏てんを羽織っていない。胸元の大きなふくらみが、鷹兎の二の腕に押しつけられた。ぎゅむっ。


    （う……や、柔らかい。けど弾力もすごい……）


    　一瞬我われを忘れそうになるが、前を歩く伽夜のことを思い出し、さっと血の気が引く。


    （こんな姿……伽夜先輩に見られたら告白どころじゃなくなっちゃう！）


    　鷹兎は顔を引きつらせながら御月に囁ささやいた。「じゃ、じゃあ、僕の半纏、お貸しします」


    　だが御月はふるふるとかぶりを振る。


    「このほうがあったかいのです」


    　ぎゅー。鷹兎に絡みつく腕に、ますます力がこもった。


    　鷹兎の鼻をかすかな匂いがくすぐる。


    　シャンプー？　石せつ鹼けん？　それとも御月そのものの匂いだろうか。


    　鷹たか兎とはドキドキした。


    　二重の意味で。


    　今にも伽か夜よが振り返るかもしれないのだ。


    　次のチャンスにこそ告白しなければいけないのに、ほかの女の子と腕を絡からませている姿なんて絶対に見せられない。


    「御み月つきさん、あの、申し訳ないですけど、もう少し離れてもらえないでしょうか。あ、歩きづらいので……」


    　しばらく返事はなかった。


    　が、やがて御月は前を向いたまま呟つぶやく。「鷹兎さん」


    「は、はい」


    「今度は私も誘ってくださいね？」


    「え……いや、そもそも僕は伽夜先輩を誘ったわけではなく……」


    「ね？」


    　ぎゅー。御月は鷹兎の言い分に耳を貸さず、さらに身を寄せてきた。


    「わ、わかりました。次のときには御月さんも誘います。だから──」


    



    　そのとき、伽夜がくるっと振り返る。
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    「そういえば鷹たか兎と、ハルハはどうした？」


    「え……ハ、ハルハですか？　ハルハは影の中で寝ていますよ。アハハハハ」


    　ぎりぎりのタイミングで、御み月つきは鷹兎の体から離れていた。


    「ム？」伽か夜よは怪け訝げんそうな顔で鷹兎を見つめる。鷹兎の心臓がどくっと震ふるえた。


    　伽夜は言った。


    「ハルハが夜に影の中で寝ているなんて珍しいじゃないか。まぁ、昼間はずっと海で遊んでいたのだから、それが正しいだろう」


    　うむ、と頷うなずいてから、前を向く。


    　どうやら御月に抱きつかれていたところは見られなかったようだ。


    （し……心臓が止まるかと思った）


    　全身から力が抜けて、鷹兎はくたくたとその場に崩れ落ちる。


    



    　ちょうどその頃──。


    　同県のとある海岸にて。


    　砂浜にぽつんと一組、若い男女がいた。


    　寄り添うように座り、星を眺めて三十分。「綺き麗れいね」「うん」視線だけでお互いの気持ちを確かめ、そっと唇を重ね合わせる。


    　と、女性は糸が切れたマリオネットみたいに、どさっと砂浜に倒れた。


    　文字どおり魂たましいが抜けたような顔で。
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    　翌日、午前八時過ぎ。


    　鷹兎はハルハと一緒にジェーンの部屋に向かっていた。


    　起きてからもう二十分ほど経っているのに、まだ頭がすっきりしない。冷たい水で顔を洗ったが、まるで効果はなかった。おまけに体もだるい。寝不足で、昨日の疲れが残っているのだろうか？　どうもそれだけではないような気がした。


    （昨日の夜に飲んだ栄養ドリンクは効き目が薄かったのかな……。それとも夏バテ？）


    　そういえば、ここのところずっと寝起きはよくない。


    　ジェーンの部屋には、すでに伽夜、御月、ヘカーテも集まっていた。


    　このホテルには立派なレストランがあり、昨日の夕食はそこで食べたのだが、全館貸し切りでほかの宿泊客がいないため、まるで閉店間ま際ぎわに最後まで残っている客のような気分になった。それで今朝の食事はジェーンの部屋で取ることにしたのだ。


    「皆さん、食べながらでいいので聞いてくだサイ」


    　ジェーンが一同を見回してから言う。「先ほど、近きん畿き支部より連絡が入ったのデスが、隣町の海水浴場で、夜や獣じゆうの被害と思われる事件が発生しマシタ」


    「え……っ？」


    　食べながらでいいと言われていたが、鷹たか兎との食事の手は止まってしまった。ほかのみんなもだ。ただしハルハだけは、クラブハウスサンドをはむはむと頰ほお張ばっている。


    「今朝、魂たましいを抜かれた若い女性が海岸で発見されたそうデス」ジェーンは言った。「ちなみにその隣町のさらに隣町でも、同じく若い女性の被害者が発見されていマシタ。おととい──つまり二日前のことデス」


    　さらに三日前には、隣の隣の隣町で、被害者が出ていたという。


    　床でキャットフードを食べていたヘカーテが、御み月つきの膝ひざの上に跳び乗る。「それって夜獣が移動しながら人を襲っているってこと？　じゃあ次は──」


    「この町の海岸に現れる可能性が高いデショウ。ただ、複数の夜獣が出現した可能性もあるので、〝夜獣が移動している〟と断定はできマセンが」


    　どっちにしても近隣で夜獣が人を襲おそっていることには変わりない。


    「被害者は全員若い女性デス。皆、海を目当てにやってきた旅行客デスね。どの被害者も、人ひと気けのない海辺で倒れているところを発見されていマス。旅の同行者の話によると、〝男と会う約束がある〟と言って夜になってから出かけていったそうデスね」


    　どうやら海で遊んでいるときに男にナンパされたらしい。そこで〝今晩会おうよ〟という約束を交わしたようだ。被害者は日が暮れてから出かけていって、そして次の日に魂を抜かれた状態で発見されている。被害者三人に共通する経けい緯い。


    「そのナンパ男が怪しくないですか？」鷹兎は言った。しかしすぐに、あれ？　と首をかしげる。「被害者は昼間にナンパされているんですよね。夜獣は太陽の光を嫌うから、昼間に海でナンパなんかできるわけないし……？」


    　伽か夜よは考え込むように顎あごの先に手を当てた。「うーむ、もしかしたら人間の男をなんらかの方法で操あやつっているのかもしれないな」


    　手段はわからないが、被害者は昼間にナンパされることで事件に巻き込まれているようだ。


    「夜獣はすでにこの町に潜入しているかもしれマセン。ということで近畿支部からの正式な要よう請せいにより、皆さんには海岸周辺をパトロールしていただくことになりマシタ。夜獣が隠れていそうな場所を捜さがして確認してくだサイ。よろしくお願いしマス」


    　ジェーンは微笑ほほえみながらぺこりと頭を下げる。


    　隣に座るハルハが、きょとんとした顔で鷹兎の袖そでを引っ張ってきた。


    「ねぇ、パトロールって、いつ終わるの？」


    　鷹兎の代わりにジェーンが答える。「午前中いっぱいは見回りに充あててもらいマス。その後、昼食を食べて一休みしたら、夜のパトロールのために睡眠を取ってくだサイ。とりあえずしばらくはそのようなスケジュールでお願いしマス」


    「え～、そんなぁ」


    　ハルハは唇くちびるをとがらして不満を表わした。「それじゃほとんど海で遊べないよぉ」


    「諦あきらめろ、ハルハ。これは任務だ」伽か夜よが少し冷たい声で言う。「私たちは影かげ子こ使い、夜や獣じゆうを退治するのが最優先。レジャーはおしまいだ」


    　そして彼女は寂しそうな顔をし、小さな声で「……残念だがな」とつけ加えた。


    「そんなの嫌いやぁ！　ねぇタカト、約束したよね？　今日は一緒に海で遊ぶって」


    「う、うん……だけど……」


    　昼食を食べたあと、一休みする時間があるらしいが、しかし夜獣が近くに来て人を襲おそっているというのに、海で遊ぶ気分にはなれないだろう。


    「ハルハ、わがままを言って鷹たか兎とを困らせるんじゃない」伽夜はハルハを睨にらんだ。「鷹兎だって、破りたくて約束を破るわけじゃないんだ。しょうがないだろう」


    「うぅ……だってだって……せっかく泳げるようになったのに……」


    　今にも泣きだしそうな顔でハルハはうつむく。


    　きっとハルハは、泳げるようになったところを見せて、褒ほめてもらいたいのだ。「すごいね、ハルハ」と。あるいは、そうしてほしくて一生懸けん命めい頑張ったのかもしれない。


    「……ごめんね、ハルハ」


    　鷹兎はハルハの頭に手を乗せて、そっと撫なでた。


    「任務が終わったら……ね？　夜獣を退治して任務が終わったら、そしたら必ずハルハと一緒に海で遊ぶよ。僕はそんなに泳げないけどさ。それで許して……？」


    　ハルハはゆっくりと顔を上げて、鷹兎を見た。「……ほんとに……？」


    「うん」鷹兎は力いっぱい首を縦たてに振る。「たとえ夏休みが終わっていても、学校サボってハルハと海で遊ぶよ。約束する」


    　本気でそう思った。この約束は絶対に守ると。


    　伽夜がふっと苦笑した。遊び目的で学校をサボるなどと堂々と宣言して、普段の彼女なら黙っていなかっただろう。だが、なにも言わなかった。


    　ハルハはこくんと頷うなずく。「うん……わかった」


    　うるんだ目元を手の甲こうでぬぐい、ふんっと鼻息を鳴らす。「じゃあハルハ頑張る。頑張って夜獣やっつけるよ」


    「オー、ハルハさん、その意気デス！　とっても偉えらいデスよ～」


    　ジェーンが椅い子すから立ち上がり、ハルハのそばまで行って、後ろからぎゅーっと抱き締めた。ハルハは恥ずかしそうに、くふふっ、と笑う。


    　ほっとして鷹兎も笑みをこぼした。伽夜も微笑ほほえむ。


    　御み月つきはいつもどおりの無表情。だが鷹兎と目が合うと、なにか言いたげに見つめてきた。


    　じーっ。


    「え……な、なんでしょうか？」


    「……鷹たか兎とさん、今の約束、必ず守ってあげてくださいね」


    　よく見ると、いつもどおりと思っていた無表情の中にかすかな真剣さがこもっていた。
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    　朝食を食べ終わった一同は早速行動を開始する。


    　鷹兎とハルハ、伽か夜よと御月、ジェーンの三チームに分かれて海岸沿いを探索し、夜や獣じゆうがひそんでいそうな場所をチェックすることになった。


    「なにかあったらすぐに私に連絡をくだサイ。なにもなくても三十分ごとに連絡を入れること。いいデスね？」


    　鷹兎たちは一時間ほど歩き、岸がん壁ぺきの下にぽっかり空いていた洞どう窟くつを覗のぞいてみたり、途中で発見した神社の社やしろを調べたりした。コウモリや脚がいっぱいある気持ち悪い虫を見つけただけで夜獣はいなかった。


    　炎天下のなか、自動販売機で買った炭酸飲料をごくごく飲んでいると、急に催もよおしてくる。近くにコンビニはなかったが、ちょうど海かい浜ひん公園を見つけ、鷹兎は公衆トイレに駆け込んだ。


    「……しまった、またジェーンさんに電話しなきゃ」


    　用を足し、人心地がついたところで定時連絡のことを思い出す。一度目の連絡からもう三十分以上過ぎていた。すぐに電話しないと、と思いながらトイレを出る。


    　公園の端、海が望める場所にある大きな記き念ねん碑ひの横でハルハは待っていた。


    （あれ、なんだあの人たちは……？）


    　数人の男たちがハルハを取り囲み、なにやら話しかけている。ハルハは嬉うれしそうに笑っていた。どうも道を尋たずねられたという感じではない。鷹兎は急いで駆け寄った。


    「あ、タカト！　あのね、この人たちがソフトクリームご馳ち走そうしてくれるって」


    　男たちも鷹兎に気づく。と、「なんだよ、男いたのか」ハルハに話しかけていた茶髪の男が、あからさまに不ふ機き嫌げんそうな顔をした。明らかにナンパ目的だったのだろう。


    「す……すみません」鷹兎は男たちに頭を下げて、ハルハに手を伸ばす。「お待たせ、さぁ行こう、ハルハ。ソフトクリームは僕が買ってあげるから」


    「ひゃん！」


    　手を握った瞬間、ハルハは変な声を上げて、びくっと跳び上がった。


    「ど、どうしたの？」


    　鷹兎はびっくりする。ハルハは顔を真っ赤にし、上うわ目め遣づかいでぼそぼそと呟つぶやいた。


    「……急に握っちゃ、やん」


    「え？　……あ、ご、ごめんっ」


    　昨夜のハルハは、一緒のベッドで寝るのを恥ずかしがっていたが、どうやら手を握るだけでもダメのようだ。鷹たか兎とはハルハの反応にドキドキしながら慌あわてて手を離す。


    「おーおー、初うい々ういしいねぇ」一番体が大きい、顎あご髭ひげを生やした男が、下げ卑びた笑みを浮かべて言った。「まぁいいさ、そこの彼氏にもおごってやるからよ、あの車乗りな」


    　指差す先に、鷹兎たちが乗ってきたようなワンボックスカーがある。ただ運転席より後ろの窓ガラスにはすべてスモークフィルムが貼られており、内部がまったく見えないようになっていた。鷹兎は嫌いやな予感に見舞われる。


    「あの……すみません、僕たち用事があるので失礼します。……さ、ハルハ」


    　もう一度頭を下げて、ハルハを促した。その途端、ニヤニヤしていた顎髭男の顔が一変する。「待てよ、オイ！」


    　ドスの利きいた声を叩たたきつけられて、鷹兎は凍りついた。


    　顎髭男はずいっと迫り、上から睨にらみつけてくる。「俺らはさぁ、ソフトクリームがすっげー美う味まい海の家を知っているから、おごってやるって言ってるんだぜ。んで、その子は喜んでＯＫしたんだぜ。おまけにお前にもご馳ち走そうしてやるって言ってるんだぜ。いったいなにが問題あるってんだよ、あァ？」


    「……い……いや……ですから、用事が……」


    　鷹兎は膝ひざをカタカタと震ふるわせ、蚊かの鳴くような声で言った。声も震えていた。


    「ハルハ、ソフトクリームいらない……」ハルハもおびえて鷹兎の背中に逃げ込む。鷹兎たちはずりずりと後ずさるが、男たちはすかさず包囲してきた。


    「おいおい、君なに？　ハルハちゃんっつったっけ？　ハルハちゃんさぁ、さっきソフトクリーム食べるって言ったよなァ？　一度言ったことを変えるのって、そーゆーのよくないんじゃねェ？　──なぁ、よくねェよな？」


    「よくないっスよねェ」


    「ああ、約束破る奴って、メチャ許せねー」


    　周りを取り囲む男たちが薄笑いを浮かべて賛同する。そして舐なめるようないやらしい視線を、ハルハのワンピースの胸元に這はい回らせた。


    「いやー、こんな可愛かわいい子、久しぶりじゃん。おい、ヨコチンたちも呼んでやろうぜ。どーせ暇ひましてんだろうからなァ」


    「おっけー」


    　男たちの一人が携帯を取り出す。事態はますます悪化するようだ。


    （どうする……？　間違いなくハルハが酷ひどい目に遭あう。なんとかしなきゃだけど……）


    　たとえばハルハを変へん化げさせて、ソード・ハルハで追い払うとか？


    　ソード・ハルハを振るったら、こいつらを殺してしまうことになるだろう。こいつらは最低の人間だと思う。だが、いきなり殺すことはできない。


    　それでもハルハは守らなければならない。


    　だから鷹たか兎とは覚悟を決めた。


    　後ろで震ふるえているハルハに囁ささやきかける。


    『ハルハ、隠おん形ぎようを使って逃げて』


    『え……』ハルハは驚いた顔をした。『タカトはどうするの？』


    『僕のことはいいから。ジェーンさんに会って事情を説明して。さぁ早く！』


    『……わ、わかった』


    「おーい、なにをこそこそ話してんだ～？」茶髪男がハルハに手を伸ばす。


    　次の瞬間、ハルハは隠形を使った。影かげ子こ使いでない彼らには、ハルハの姿が空気にすっと溶け込むように見えなくなる。


    「あ……れ？」


    　茶髪男の手が空くうをつかんだ。ハルハはしゃがんで、男たちの脚の間からなんとか外に出ようとしていた。


    （隠形でワンピースもちゃんと透すけてる。ジェーンさんの言っていたとおりだ）


    　これなら奴らに気づかれず逃げられるだろう。ほっとした鷹兎に、混乱を隠せない顎あご髭ひげ男が詰め寄る。「オイ！　あの子どこ行ったんだよッ？」


    　ほかの男たちも取り乱していた。「き、消えた!?」「どうなってんだ！　誰か見てねェのかよッ？」「俺、視力は一・五っス！」


    　ハルハがようやく男たちの輪から脱出したのを見届けた鷹兎は、「さ、さぁ……わかりません」と言って、引きつった笑顔を見せる。


    　どすっと、みぞおちに膝ひざを入れられた。


    「ふざけてんじゃねーぞ、テメェ」


    　すごみの利きいた顎髭男の声を聞きながら、鷹兎は地面に崩れ落ちる。激痛で息が止まり、胃いの中のものが逆流するような気持ち悪さに襲おそわれた。涙目になってゲホゲホと咳せき込む。


    　でも、思ったより、


    （たいしたこと……ない）


    　痛いのは間違いない。なのに心のどこかで〝この程度か？〟と思っている自分がいた。


    　クラスメートに嫌われたくない、いじめられたくない。


    　だからかつての鷹兎は〝ノー〟と言えなかった。


    　だが今鷹兎は、クラスメートなんかより遥はるかに恐ろしげな不良たち相手に、「わかりません」と言って〝ノー〟を突きつけている。


    　自分でも信じられない。


    　ハルハを守るため、そう思うだけで不思議な力が湧わき出し、痛みと恐怖を麻ま痺ひさせる。まるで漫画や映画のヒーローにでもなったような気分だ。


    　ハハッと笑いが込み上げる。


    　これがヒーローか。


    　ヒーローって、気持ちいいなぁ。


    「なにをにやついてやがる！」顎あご髭ひげ男が鷹たか兎との脇わき腹ばらを蹴けりつける。つま先が突き刺さり、衝撃が体を駆け抜ける。「うぐッ!?」喉のどの奥から酸っぱいものが迫せり上がってきた。顎髭男の足が鷹兎の頭を踏みつける。地面に顔を押しつけられながら、鷹兎は視界の隅にまだハルハがいるのを見つけた。


    （なにしてるの！　早く逃げ──）


    　ぎょっとする。


    　一瞬、頭を踏まれていることも忘れた。


    　ハルハは、今まで見たことのない顔をしていた。


    　殺意とも呼べそうな凶暴な感情をむき出しにして、亡ぼう霊れいのように顎髭男を睨にらみつけている。


    「……許さない」


    　ぼそっと呟つぶやいた。


    　ハルハは右手を前に出す。その手のひらから植物の双ふた葉ばが出ていた。


    　直後、双葉はすさまじい勢いで伸び、蔓つるへと生長する。自分でももてあますほどの膨ぼう大だいな悪意に身をよじるように、くねりくねりと蠢うごめいた。そして顎あご髭ひげ男の首に狙ねらいをつけると、しゅるっと巻きつく。頭に血が上っている顎髭男はどうやら気づいていない。
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    （ハルハ、なにを……!?）


    　蔓がぽうっと淡い光を帯びた。


    「うっ……？」


    　顎髭男は二、三歩よろけると、腰が抜けたようにべちゃっと地面に座り込む。なにが起こったのかわからないのだろう。驚きよう愕がくに顔を歪ゆがめ、ぶるぶると震ふるえる手を仲間の男たちに伸ばした。「力……入らね……」


    「ちょ、どうしたっスかァッ？」「お、おい、大丈夫かよ!?」男たちが慌あわてふためく。


    　顎髭男の足から解放された鷹たか兎とは、脇腹の痛みに顔をしかめつつ、よろよろと起き上がった。目を見開き、呆ぼう然ぜんとする。


    （ハルハ……いったいどうしちゃったの……!?）


    　よく見ると蔓の中でなにかが光っていた。たくさんの光の粒が、蔓の内部を通ってハルハの手のひらに吸い込まれていく。ハルハは吐き捨てるように言った。


    「……なんて不ま味ずい精気なの。タカトの足元にも及ばないわ。この生ゴミめ」


    　やがて顎髭男の顔は死人のように真っ青になる。息苦しそうにぜぇぜぇと喘あえぎながら、次の瞬間、音を立てて地面に倒れた。


    「助…………け……」殺虫剤をかけられたゴキブリのように、ひくひくと手足を蠢かせる。


    「きゅ……救急車！　救急車呼べ、ヒロ！」


    「う、うっス！」


    　茶髪男は携帯を取り出し、あたふたと番号を押した。ポ、ポ……。が、彼の後ろからぬっと伸びた手に、携帯を取り上げられてしまう。茶髪男は一瞬あんぐりと口を開け、それから猛スピードで振り返った。眼帯をつけた、軍服姿の巨漢が立っていた。


    「歯を食い縛れ」


    　茶髪男も、ほかの仲間たちも、突然現れた謎の大男を見上げ、硬直する。


    　大男は、隠れていないほうの目をギラリと光らせ、すさまじい怒号を発した。


    「歯を食い縛れィィッッッ!!」


    「ヒ、ヒィッ……！」


    　男たちは、びくッ！　と姿勢を正し、言われるがままに歯を食い縛る。眼帯の大男はつかつか歩きながら、流れるような動作で次々と平手を喰らわせていった。乾いた音が爆ばく竹ちくのように鳴り響く。赤く腫はれ上がる頰ほお。だが殴なぐられた男たちは痛がりもせず、直立不動のまま、うつろな眼まな差ざしを宙に向けた。まさしく催さい眠みん術をかけられたように。


    「ラングレンさん……！」


    　鷹兎は驚きの声を上げる。


    　彼は鷹たか兎とをちらりと見て無ぶ愛あい想そうに言った。「定時連絡が入らなかったので捜さがしに来た。ミッション・コンプリート」


    　あぁ、なるほど、と納得する鷹兎。だが、ほっとしたのもつかの間、ジェーンの鋭い声が現状を思い出させる。


    「ハルハさん、それ以上はやめなサイ！　死んでしまいマスよ！」


    　ハルハの手から伸びた蔓つるは、未いまだ顎あご髭ひげ男の首に巻きついていた。光の粒が蔓のチューブを通って、ハルハの体に絶え間なく吸い込まれていく。顎髭男はすでに白目をむいて、ときどき力なく痙けい攣れんした。


    　ハルハはその様子をじっと見下ろしながら、ほとんど聴き取れないような声で呟つぶやく。


    「……ったの……」


    「なんデスって？」


    　聞き返すと、ハルハはカッと目を見開いて、ジェーンを睨にらんだ。


    「蹴けったのよ！」憎しみに満ちた声が叫ぶ。「こいつは！　タカトを！　蹴ったの！」


    　無む邪じや気きそうな、ハルハのぱっちりした瞳が、今は凶暴な獣けもののように吊り上がっていた。


    「それも二度もよ。──いい？　二度も蹴ったの。そのうえ、汚らしい足で鷹兎の顔を踏みつけた！　足で!!　足で!!　顔をッ!!」


    　火を吐くように怒りの言葉をまき散らす。普段のハルハからのあまりの変へん貌ぼうぶりに、ジェーンも鷹兎も声を失った。ハルハは虫けらを見るような目を顎髭男に向け、はっきりと言う。


    「吸い尽くしてやるわ。からっからの絞りカスになるまで」


    　鷹兎は顎髭男を見た。素しろ人うと目めにも死にかけているのは明らかだった。ハルハが殺人を犯そうとしている。背筋がぞっとした。駆け寄って、彼女の右腕をつかむ。


    「ダメだよハルハ！　もういい！　もう充分だよ！」


    　光の粒の動きが止まった。


    　目元から険けわしさがわずかに抜け、ハルハは不思議そうに鷹兎を見る。「どうして？」


    「どうしてって──」


    「こいつは鷹兎を蹴ったのよ。痛かったでしょう？　苦しかったでしょう？」


    「そ…………そりゃあ……痛かったけど……」


    「ほらやっぱり」光の粒が再び動きだした。「待ってて。もうちょっとで終わるから」


    「ダ……ダメ！　もうやめて！」


    　鷹兎はハルハの右手を強引に引っ張る。手から伸びた蔓がぴんと突っ張って、顎髭男は首吊り状態になった。次の瞬間、蔓はしゅるっと音を立てて外れる。


    　宙吊りになっていた顎髭男の頭は地面に落ち、彼は顔面をしたたかに打った。「うっ」と呻うめき、動かなくなる。ジェーンが駆け寄って、呼吸を確かめながら脈を診みた。


    「気を失っただけデス。ラングレン、救急車を」


    「イエッサー」


    　どうやらまだ生きているらしい。鷹たか兎とはほっとする。


    　だが、刺すような視線に気づいた。ハルハがむっとした顔で鷹兎を睨にらんでいた。


    「どうして邪じや魔ましたの？　私はタカトのためにやっていたのに」


    　納得できない、とばかりにハルハが詰め寄る。いや、本当にハルハなのだろうか？　鷹兎は混乱し、たじろいで、一歩後ずさりした。「い、いや……だって……」


    「あなたを人殺しにしたくないからデスよ、ハルハさん」


    　ジェーンが諭さとすように言う。ハルハは攻撃的な眼まな差ざしを向けて聞き返した。「どういうこと？」


    「察するに、あなたたちは彼らに絡からまれたのデスね？」ジェーンは、ラングレンの能力で催さい眠みん状態になった男たちを一いち瞥べつする。「地元の不良デショウか。こんな奴らのために、あなたの手を汚す必要はありマセン」


    「手を汚す？」ハルハはふっと鼻で笑った。「私は平気よ。あいつはね、タカトに許しがたい暴力と侮ぶ辱じよくを加えたの。報むくいを受けさせてやらないと気がすまないわ。そのためなら、いくら汚れたって全然構わない」


    「それデスよ」


    「え？」


    「自分のために、自分のせいで、あなたが手を汚す──それは鷹兎さんにとって、とてもつらいことなのデス。もしあなたが彼を殺せば、鷹兎さんは一生後悔し続けることになるかもしれマセンね。それでもいいのデスか？」


    「……！」


    　ハルハは大きく開いた目で鷹兎を見つめ、問いかけてくる。「……そうなの？」


    「え……あ……う、うん」


    　ジェーンが代弁してくれたので、鷹兎は頷うなずくだけだった。


    　ハルハは愕がく然ぜんとした顔になり、目に続いて口も大きく開く。


    　蔓つるが、巣穴に逃げ込む蛇へびのごとく手のひらの中に消えた。それから今にも泣きだしそうに、ハルハはくしゃっと顔を歪ゆがめる。


    「ご……ごめんなさい」かすれた声で呟つぶやいた。「私、ただ、こいつが許せなくて……。あなたを苦しめることになるなんて思わなかったから……」


    　肩を落とし、うつむく。最後の言葉はほとんど聞き取れないほど小さかった。


    　別人のようになってしまったハルハに戸と惑まどう鷹兎だったが、今の彼女は鷹兎のよく知っているハルハの面おも影かげが感じられる。


    　目つきも、しゃべり方も、性格も変わってしまったが、鷹兎のために一生懸けん命めい。そんなところはやっぱりハルハだ。鷹兎は胸の奥がじわっと熱くなるのを感じた。


    「……ありがとう」


    「……え……？」


    　鷹たか兎とがお礼を言うと、ハルハは少しだけ顔を上げる。上うわ目め遣づかいで鷹兎を見る。


    　その眼まな差ざしを鷹兎は笑顔で迎えてあげた。


    「わかってくれればいいんだ。──なんて、偉えらそうなこと言える立場じゃないけどね。結局、ハルハのおかげで僕は助かったわけだし。だから、ありがとう」


    「え……じゃあ……」恐る恐るハルハが尋たずねる。「……怒っていないの……？」


    「怒ってなんかいないよ」


    「ほんとに？　よかった……！」


    　ハルハの表情が明るさを取り戻した。


    　雨上がりの空のように微笑ほほえむと、彼女は熱っぽく鷹兎の顔を覗のぞき込んでくる。


    　しばらくしてハルハの唇くちびるがゆっくりと動いた。


    「タカトはやっぱり優しいのね。……私、あなたの影かげ子こになれて、本当に幸せよ」


    　一言ずつ、自分の想いを確かめるように、はっきりと言葉にする。


    　睦むつ言ごとのような甘い囁ささやき。そしてうっすらと濡ぬれた瞳。


    　鷹兎はちょっとドキドキしながら「ぼ、僕もハルハがいてくれて、嬉うれしいよ」と答える。


    　しかしハルハはなぜか首を横に振った。


    「ありがとう。でも私は……あなたの知っているハルハではないの。本当の私は……」


    「え？」


    　ハルハがなにを言っているのか鷹兎にはわからなかった。だから彼女の言葉の続きを待つ。


    　しかし次に彼女の口から漏もれたのは、う……という呻うめき声だった。


    　ハルハの膝ひざが崩れ、両の手を地面につく。


    「……ぅうう……もう……限界なの……!?」


    「ど、どうしたの、ハルハっ？」


    　鷹兎はしゃがみ込んでハルハの顔を覗いた。まるでなにかにあらがっているかのような、苦しげな顔だった。くすんだガラス玉を思わせる暗い瞳で、ハルハも鷹兎を見つめてくる。そして熱に浮かされるように呟つぶやいた。


    「タカト……忘れないで……私だってハルハに負けないくらいあなたのことを……！」


    　そこまで言って彼女は地面に倒れた。


    



    　しばらくして救急車が到着し、顎あご髭ひげ男を乗せて走り去る。槇まき村むら財ざい閥ばつの息がかかった病院に連れていかれるらしい。残りの男たちをラングレンが尋じん問もんした。催さい眠みん状態の彼らは、訊きかれるままになんでも答える。思ったとおり地元の不良たちで、旅行に来た若い女性相手に、何度も酷ひどいことをしてきたそうだ。彼らは警察に引き渡すことにした。


    「もしかしたら夜や獣じゆうの手先となって若い女性をさらっているのではと思ったのデスが、ただのちんぴらデシタね。当てが外れマシタ」


    　ジェーンの車に気絶したハルハを乗せると、ホテルに向かって走りだす。


    　一番後ろの席で横になっているハルハを眺めて、鷹たか兎とは不安のこもったため息を漏もらした。


    「ハルハは……いったいどうしちゃったんでしょう？」


    　さっきのハルハはまるで別人だった。〝あなたの知っているハルハではない〟と言った。


    「鷹兎さん」ジェーンが助手席から振り返る。「確かあなたには、二つの夜獣の種が植わったそうデスね？」


    「え……は、はい」


    　ハルハたち影かげ子こは、夜獣の種を影子適応者の影に植えることで生まれてくる。伽か夜よは鷹兎の影の上に六個の種をセットした。通常はその中から、適応者と最も相性のいい一つが影の中に植わる。しかし鷹兎の影には、なぜか二つの夜獣の種が植わったのだ。


    「一つはハルハさんとして生まれた。そしてもう一つが、さっきの〝私たちの知らない、もう一人のハルハさん〟なのデショウ」


    　あくまで私の推測デスが、と前置きしてジェーンは続ける。


    「夜獣の種はせっかく植わっても、うまく影になじまないとすぐに枯れてしまいマス。鷹兎さんの影に植わった種の片方も、おそらくそうなりかけたのデショウ。このままでは枯れてしまう。そこで、すでに影の中で安定していたハルハさんの中に入り込んだ。言い方は悪いデスが、つまり寄生したのデス。その状態でハルハさんは生まれてしまった」


    「じゃあ、さっきのハルハは……ハルハに寄生したもう一人の影子、ということですか？」


    「イエス。体自体は完全に共有していて、人格だけが別々に存在しているようデスね。といっても、いわゆる多重人格──解かい離り性同一性障害──とはいろいろと違うみたいデスが」


    　その後ジェーンは、専門用語が多用される難しい話をした。鷹兎は理解できず、生返事を繰り返し、彼女の話が途切れたところでこう尋たずねる。


    「それで、これからハルハはどうなってしまうのでしょう……？」


    　ジェーンは首を横に振った。「わかりマセン。今のところ〝もう一人のハルハさん〟は、ハルハさんと人格を自由に交替して、表に出ては来られないみたいデスね」


    　ただ、今後どうなるかは……とジェーンは言葉を濁す。


    　それはたとえば、人格が入れ替わったまま元に戻らなくなる可能性もあるということだろうか。もしそうなったら、今までのハルハにはもう会えなくなってしまうのか。


    　──二度と。


    　鷹兎は息を呑んだ。胸の奥で、心臓が握りつぶされそうな痛みを感じた。


    　不安に煽あおられて後ろを向く。ハルハはまだ目を閉じている。


    　無む垢くで子供のようにあどけない寝顔。


    　見慣れた、いつもどおりのハルハだった。
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    　ホテルに着いてベッドに寝かせると、しばらくしてハルハは目を覚ます。


    「お腹なか空すいた」と言い、ルームサービスのケーキをぱくぱく食べた。普段どおりのハルハだ。


    　さっきの出来事は、不良に絡からまれたことすら覚えていないらしい。


    　鷹たか兎とは胸を撫なで下ろす。と、ふと〝もう一人のハルハ〟の言葉が脳のう裏りによぎった。


    



    　タカト……忘れないで……私だってハルハに負けないくらいあなたのことを……。


    



    　今、〝もう一人のハルハ〟はどうしているのだろう。


    　ハルハの心の中で眠っているのだろうか。


    　いや、さっき彼女は、鷹兎が蹴けられたことを知っていた。なんらかの方法により、外の世界で起きていることを感知できるに違いない。


    　今もそうしているのだろうか。まるで檻おりの中から外をうかがうように。


    　にこにこしながらケーキのお代わりを食べているハルハを、独りぼっちで羨うらやましそうに眺めているのかもしれない。


    〝もう一人のハルハ〟が急に可哀かわい想そうに思えた。


    （なにか、いい方法はないのかな……）


    　しかし、鷹兎にわかるわけもない。


    



    　それから、ジェーンの立てたスケジュールに沿って、鷹兎たちは行動した。


    　交替で仮眠しながらの深夜のパトロール。陽ひが昇ったあとも海岸を見回り、夜まで睡眠。


    　なんの成果もないまま二日経過した。もちろん伽か夜よに告白をするような暇ひまはない。


    　なぜか夜や獣じゆうの被害は止まっていた。


    「もしかしたら、えり好みしているのかもしれマセンね」


    　夕食時のミーティングにて、ジェーンは被害に遭あった女性の写真を皆に見せる。若い女性とは聞いていたが、全員、アイドルタレントとしてテレビに出てきてもおかしくないくらいの美人だった。スタイルも抜群。いわゆる巨乳の部類に入る。


    「美女にしか手を出さない夜獣ということですか？　お気に召めす獲え物ものがいないから今は怠なまけていると？」伽夜は写真の女性たちをじっと眺め（特にその胸元を）、まったくふざけている、と不ふ機き嫌げんそうに呟つぶやく。


    「あり得ない話ではないデス」ジェーンは真ま面じ目めな顔で答えた。「夜獣の被害者になんらかの傾向が見られることは、珍しいことではありマセンから。──はい、そこで私は考えマシタ」


    　ジェーンは次に、一枚のポスターを皆に見せる。近くの浜辺で催もよおされるお祭りやイベントを紹介したものだ。打ち上げ花火で彩いろどられた夜空の写真をバックに、様々な情報が躍っている。


    「花火!!　ねぇ花火ってとっても綺き麗れいなんでしょ？　見たい見たい！」ハルハが食いつく。ハルハは花火を見たことがなかった。


    「オー、ハルハさん、残念ながら花火でこの夜や獣じゆうはおびき寄せられマセンよ」


    「おびき寄せる……ですか？」


    　鷹たか兎とが尋たずねると、ジェーンはポスターの下のほうを指差して言う。


    「イエース！　夜獣退治の定番策デス。ここを見てくだサイ」


    　一同、彼女の人差し指の先に視線を注いだ。


    　そこに書いてあったのは──。
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    　翌日。


    　太陽がぎらぎらと照りつける砂浜にイベント会場が設けられていた。鷹たか兎とたちが宿泊しているホテルから十分ほど歩いた場所だ。


    　ステージ上には司会の男と、一列にずらっと並んだ若い女性たち。すでにイベントは始まっている。ステージ前に集まった多くの海水浴客たちが、マイクを向けられ恥ずかしそうにしゃべる水着姿の女の子に視線を注いでいた。


    「──趣味はカメラを持ってお散歩することです。えっと、今日は一生懸けん命めい頑張りますので、よろしくお願いしまーす」


    「はい！　エントリーナンバー８番、小お田だ切ぎり花か音のんさんでした～。小田切さん、ありがとうございます。さて、それではいよいよ第一競技の水着審査の結果発表です！　審査員の皆さん、よろしくお願いします！」


    　ステージのバックには〝ミス鼓つづみヶが崎さきコンテスト〟の横断幕と、巨大なモニタが設置されていて、ゲスト審査員の一人一人を順番に映し出していく。


    　競技によっては投票権をもつ総勢五名の審査員。その一番最後に映ったのは──鷹兎だった。


    （ああ……ほんとにこんなことでうまくいくのかなぁ）


    　鷹兎はガチガチに緊張した顔をサングラスで隠し、大勢の観客に交じって拍手を送るハルハとジェーンに目を向ける。ジェーンは親指を立てた手をぐっと突き出してきた。しっかりやってくだサイね、ということだろう。


    　鷹兎がこんなところに座っているのは、ジェーンの立てた計画を実行するためである。


    　今回の夜や獣じゆうは、おそらく容姿の美しい女性を選んで襲おそっている。そこで地元主催のミスコンに出場し、〝この浜辺で一番の美人〟という肩書きを得られれば、夜獣をおびき出すことができるのではないか──とジェーンは考えた。


    「伽か夜よさんと御み月つきさんには、このミスコンにエントリーし、優勝を目指してもらいマス」


    　そして鷹兎は、この二人のどちらかを優勝へと導みちびくべく、素しろ人うと審査員として飛び入り参加することになったのだ。旅行客目当ての小規模なイベントとはいえ、よく許可がもらえたな、と鷹兎は思ったが、どうやらイベントの運営担当者にラングレンが例の催さい眠みん術をかけたらしい。


    （で……僕の役割って、要は伽夜先輩か御月さんが優勝できるようにインチキするってことだよね。ほかの参加者のことを考えると、なんか心苦しいなぁ）


    　だが、もし伽夜か御月以外の女性が優勝したら、その女性が夜獣に狙ねらわれるかもしれないのだ。だからやむを得ない。鷹兎は自分にそう言い聞かせる。


    （……それにしても、カツラってこんなに暑苦しいんだ。蒸むれて痒かゆい……）


    　鷹たか兎とはサングラスに加え、カツラも着用して変装していた。素しろ人うととはいえ、審査員と出場者が知り合いであることがあとあとばれてはまずいだろうとの配慮だ。


    　頭皮のむず痒がゆさと人知れず闘っていると、ミスコン参加者たちが、審査員席の鷹兎の前を通り過ぎて、いったんステージから降りていった。当然、その中に伽か夜よと御み月つきの姿もある。素知らぬ顔で歩く御月の髪の毛は黒かった。ヘカーテが憑ひよう依いしているのだ。といっても、さすがに人じん猫びよう形態に変身してはいない。ほっといたらなにをするかわからない御月を制御するのが目的らしい。


    　ただ、烏からすの濡ぬれ羽ば色に輝く黒髪は、審査員だけでなく、多くの観客の目をも虜とりこにした。ミスコン優勝という目的において、この黒髪がプラスに作用する可能性はありそうだ。


    　一方、伽夜の髪の毛はいつもどおりだった。水着も、ジェーンが用意してくれた、例のへそ出しワンピース。


    　ただ──胸が大きかった。


    　御月と同じか、あるいはそれ以上のボリューム。歩くたび、重たそうに揺れる。


    　たゆん、たゆん。


    　今までに発見された夜や獣じゆうの被害者三名は、全員グラマラスな体型をしていた。それが夜獣の好みなら、胸がささやかすぎる伽夜はおとり役としてふさわしくない。しかし、


    「ノープロブレム！　ジェーンにお任せ、デスよ～」


    　ジェーンは特殊メイクにも精通していた。特殊ゴム素材を使って偽にせ乳ちちを作り、伽夜の体に貼りつけたのだ。作業過程を見ていない鷹兎は、巨乳になった伽夜を見て目をむく。胸の谷間の柔やわらかそうな質感、ぬくもりが伝わってきそうな血色のいい肌、どこからどう見ても本物だった。あんまりじっと見すぎて、「そ、そんなにじろじろ見るな」と伽夜に叱しかられたほどだ。


    （ミスコンを見に来たお客さんも、これが作り物なんて夢にも思ってないだろうな）


    　彼女の胸もまた、多くの視線を集めていた。主に男性から。


    　それでも伽夜は、すました顔で、むしろ堂々と胸を張って歩く。まるで見る者を挑発するかのように。


    （伽夜先輩、へそ出し水着を着るだけでも恥ずかしそうだったのに）


    　きっと今の伽夜はスイッチが入っているのだ。影かげ子こ使いとして任務に当たっているという自覚と覚悟が、今の彼女を支えている。だからあんなに堂々と歩けるのだろう。


    （かっこいいなぁ、伽夜先輩）


    　鷹兎は、彼女のそんな〝男前〟なところも好きだった。思わずじっと見とれた。


    　ステージ上では運営スタッフが慌あわただしく水着審査の結果発表の準備を整えていく。


    



    （ムゥゥ、は、恥ずかしいッ）


    　ステージから降りて出場者用のテントに向かう伽か夜よは、心の中で叫んでいた。


    　槇まき村むら家けの令嬢ということで昔から見られることには慣れていたが、異性からの露ろ骨こつな視線を体中に浴びるとさすがに羞しゆう恥ち心しんが込み上げてくる。


    　穴があったら入りたいくらいだが、これは任務なのだ。自分を律して、外見だけは必死に取り繕つくろった。背筋を伸ばしてポーカーフェイスに徹する。だが、


    （さっきの鷹たか兎と……私を見ていなかったか……？）


    　サングラス越しにじっと見つめられているような気配を感じた。どこを見ていたのだろう。やはりこの胸？　彼も──きっと大きいほうが好きに違いない。男の子はみんなそうらしい。伽夜は水着の上から、精巧に作られたまがい物の胸に手を当てる。むにゅっと柔やわらかい。


    （これが本当に本物の胸だったら……）


    　だったら、なんだというのだろう。


    　もし本物だったら、噓うそ偽いつわりない自分の体で鷹兎の目を向けさせることができたのに？


    　血の通った肌で彼の視線を感じることができたのに？


    （な……なにをバカなッ）


    　今は任務中なんだぞ。くだらないことを考えてる場合か。伽夜は湧き上がる妄もう想そうを必死に追い払おうとした。ポーカーフェイスは保たもったままだが、脳みそがじんじんするほど熱い。


    　ぐるっと歩いて、ステージ裏に設置されている出場者用のテントに到着。


    　伽夜はパイプ椅い子すに座ると、ゆっくりと深呼吸をした。


    　脳みそが少しずつクールダウンする。


    　が、落ち着きかけた心に、また余計な考えがひょっこりと忍しのび込んできた。


    　以前、ネットで調べものをしていたときのことだ。とあるサイトを見ていたら、


    〈塗るだけでＯＫ！　Ａ→Ｄにバストアップ！〉


    　というバナー広告があったことを思い出す。そのときはバカバカしいと一いつ笑しように付ふしたが、今になってクリックしなかったことが悔くやまれた。


    （あれはなんのサイトだったろう。検索すればもう一度見つかるか？）


    　そのとき、イベントスタッフの大きな声がほとんど耳元で響く。「ステージの準備完了しましたので、移動お願いしまーす！」


    「ひゃいッ!?」


    　スタッフはたまたま伽夜のそばで出場者全員に向かって呼びかけたのだが、バストアップのことで頭がいっぱいだった彼女は奇声を上げて椅子から跳び上がった。


    　しーん。


    　ほかの出場者たちからの視線を感じた。くすくすと小さな笑い声も聞こえる。


    　伽夜のポーカーフェイスが一瞬崩ほう壊かいし、耳までかーっと赤くなった。
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    　ステージ上には一列に長机が並べられ、戻ってきた出場者八名が順番に席に着く。その間、司会者が観客に向けて競技の流れを説明した。審査方法はポイント制で、各競技ごとに下位二名が脱落していく。第四競技を終えた状態で残った二名が、ファイナリストとして最終競技に挑戦できるのだ。


    　競技種目はほとんどバラエティー番組のノリで、〝美〟を競い合うという趣しゆ旨しはなんだかあまり感じられない。ちなみに最終競技の内容だけはまだ明かされなかった。


    



    　第二競技はかき氷の早食い競争。五分間にどれだけのかき氷が食べられるのかを競った。


    　かき氷はかなりの山盛りで、ほとんどの出場者は二杯で終了する。伽か夜よは、こめかみの奥をキーンと突き抜ける激痛に耐えながら、なんとか三杯食べきった。


    　そんな中、御み月つきは余よ裕ゆうの五杯完食。観客たちがどよめく。


    　だが伽夜は見た。隠おん形ぎよう状態のヘカーテが御月の口元から顔を出し、そしてそのヘカーテの口にかき氷がぐいぐいと流し込まれていくのを。


    「み……御月、あたしばっかりじゃなくて、少しはあなたも食べなさオゴゴゴ」


    　御月の両隣の女の子が、謎の悲鳴に目をぱちくりさせていた。


    



    　第三競技は、この辺りの土地に関するクイズ。


    　地理や歴史関係の問題なら伽夜は外さなかった。御月もヘカーテの博識さに助けられてポイントを増やしていく。ただ、〝○○商店街の中華料理店○○の裏メニューは？〟などというローカルすぎる問題もあり、これはさすがに二人とも答えられなかった。


    



    　第四競技は特技の披ひ露ろう。


    　伽夜は〝ペットの調教〟ということにし、彼女の影かげ子こ・しましまに芸を披露させる。


    　特に準備もしていなかったが、まるで人間の言葉がわかるかのように伽夜の指示どおり動くしましまを見て、観客は拍手喝かつ采さいを送った。審査員たちも高評価を下す。


    　一方御月は、アニメ『ふたりはラブＤＸデラツクス』の主題歌をカラオケで歌った。しかも人じん猫びよう形態〝みっきーにゃんこ〟に変身して。ぴくぴく動く猫耳に、パレオからにょきっと伸びる尻尾しつぽ、つややかな黒い毛がふさふさの手足。鷹兎は肝きもを冷やしたが、幸さいわい観客も審査員も、凝こったコスチュームだとしか思わなかったようだ。


    　御月の歌唱力は意外にもプロなみで、おまけに振りつけまでしっかり出来上がっていた。観客の子供たちと、ハルハを含むアニメファン、および猫耳マニアから絶大な支持を得る。しかしアニソンやコスプレに理解のない審査員の存在で今ひとつポイントが伸びず、伽か夜よの高得点には一歩及ばなかった。


    



    　そして第四競技が終了。伽夜と御み月つきのポイントは、他の二名の出場者に大きく差をつけていた。おそらく鷹たか兎との票がなくても問題なかっただろう。


    「最終審査に進むファイナリストは、エントリーナンバー５番・猫ねこ村むら御月さんと、エントリーナンバー７番・槇まき縞しま伽夜さんに決定しました～！」


    　正体を隠すために二人は偽にせの名字でエントリーしていた。


    　湧わき上がる観客の拍手。それが収まるまでたっぷりと待ってから、司会者は今まで伏せていた最終競技の種目をついに明かす。


    「最終競技はァ～～～～……エアホッケーです！」


    　なぜエアホッケー!?　鷹兎は吹き出しそうになった。もうミスコン全然関係ない。
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    　伽夜と御月は再びテントで待機。その間、ステージではスタッフたちの慌あわただしい声が飛び交い、エアホッケー台が運び込まれる。一般的なエアホッケー台より一回り大きいらしく、餌えさを運ぶ蟻ありのようにスタッフたちがぐるりと張りついて、せーのと声を合わせていた。


    　観客の目線では、台の上はほとんど見えない。そのためステージのバックに設置された巨大モニタに、台の上の様子が映し出された。


    　ステージ両サイドのスピーカーから司会者の声が響く。「ではここで、ルールの説明をさせていただきます！」


    　特に難しいことはなかった。要は円盤パツクを打ち合って、相手ゴールに入れればいいのだ。勝負は１セットのみで、七点先取したほうの勝ち。テニスや卓球などとは違い、あと一点で勝負が決まるときに同点になっても〝デュース〟はない。


    　ただし一つだけ、このミスコンならではのルールがあった。今まで得たポイントの差が、ハンディキャップとして計上されるのだ。ここまでで御月が伽夜を２ポイント上回っている。つまり御月は最初から二点取得した状態で競技を始められるということだ。


    「説明は以上です。皆さん、よろしいでしょうか？」司会者は観客をぐるりと見回す。「──さて、ステージの準備がそろそろ終わりそうですね。それでは猫村さん、槇縞さん、お願いします！」


    



    　司会者の声はステージ裏のテントまでしっかりと届く。


    　先ほどまでスタッフがいて、最終審査の流れについて説明していたが、なにやらステージのほうに駆り出されてしまい、伽か夜よと御み月つきはぽつんと取り残されていた。


    「司会者が呼んだら、ステージに戻ってください」とさっきのスタッフが言っていたので、伽夜はパイプ椅い子すからすっくと立ち上がる。


    　ついに最終審査。もはやどちらが勝っても問題ない。ミスコンで優勝するのは、伽夜でも御月でも構わないのだ。任務完了と言っても差しつかえないだろう。


    「ここで体力を消しよう耗もうしてもしょうがない。そこそこにやって終わらせよう」


    　伽夜は御月のそばに寄り、そっと囁ささやく。


    　すると御月は、じっと伽夜を見つめてきた。


    　彼女にしては珍しく、とても真剣な眼まな差ざしで──。


    「ど、どうした……？」


    　まるで心の奥まで覗のぞき込もうとしているみたいに、伽夜の瞳を凝ぎよう視ししながら御月は口を開く。「伽夜さんは鷹たか兎とさんのことをどう思われているのですか？」


    「な、なんだ？　藪やぶから棒ぼうに」


    「答えてください。ただのパートナーですか？」


    　ほとんどまばたきもせず御月は伽夜を見つめ続けた。


    「む……も、もちろん鷹兎はパートナーだが、〝ただの〟ではないぞ。私は彼になら命を預けることもできる。それほどに信頼できる、とても大切なパートナーだ」


    　戸と惑まどいながらも胸を張って答える。


    　だが御月は、「それだけですか？」とさらに促してきた。


    　どうやらまだなにか言わせたいらしい。


    「むむ、た、大切なパートナーで……それに、学校では可愛かわいい後輩だ」


    「それだけですか？」


    　御月は容よう赦しやなかった。


    　そんな答えではまだ許してくれない。


    「そ……」


    　鷹兎のことをどう思っているのか？　最も純粋で、最も単純な答え──それを御月は求めているのだろうか。なぜ？　鷹兎への想いを、彼女に教える義務はない。


    　しかし、


    「それだけ……ではない」


    　伽夜は頰ほおを赤らめつつ、はっきりと言った。


    　たとえ噓うそでも、「彼はパートナーで学校の後輩、それだけだ」とは言いたくなかった。


    　言えば、自分の中の大切な想いを裏切るような気がしたのだ。


    　耳まで赤くしてうつむく伽夜。御月はそれ以上追究しようとはしなかった。


    「……そうですか……」


    　わかりました──と言って、辺りをうかがう。


    「ヘカーテ、出てください」


    　次の瞬間、人じん猫びよう形態は解かれ、御み月つきの体から隠おん形ぎよう状態のヘカーテが勢いよく飛び出した。くるっと宙で回転し、ぎりぎりのところで着地する。「ちょ……な、なにするの御月、急に追い出さないでよ！」


    「猫ねこ村むらさん、槇まき縞しまさん、急いでください！　──あ、あれ？」


    　テンパり気味のスタッフがバタバタとやってきて目を丸くした。御月の黒髪は、憑ひよう依いが解けたことで普段の亜あ麻ま色に戻っていた。


    　スタッフの横を無言で通り抜け、すたすたとステージに向かって歩きだす御月。「お……おい、待て御月。いったいどういうつもりだ……!?」伽か夜よも慌あわててあとを追う。


    　すぐに歓声と拍手が二人を迎えた。


    



    　ステージに戻ってきた御月を見て、司会者はさっきのスタッフと同じリアクションを取る。


    「あ、あれ？　猫村さん、髪の毛の色が……」


    「イメチェンなのです」御月は素そっ気けなく言うと、エアホッケー台の前につかつかと進んだ。


    「イメチェン？　は、はぁ、そうですか」司会者は腑ふに落ちないような顔をしつつ、進行を続ける。「……えーと、ではまずファイナリストとなったお二人に今の気分を──え、押してるの？　す、すみません、それでは早速競技に移っていただきたいと思います！」


    　スタッフからの指示が書かれたスケッチブックを見て、司会者は慌てて先に進めた。伽夜と御月はお互いのコートに分かれ、パックを打つためのスマッシャーという道具を手に取る。


    　二点リードされているということで、先攻は伽夜になった。


    　司会者が、スマッシャーを持った伽夜の手元にパックを滑らす。


    　エアホッケー初体験の伽夜は、相手コートのゴールに入れることだけを考えて、思い切り打ち込んだ。パックは一直線に進み、ガコン！　と音を立ててゴールの穴に呑のみ込まれる。


    「おっと～、いきなり槇縞さんの得点です！　猫村さん、動けない！」


    　いや、動けないというより御月は──動かなかった。


    　棒立ち姿勢で、ゴールはがら空あき。スマッシャーを持つ手はぴくりともしなかった。


    　失点した御月に新しいパックが渡される。御月はそれを軽く打った。伽夜の手元に、打ち返してくださいと言わんばかりのパックが滑り込む。


    「ふん！」


    　遠慮なく打ち返す伽夜。パックは狙ねらいどおりに滑り、再びゴールに叩たたき込まれた。なんとなくだが打ち込む感覚はつかめた気がする。どんな遊びでもコツがわかってくると楽しいものだ。思わず口角が吊り上がる。


    　御月はまたも微動だにしなかった。


    「槇まき縞しまさん、連続得点！　これで同点です！」司会者は御み月つきにマイクを向ける。「猫ねこ村むらさん、どうしました？　せっかくハンデがあったのに、もう追いつかれてしまいましたよ？」


    　御月はマイクに目もくれず、手のひらの上でスマッシャーをくるくるともてあそんだ。


    「もしもし、猫村さん？」


    「…………」


    「あの……猫村御月さん？」


    　新しく受け取ったパックをスマッシャーで挟はさみ、御月はぼそりと呟つぶやく。


    「ハンデなんていらないのです」


    「え？　な、なんですか？」


    　御月はすっと腰を落とし、初めて構えた。「ここから、ガチ勝負なのです」


    　その目はじっと伽か夜よを見つめている。


    「ほう」


    　伽夜も中腰になって構えた。「お前の本気はわかった。そのガチ勝負、受けて立とう」不敵に微笑ほほえむ。


    　任務を忘れたわけではなかった。もはや勝負の結果に意味はないはず。だが胸の内に湧き上がるこの高こう揚よう感はごまかせない。自分は勝負を楽しもうとしている。でもこれでいいのだ。


    （楽しむことは無意味ではないと、鷹たか兎とが教えてくれた……！）


    　伽夜はスマッシャーを力強く握る。


    　異様な緊張感が場に満ちた。観客たちは息を呑のみ、水を打ったような静けさが広がる。


    　白波が砂浜を洗う音が聞こえた。


    「──うにゃっ！」御月のスマッシャーがパックを激しく打つ。直後、パックは伽夜のスマッシャーの横をすり抜けゴールに飛び込んだ。伽夜は動けなかった。


    「……ッ!?」


    　あまりのパックの速さに、気づいたときにはゴールを奪われていたという感じだ。


    「……あ……ね、猫村さんゴォォォル！」


    　司会者が遅れ気味に御月の得点を告げる。


    　その瞬間、観客たちからわっと歓声が上がった。


    



    　　　　　　　　　　４


    



    　そこからはほぼ一方的な展開となる。伽夜は台の枠わくにパックをバウンドさせてゴールを狙ねらってみたりするが、御月は素早く反応し、ことごとく打ち返した。その姿は、まるで動く物に対して反射的に手を出す猫のよう。すさまじい反応速度で守りを固めつつ、御月はガンガン打ち込んでくる。雨のように降り注ぐパックを必死で跳はね返す伽夜。御月は左右に大きく動いて、様々な角度からゴールを狙ねらった。ときに直線軌き道どう、ときに跳ちよう弾だん。狙ねらいは雑だが〝数打ちゃ当たる〟戦法。伽か夜よの反応が追いつかなくなった隙すきに、パックはゴールへと吸い込まれていく。


    　いつしか点数は二対六。あと一点で勝負が決まる。


    　ほとんどの観客が御み月つきの勝利を確信しただろう。


    （伽夜先輩……！）


    　拳こぶしを握りしめている自分に鷹たか兎とは気づく。任務の上ではどちらが勝っても構わないはずだが、やはり鷹兎としては伽夜が負ける姿を見たくはなかった。


    （御月さんはどうしてあんなに一生懸けん命めいなんだろう。あまり勝負事にこだわるタイプじゃないと思ってたけど……）


    　いつになく真剣な表情。飛び散る汗。普段のほわーんとした雰ふん囲い気きからは想像できない熱意を感じた。なにか、よほど負けられない理由でもあるのだろうか。


    「さぁ、槇まき縞しまさん、あとがない！　このまま決まってしまうのか～！」叫ぶ司会者。


    　だがここで、試合の流れに変化が見え始める。


    　防戦一方、ゴールを死守するだけで精いっぱいだった伽夜が、ときどきカウンターでパックを打ち返すようになったのだ。


    　御月、打つ、打つ、打つ。


    　伽夜、防御、防御、カウンター。
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    「……っ？」御み月つきの顔に一瞬、戸と惑まどいの色が浮かんだ。


    　御月、打つ、打つ、打つ、打つ、打つ、打つ、打つ、打つ。


    　伽か夜よ、防御、防御、カウンター、防御、カウンター、カウンター、防御、カウンター！


    



    　ガコンッ!!


    



    　ついにパックは、御月のゴールに呑のみ込まれた。


    「うにゃ!?」


    　御月は目を丸くして、ゴールの穴を見つめる。


    「ふ……ふふ……」


    　肩で息をしながら、額ひたいの汗をぬぐって伽夜は笑った。「だいぶわかってきたぞ……」


    　パックが御月に渡される。御月はそれを、ネット近くから激しく打ち込んだ。パックはコートを斜めに走り、枠わくにぶつかり、伽夜の懐ふところを脇からえぐり込むように反射する。刹せつ那なの軌き道どう変化に、今までの伽夜なら反応できなかっただろう。そしてゲームセットだ。


    　だが、伽夜はこれを打ち返した。


    　再びラリーが始まる。もはや伽夜の防戦一方ではない。二人とも、攻めの姿勢でフルスイング。すさまじいスピードでパックがお互いのコートを行ったり来たりする。スマッシャーや台の枠にパックのぶつかる音が、太たい鼓この乱れ打ちのようにステージに響き渡る。観客たちは興奮のるつぼと化し、腕を振り上げ歓呼の声を上げた。


    「すごい……。あの子、この試合中に化けた……」


    　審査員の一人、エアホッケー台を提供したゲームセンターの店長が感嘆の声を漏もらす。


    「ど、どういうことですか？」解説を求める司会者。


    「あの子、槇まき縞しま伽夜さんは、パックの動きに反応しているんじゃないんです。軌道を読んでいるんですよ。猫ねこ村むら御月さんがパックを打つ瞬間に、素早くパックの動きを計算して、打ち返すための最適なポジションに移動しています」


    「なるほど。つまり彼女の動きには無駄がないんですね」


    「そのとおりです。一方、猫村さんは素晴らしい反射神経で、いかなる軌道のパックも拾ってきました。打ち返すためのベストポジションに移動する瞬発力も優れています。ただしそれは、ダッシュ＆ストップを激しく繰り返すという動作で、体力をどんどん削り取られるんですね。だからほら、見てください。猫村さんのスピードが徐々にですが落ちてきました」


    　ガコン！


    　そしてまた、パックは御月コートのゴールに呑み込まれた。これで四対六。


    　御月の額からは玉のような汗があふれ出している。伽夜も顎あごの先からしたたるほどに汗をかいていたが、その顔には余よ裕ゆうの笑みすら浮かんでいた。


    「──さあ、どんどん来い！」


    　さらにラリーの応おう酬しゆう。伽か夜よの動きはますます磨き上げられ、無駄のないなめらかな動きで、バウンドを利用した鋭い一撃を打ち込む。まさに蝶ちようのように舞い、蜂はちのように刺す。だが御み月つきのほうは、少しずつだが動きに精彩を欠き、反応速度も落ちてきた。伽夜は御月を左右に揺さぶり、一瞬の隙すきを衝ついてゴールを奪う。流れに乗ってさらにもう一点。ついに六対六の同点に持ち込んだ。


    「おおおおお、まさかの同点！　先にあと一点取ったほうが優勝です！」


    　つばが飛び散る勢いで司会者は告げる。もはや完全にミスコンのノリではなくなっているが、観客は大いに盛り上がっていた。御月コールと伽夜コールの大合唱が、波のごとく浜辺にうねる。


    　パックを渡された御月が、ちらっと後ろの審査員席を振り返った。ほんの短い時間だが、じっと鷹たか兎とを見つめてくる。


    （え……？）


    　その目がなにを訴うつたえていたのか、鷹兎にはわからなかった。


    「──タイム、なのです」


    　御月はスマッシャーから手を離すと、大きく深呼吸をする。それから両の手で、頰ほおを挟はさむようにひっぱたいた。パァン！　と乾いた音が響く。御月は、まだ足りぬとばかりに、もう三回、続けて叩たたく。思いっ切り、容よう赦しやなく。


    　観客たちの声と動きが止まった。


    　皆、御月の意気込みに圧倒されている。


    　急に訪れた静せい寂じやくの中、御月は伽夜を睨にらみつけ、そして目指すべきゴールを睨みつけた。


    「絶対、負けたくないのです……!!」


    　スマッシャーを握り締め、力いっぱいパックを打つ。流星のように駆けるパックを、待ち構えていた伽夜が打ち返す。


    「そういうことか、御月」


    　パックは枠わくに当たって稲いな妻ずまのように跳はね返った。御月はそれを、ゴールに入る寸前で叩き落とす。「うにゃッ！」


    「──ならば私も、負けるわけにはいかない！」


    　強気な笑みを浮かべ、伽夜が叫んだ。そしてまた、息もつかせぬ打ち合いが始まる。


    　鷹兎には二人がなんの話をしているのかわからなかった。御月がこの勝負に懸かけているものが伽夜には理解できたのだろうか。


    「二人ともなにを言っているのかわかりませんが、とにかくすさまじい気迫だーッ！　絶対に負けられない戦いがここにある!!」


    　司会者の絶叫。観客のボルテージも最さい高こう潮ちように達する。そして驚くべきことが起こった。


    「猫ねこ村むらさんのスピードがここに来て上がった……!?」


    　ゲーセンの店長が椅い子すから立ち上がり、信じられないとばかりに目を見張る。


    　疲労により鈍にぶってきたはずの御月の動きが元に戻ったのだ。伽か夜よの攻めに圧おされていた彼女が、今や互角にラリーを続けている。


    「うにゃああああッ!!」


    「だあああああッ!!」


    　二人の気合いに呼応するように、パックの動きはさらにスピードを増した。スマッシャーがパックを打ち込むたびに甲かん高だかい衝撃音がはじける。


    　伽夜はバウンドを利用して、左右から打ち返しづらいコースを狙ねらい、御み月つきを揺さぶった。ときに意表を衝ついたストレートも。だが御月はそれらにすべて反応し、なおかつ伽夜のゴールを狙ねらう。御月の打つパックのスピードはますます上がり、伽夜は苦しそうに眉根を寄せた。パックの軌き道どうを読んでも、それに反応するのが難しくなってきているのだ。


    「この勝負、あと少しで決着がつきますよ……！」


    　ゲーセンの店長がかすれた声で呟つぶやく。


    　観客は皆、最後の一瞬を見届けるため、巨大モニタにじっと見入った。


    「うにゃああああああああああああッッッ!!」


    　気合い一いつ閃せん。御月はスマッシャーを振り抜き、今までの最高のスピードで、パックは一直線にコートを切り裂く。伽夜のゴールへと走る。


    「くっ──ぬぅんんッ!!」


    　伽夜はそれを打ち返した。打ち返すだけで精いっぱいだった。パックはエアホッケー台の枠わくに激突すると、勢い余って枠を越え、宙に飛び出す。砲弾のようなスピードで、ステージのバックに据すえつけられた巨大モニタに突っ込んだ。


    　ボウンッ!!


    　モニタは黒い煙を噴き出し、映像を映すことをやめた。
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    「えー、誠まことに申し訳ありませんが、競技の続行が難しくなりました」


    　司会者が言うと、観客たちはいっせいに不満の声を上げた。亀かめのように首をすぼめて、司会者はおどおどと釈明する。


    　まず一つめの理由は、巨大モニタに突っ込んだパックが、ひしゃげて使いものにならなくなってしまったこと。本来なら予備のパックを使えばいいのだが、それが荷物のどこかにまぎれ込んだのか、どうしても見つからないらしい。


    　二つめの理由は、ミスコンイベントの終了時間が迫ってきていること。ミスコンのあとはロックバンドの演奏が予定されていて、時間をオーバーするわけにはいかないとのことだ。


    「──というわけでですね、優勝は審査員の投票で決定することになりました。審査員の皆さんには、ここまでの審査の流れを振り返っていただいて、より優勝にふさわしい女性はどちらか選んでいただきたいと思います。よろしいですか？」


    　審査員の面々は、やむなしと首を縦たてに振る。


    　鷹たか兎とも頷うなずきつつ、なんだか嫌いやな予感がした。


    　フリップとマジックペンを渡され、伽か夜よか御み月つきのエントリーナンバーを書けという。


    「さぁ、時間がありませんので、早速フリップを開けていただきたいと思います！」


    　エントリーナンバー５番が御月、７番が伽夜だ。慌あわただしく、席の順にフリップが公開されていく。


    　一人目──５。


    　二人目──７。


    　鷹兎は焦あせる。まだ書けていない。どちらを選べばいいのだろう。伽夜への想いを抜きにすれば、どっちも優勝にふさわしいと思った。それに任務上はどっちだっていいはず。なのに伽夜も御月も、これ以上ないほど真剣な表情で投票を見守っている。


    　鷹兎は助けを求めて、観客に混じるジェーンたちを見た。ヘカーテを抱っこしたハルハ、その横でジェーンが、鷹兎に向かって微笑ほほえみながら小さく頷く。あなたの思うとおりにしなサイと、そう言っているような気がした。


    　三人目──７。


    　四人目──５。


    　観客たちがどよめく。二人の票が並んだ。あとは鷹兎の投票を残すのみ。


    （こっ……これじゃまるで、僕の一票で優勝が決まるみたいじゃないか！）


    　たまたま鷹兎の投票が最後になっただけで、別に鷹兎が一人で優勝を決めるわけではない。ただの席順だ。だが固かた唾ずを呑のんだ観客たちの視線を、体中で痛いほど感じる。痛い。本当に痛い。さらに御月も、伽夜まで、祈るような眼まな差ざしでじっと鷹兎を見つめていた。こっちの視線はもっと痛い。鷹兎の頭のてっぺんから冷や汗がつーっと流れ、真っ白なフリップにしたたり落ちた。あぁ、二人とも傷つけないような、なにかいい方法はないものか。


    「いよいよ最後の投票です！　飛び入り審査員の彼の一票で優勝が決まります！」


    　司会者が煽あおる。余計な真ま似ねを！　鷹兎はやけくそになってマジックペンを走らせ、フリップを上げた。


    



    　鷹兎──７。


    



    「７番！　優勝はエントリーナンバー７番、槇まき縞しま伽夜さんに決定しましたァ～ッ!!」


    　司会者が高らかに宣言する。割れんばかりの拍手と喝かつ采さいが、「あ～」という残念そうな声が、まばゆい夏の蒼そう天てんにこだまする。


    　鷹たか兎とは体中から力が抜けるのを感じた。もうあとには引けない。今さら「やっぱり５番で」なんてできるわけない。そうだ、これでいいのだ。


    （……だってさ、優勝したら、その人が夜や獣じゆうのおとりになるんだよ）


    （要するに、危険な役目を負わせるってことじゃないか）


    （でも伽か夜よ先輩を危険な目にあわせるのもイヤだけど……）


    　結局のところ、伽夜が好きだから、伽夜に入れたのだ。


    　御み月つきのことも好きだが、それは友達としてなのか、異性としてなのか、自分でもよくわからない。


    　ただ、伽夜への想いははっきりしていた。だから〝７〟と書いた。


    　今、御月はどんな顔をしているのだろうか。


    　いつもどおりの無表情？　それとも──鷹兎には、それを確認する勇気はなかった。


    「槇まき縞しまさん、おめでとうございます！」


    　司会者がコメントを求めてマイクを向ける。「どうでしょうか、今のお気持ちは？」


    「ありがとうございます。今の気持ちは──」


    　言葉を選ぶような顔で目を泳がせながら、伽夜がちらりと視線を送ってきた。


    「とっても……とっても嬉うれしいです！」


    　頰ほおを紅こう潮ちようさせつつ、満面の笑みをたたえて彼女は答える。


    「そうですか、ありがとうございました！　それでは優勝トロフィーの授与です！」


    　審査員の一人が、代表して伽夜にトロフィーを渡し、スタッフが〝ミス鼓つづみヶが崎さき〟のたすきをかける。


    　観客たちは惜しみない拍手と歓声を送った。


    「それでは皆さん、〝ミス鼓ヶ崎コンテスト〟は以上で閉会です。最後までおつき合いいただき本当にありがとうございました～ッ！」


    　司会者は締めの台詞せりふを叫んで、伽夜の手をつかみ、勢いよく上げた。まるでボクシングの試合の勝者のように。


    　ピッ──。


    　エアホッケーの熾し烈れつな戦いで伽夜はかなり体を動かした。接合部には相当な負荷がかかっていたのだろう。


    



    　ベリリリッ。


    



    　ジェーンが持てる技術をフル活用して作り上げた偽にせ乳ちちが、派手な音を立ててはがれる。


    　水着の中でずり落ち、脇わき腹ばらの辺りからこぼれて、どすっ、どすっとステージの上に落ちた。


    「…………………………ッッッッッ!?」


    　伽か夜よは顔から火が出るほどに赤面し、ささやかすぎるＡカップに戻ってしまった胸元を隠すように慌あわててしゃがみ込む。


    　司会者も、観客も、口をあんぐりと開けて声を失った。


    　さっきまでの盛り上がりが噓うそのような静けさが訪れる。


    　ざざぁーん……。


    　その静せい寂じやくを打ち破ったのは審査員の一人、例のゲームセンターの店長だった。


    「皆さん！」


    　審査員用のマイクを握り、観客一人一人に呼びかけるように話しだす。


    「猫ねこ村むらさんも、槇まき縞しまさんも、素晴らしい戦いを繰り広げ、私たちに感動を与えてくれました。私はそんな彼女たちに報むくいるためにも、審査員として自分の信念に従い、正直な答えを出す義務があると思うのです。たとえ人からどう思われようとも」


    　そこでいったん言葉を句切り、店長は虚こ空くうを見上げた。


    　そして意を決したような顔で、はっきりと告げる。


    「私の投票を、槇縞さんから猫村さんに変更します！」


    　え……、と観客たちがざわめいた。司会者が困り顔で尋たずねる。


    「あのー、それでは優勝が猫村さんになってしまうのですが……」


    「申し訳ありません。私は、私の信念に従います」


    「……えっと、つまり〝偽にせ乳ちちは許せない〟ということでしょうか？」


    「そのとおりですが、なにか？」


    　店長はキリッとした顔で言った。


    　一瞬の間が空あき──その堂々とした態度に、万ばん雷らいの拍手が送られる。


    　司会者はスタッフたちと目顔で確認し、


    「わ……わかりました！　では改めて、〝ミス鼓つづみヶが崎さき〟はエントリーナンバー５番の猫村御月さんに決定です！　猫村さん、おめでとうございます！」


    　しゃがみ込んでいる伽夜にスタッフが近づき、優勝トロフィーとたすきをなかば強引に回収する。


    「猫村さん、今のお気持ちをーって……あれ、猫村さん？　猫村御月さん、どこですか～？」


    　ステージのどこにも御月の姿は見当たらなかった。


    　そのとき観客の男の子が、ステージの端を指差して言った。


    「猫のおねーちゃん、そこから飛び降りて、どっか行っちゃったよ」
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    　ステージの端から飛び降りた御み月つきは、人目を避けるようにして会場から離れた。


    　拍手と歓声、スピーカー経由の司会者の声が少しずつ遠くなる。みんなが楽しそうにしている世界が、自分からかけ離れていく。


    　さっきまで自分もあの世界にいたのが信じられなかった。物寂しい気持ちに心は満たされ、とぼとぼと肩を落として歩く。


    （鷹たか兎とさんは、ただ単にパートナーだから、伽か夜よさんを選んだだけかもしれないのです）


    （あるいは、私を夜や獣じゆうのおとりにしたくなくて……）


    　御月は思考を巡らせる。しかしどれだけ自分に都合のいい解釈をしても、その心は晴れなかった。


    （鷹兎さんは私を選んでくれなかった）


    　その事実が御月の足に、重りのように絡からみつく。


    　ふらふらと、のろのろと、日光のぎらつく砂浜を当てもなくさまよった。


    　もうホテルに戻って、ベッドの中にもぐり込んでしまおうか？　やけになって、そう考えたときのことだ。


    「君、一人？」


    　突然、声をかけられた。


    　二は十た歳ち前後の背の高い男が、微笑ほほえみを浮かべて「やぁ」と手を挙あげている。


    「……なにかご用ですか？」


    「いや、別に用ってほどじゃないんだけど」


    「そうですか」


    　御月は相手をするのが面倒くさくて、そのまま歩き続けた。


    「あ、待って、待ってよ。俺、友達と旅行に来てるんだけどさ、その友達がみんな、ここで出会った女の子と仲良くなっちゃって、それぞれ勝手に飯食いに行っちまったんだ。せっかくバーベキューの準備していたのに」


    〝バーベキュー〟と聞いて、御月の足がぴたっと止まる。


    　お腹なかがぐーと鳴った。ふと我に返って、空腹であることに気づく。


    「よかったらつき合ってくれないかな。一人でバーベキューなんて寂しすぎるだろ？」


    　男は照れくさそうに笑う。


    　顔も体つきも体育会系の雰ふん囲い気きだが、彼はとても優しそうに微笑ほほえんだ。御月の警戒心が薄れていく。


    「……そこまで言うなら、おつきあいします」


    　御み月つきは自分の食欲に従うことにした。


    　お腹なかがいっぱいになれば、少しは気が晴れるかもしれない。


    



    「あの松林を抜けたところでキャンプしてるんだ」男は堤てい防ぼう道路の向こうを指差す。


    　砂さ野の元もと秋あきと彼は名乗った。砂浜から堤防道路への階段を上りながら、砂野はさりげなく尋たずねてきた。


    「あ、念のため聞いておくけど、御月ちゃんって彼氏いるの？　いや、もしいたらさ、男と二人でバーベキューなんて、誤解されちゃうかもしれないだろ？」


    　ハハハハ、と砂野は白々しく笑う。


    「彼氏は……」


    　御月は一瞬、鷹たか兎との顔を脳のう裏りに浮かべ、首を横に振った。鷹兎さんは彼氏じゃない。私は鷹兎さんに選ばれなかった。


    「いないのです」


    「へぇ、ほんとに？　じゃあ募集中ってこと？」


    「別に募集していません」


    「えー、なんでなんで？　御月ちゃん、可愛かわいいのにもったいないよ。好きなタイプは？」


    　今の御月には少しうっとうしい質問だった。でも悪気はないのだろう。御月はため息をついてからぼそぼそと答える。


    「……〝お母さん〟みたいな人がいいのです」


    「お母さん？」砂野はぱちくりとまばたきした。「え、御月ちゃんってもしかして……女の子のほうが好きなの？」


    「そうじゃないのです」


    　御月はまた首を振る。


    「ご飯を作ってくれて、お洗濯もしてくれて……」


    　心にエプロン姿の鷹兎が現れ、胸の奥がちくりと痛んだ。


    「私が一生懸けん命めい頑張ってたら褒ほめてくれて、いけないことをしちゃったときは優しく叱しかってくれる──そんな人に、いつもそばにいてほしいのです」


    　堤防道路の上から御月は振り返る。


    　ミスコンの特設会場からはだいぶ離れてしまった。


    　砂野は道路を横切って松林に入る。御月もあとに続く。うっそうと茂った松林の中は昼間だというのに薄暗く、信じられないくらいひんやりしていた。


    　松の根っこを乗り越えながら砂野が振り返る。


    「御月ちゃんってさぁ、結構甘えんぼさんなんだね」彼はくすっと笑った。「まぁ、わがままで甘えんぼな女の子って、俺、わりと好きだけど」


    「……わがまま……」


    　その言葉は、御み月つきの深い記憶を掘り起こす。


    



    『御月ちゃん、わがまま言わないで。ママ、もう行かないといけないの』


    



    　心の中が、悲しみに沈んだ灰色に塗りつぶされていった。御月は下を向いて、しゃくり上げる子供のように、途切れ途切れに呟く。


    「そうです……私……悪い子なのです」


    「いや、別に悪くはないと思うよ」


    　あっさりと砂さ野のは言った。御月が顔を上げると、そこには頼もしい微笑ほほえみがある。この人は本当に、どんなわがままも甘えも受け止めてくれる──そう思わせた。


    　胸が、とくんと鳴る。


    　やがて松林の中の、少し開けた場所に出た。


    　と、砂野は御月に一歩近づく。


    「俺じゃダメかな？」


    　大きな手が、繊せん細さいなガラス細工を扱うみたいに、御月の肩を優しく抱き寄せた。


    「俺が君の〝お母さん〟になってあげる」


    　砂野の顔が近づいてくる。意外とまつげが長いことに気づく。その瞳が、じっと御月を見つめている。


    　どう答えるべきか、自分の心が一瞬わからなかった。


    　鷹たか兎とさんは伽か夜よのことが好き。私の方を振り向いてはくれない。


    　だったら新しい恋を探してみるのもいいかもしれないと、心のどこかがささやく。


    　でも……。


    　二人の唇くちびるが触れ合う寸前で、御月は顔をそらした。


    「……御月ちゃん？」


    　御月は肩をよじって彼の腕をほどく。


    「ごめんなさい、彼氏いないって言いましたけど……でも、好きな人はいるのです」


    　ぺこりと頭を下げた。


    　砂野は目を丸くして一瞬固まる。


    「……えーっと……」そしてばつが悪そうに頭をかいた。「謝あやまらなくてもいいんだけど、でも好きな人がいるって本当？　それとも俺、全然君のタイプじゃない？」


    　御月はぶんぶんとかぶりを振る。「砂野さんはとってもいい人です。でも私、やっぱり諦あきらめられない人がいるのです。それに砂野さんのこと、よく知らないですし」


    「諦められない、ねぇ。もしかして彼女のいる男の子に片想いしちゃったとか？」


    「……そんな感じです」


    　砂さ野のは、ふぅん、と呟つぶやく。


    「片想いでも恋は恋。それで君が幸せなら、俺の出る幕じゃないんだろうけど」


    　でもほっとけないんだよな、と彼は言った。


    「だって君、とても寂しそうな目をしているよ」


    　まつげの長い瞳が、御み月つきの瞳をじっと覗のぞき込む。


    「もしつらい恋なら──俺が忘れさせてあげたいな」


    　ドクン。


    　御月の心臓が早はや鐘がねを打ち始めた。


    　彼の言葉が、眼まな差ざしが、心の隙すき間まにじわっと染しみ込んでくる。


    　だがそれは心地いいだけではなかった。かすかな不安も呼び起こす。


    （知り合って十分ほどしか経っていないのに、キスしようとしてきたから？）


    　それもあるだろう。見た目は真ま面じ目めな体育会系だが、意外と遊びの恋に慣れているのかもしれない。本気で好きになったら、思わぬ大おお火傷やけどを負う可能性がある。


    　しかし、そういうことではない。


    　言葉では説明できないなにかを彼は持っている。危険を匂わせるなにか。オーラのようなもの。目を見ることで、砂野が今の御月の寂しさを言い当てたように、御月も彼の目を見て感じ取った。動物的勘かんが警告を発する。彼は危ない、と。


    　足が震ふるえて動かなくなる。心しん拍ぱく数がさらにドクドクと上がった。


    　それでも──危険でも構わないと思っている自分がいる。なにもかも忘れて楽になりたがっている自分がいる。自分が自分じゃなくなっていくみたいだ。


    　体中から嫌いやな汗が噴き出し、松林のひんやりした風に冷やされて寒気が走る。


    　そのとき、松林の外から声が聞こえた。


    



    　御月さーん、いますか～。


    



    　鷹たか兎との声だ。


    　鷹兎が自分を捜さがしている。鷹兎が……捜しに来てくれた！


    　御月の体が、砂野の瞳の魔力から解き放たれる。「すみません、私、行きます」


    　すくんでいた足が動いた。胸の中に温かい感情が湧き上がる。やはり自分はこの温かさに身をゆだねたい──そう思って声のしたほうに走りだそうとした。


    　だが。


    「逃がさないよ」


    　突然首になにかが絡からみつく。「にゃ──」悲鳴を上げようとした口にも瞬またたく間まに巻きついて塞ふさがれてしまう。白くて表面がざらざらしたなにか。それがなにかわかる前に、ひゅんっという音が聞こえたかと思うと、背中に衝撃が走った。


    「────ッッ!!」


    　激痛が御み月つきの意識を引き裂く。その裂け目から真っ黒くてどろりとしたものが流れ込み、意識を浸しん食しよくする。


    〝おとなしく俺と恋に落ちていれば、もっと気持ちよく魂たましいを抜いてやったのに〟


    　砂さ野のの声が、まるでガラス越しのようにくぐもって聞こえた。


    　それを最後に──ブラックアウト。
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    「おーい、御月さーん、おーい」


    「ミツキ～、どこ～」


    　ミスコン会場から姿を消してしまった御月を捜さがして、鷹たか兎ととハルハは海岸沿いを歩いた。伽か夜よ、ジェーンも別の場所を捜索している。


    　堤てい防ぼう道路に面して松林があった。


    　中は松の木にびっしりと埋うめ尽くされ、薄暗く、見通しは悪い。いかにも夜や獣じゆうが隠れていそうで、パトロールの際は何度もチェックした場所だ。


    「御月さーん、いますか～」


    　呼びかけながら林の中を覗のぞき込む。


    　夜中に懐中電灯の明かりでこの中を調べたときは、下へ手たなお化け屋敷よりよっぽど怖いと思った。今は昼間だが、それでもどこか不気味な気配を感じる。こんなところに御月がいるだろうか。


    　正直に言えば、この林の中に入るのは気が進まない。


    　でも御月がいるかもしれないなら、やはり調べないわけにはいかないだろう。


    　鷹兎が悩んでいると、ハルハが声をかけてきた。「ねぇタカト、あそこにお店がいっぱいあるよ。ミツキ、あそこにいるんじゃない？」


    　ハルハの指差す先に、海の家が建ち並んでいる。


    　「そうだね、行ってみよう」と言い、鷹兎は歩きだそうとした。


    　──ビシィッ！


    　松林の中から音が聞こえた。


    　生木がへし折れるような音？


    　いや、鞭むちでなにかを打ちつけたような音？


    「タカト、今……」ハルハも聞こえたようだ。


    「い、行ってみようか……？」


    　こうなっては調べないわけにはいかない。


    　おっかなびっくり林に足を踏み入れて、しばらく中を進む。「み、御み月つきさーん、いるんですか～」すると先のほうに少し開けた場所が見えた。


    （こんなところがあったんだ。パトロールのときには気づかなかったな）


    　松の根っこを乗り越えて、陽ひの光が差し込むその場所に出る。と、ハルハが驚きの声を上げた。


    「あ！　ミツキいた！」


    　明るい広場の隅、松の木こ陰かげで御月がぐったりと横たわっている。その横で、三十代中頃のやせ形で小柄な男がしゃがみ込み、御月の体に手をかけていた。びっくりした顔で振り返る。


    　真っ先に鷹たか兎との脳のう裏りに浮かび上がったのはジェーンがくれた情報。夜や獣じゆうは人間を操あやつって獲え物ものを集めているかもしれない、ということ。


    「なッ……」


    　ミスコンは御月の優勝に決まった。つまり御月が、夜獣をおびき出すおとりになったのだ。


    　それで早速狙ねらわれたのか？


    「御月さんになにをしているッ!!」


    　鷹兎の怒声に男はビクッと震ふるえた。「え……あ……ち、違うんだ……！」尻しり餅もちをついて、ぶるぶると首を横に振る。そのままお尻をこするように後ずさった。


    「逃げるな！」


    　もしこの男が夜獣と関係しているなら貴重な情報源となるだろう。あるいはすでに御月が、なんらかの攻撃を受けた可能性もある。絶対に逃がすわけにはいかない。


    「ミツキ、ミツキ、しっかりして！」


    　ハルハが御月を揺さぶった。男は相変わらずの姿勢で後ずさり、松の木にどんと背中をぶつける。


    「違う！　君たちは誤解している！　僕はその子を……か、介かい抱ほうしようとしていただけだ！」


    　たまたま松林のそばを通りかかったら、妙な物音が聞こえてきた。気になって様子を見に行ったら女の子が倒れていた。熱射病かもしれないと思い、介抱しようとしたら、鷹兎たちが現れた。──ということらしい。蟹かに江え恵けい一いちと彼は名乗る。


    「決して、気絶した女の子の体にいたずらなんかしていない！　信じてくれ！」


    　どうやら蟹江は、自分が暴行魔か痴ち漢かんだと勘違いされていると思っているようだ。いや、そのように演技しているだけかもしれないが。


    　鷹兎は警戒を緩ゆるめず、いざとなったら強硬手段に出るため、『僕が合図をしたらすぐに変へん化げして』とハルハに耳打ちし、それから「物音って、どんな音でしたか？」と問い詰めた。


    「どんな音って……なんか、〝ビシィッ〟って感じだったけど……」


    　その音は鷹たか兎とも聞いた。だがそれは、御み月つきをこんな目に遭あわせた犯人にも聞くことができた音だ。まだ疑いは晴れていない。


    　そのとき、「うぅう……」と呻うめき声が上がった。御月だ。目を覚ましたのだ。


    「ミツキ！」


    　ゆっくりと体を起こそうとした御月にハルハが飛びつく。御月は押し倒されるように背中を打って、痛そうな表情を珍しくはっきりと見せた。


    「御月さん、大丈夫ですかっ？」


    　鷹兎は御月の傍かたわらに駆け寄る。額ひたいにうっすらと脂あぶら汗あせを浮かべながら御月は頷うなずいた。


    「背中を怪け我がしたので全然平気というわけではないですが、なんとか大丈夫なのです」


    「うわぁ、血が出てるっ！　御月、痛そう……」


    　起き上がった御月の背中を覗のぞき込み、ハルハは我がことのように顔をしかめる。鷹兎も思わず息を呑のんだ。三十センチ近くもある大きなみみず腫ばれが、肩の辺りから肩けん胛こう骨こつを越えて、一直線に走っていた。ところどころ皮ひ膚ふが裂け、ハルハの言うとおりジクジクと血が滲にじみ出している。


    「すぐに医者に診みせたほうがいい」蟹かに江えが真顔で言った。「ただその前に、僕の疑いを晴らしてくれないか。君は、自分がなんでこんなところに倒れていたのか覚えているかい？」


    　御月は『……誰？』という顔で蟹江を見て、それから首をひねった。


    「私は……浜辺で出会った男の人に連れられ、ここに来て……急に後ろから襲おそわれたのです」


    「その人の特徴は思い出せるかな？」


    「えっと……背が高くて、二十歳くらいで……スポーツマンっぽい人でした」


    　ほら！　と蟹江が鷹兎を見る。今御月が言った人物像は、蟹江の外見とは似ても似つかない。少なくとも御月を襲ったのは彼ではないようだ。鷹兎はおとなしく頭を下げる。


    「すみません、疑ったりして申し訳ありませんでした」


    「いや、わかってくれればいいんだ。誤解が解けてよかったよ」


    　蟹江はほっとしたように微笑ほほえんだ。


    「……？」話の流れがわからないせいか、御月はまた首をひねる。「鷹兎さん、そちらの方は、どちらさまですか？」


    「え？　ああ……この方は蟹江さんです。御月さんが倒れているのを見つけて、介かい抱ほうしようとしてくださったんです」


    「蟹江……さん？」御月はじーっと蟹江の顔を見つめた。鼻をぴくぴくと動かす。


    「──さてと」蟹江はすっくと立ち上がった。「鷹兎くんだっけ？　どうやら君たちは知り合いだったようだね。じゃああとは任せてもいいかな？　僕はこの辺で失礼させてもらうよ」


    「あ……はい、わかりました。どうもありがとうございました」


    　鷹兎は一礼し、蟹江の背中を見送る。


    　そうだ、ジェーンさんに連絡を入れなきゃ──と思い出した。


    　携帯を開いてボタンを操作しようとすると、


    「待ってください、砂野さん」


    　御み月つきが、松の木立に消えていこうとする彼を呼び止めた。


    　蟹かに江えの足が止まる。


    　一呼吸置いてから、彼は振り返った。「もしかして僕のことかな？　僕は蟹江だよ。蟹江恵けい一いち。砂さ野のって誰だい？」


    「すみません、まだ頭が混乱しているみたいで間違えたのです」


    「あぁ、なるほど」蟹江は静かに微笑ほほえむ。「それで、僕にまだなにか用かい？」


    「ごめんなさい、ちょっと待っててくれますか」


    　御月は、鷹たか兎との脇わき腹ばらをつんつんとつつき、ほかの誰にも聞こえないくらいの小声で囁ささやいた。


    『あの人から、私を襲った人と同じ匂いがします』


    「……えっ？」


    『しーっ』


    　御月は蟹江のほうを見ながら続ける。


    『鼻を近づけて匂いを嗅かげばはっきりするでしょうが、でも多分間違いないです』


    『匂いって……確かなんですか？』


    『私、出会った人の顔は忘れても、匂いは忘れないのです』


    　そういえば、ホテルの前で再会したときも、御月は匂いを嗅いで確認してきた。


    『で、でも……見た目は全然違うんですよね？　その、御月さんを襲おそった人と』


    『だからおかしいのです。いくらなんでも普通の人間には、変装で身長まで変えたりはできません。それからまだ言ってませんでしたが──私を襲ったのは、おそらく夜や獣じゆうです』


    『!?』


    　鷹兎は危あやうく叫ぶところだった。


    「ねぇ、まだかい？　いったいなんの内緒話をしているのかな？」


    　蟹江は焦じれたように、少し声を張る。


    「す、すみません、もうちょっと──」必死に平静を装よそおったが、声がかすれていた。鷹兎は慌あわててつばを飲み込む。


    　御月はつまり、蟹江が夜獣なのではないかと言っているのだ。


    『だけど夜獣なら……陽ひの光の下には出られないんじゃないんですか？』


    『そうなのです。だから私にも、なにがなんだかわかりません』


    　そう言って御月は首をかしげる。わかりませんと言われては、聞いてるほうはもっとわからない。ただ彼女が本気なのはわかった。いつもの冗じよう談だんを言っているわけではなさそうだ。


    （なんとか、この人が夜獣かどうか確かめる方法はないだろうか……？）


    　もし蟹かに江えが夜獣なら、朝から晩までパトロールをしても見つけられなかった夜や獣じゆうとついに接触できたことになる。奴を、このチャンスを、逃のがすわけにはいかなかった。


    （だけど、どうすれば……）


    　彼が夜獣であることを証明する方法がわからない。


    　御み月つきの背中の傷も気になった。たいしたことなさそうにしているが、あれだけの傷が痛くないわけがない。早く医者の元へ連れていかなければ。


    「なぁ君たち、悪いけどもう失礼させてもらうよ。実はこのあと急ぎの用事があってね。御月さん、お大事に。それじゃあ」


    　ついに痺しびれを切らしたように蟹江は早口でまくしたてると、背中を向けて今度こそ立ち去ろうとした。


    （そうだ！　ラングレンさんの能力を使えば──）


    　ラングレンの能力は人間にしか効かない。平手打ちをして、催さい眠みん状態にならなければ夜獣確定だ。だが今からジェーンを呼んでここに来てもらうまで、蟹江を引き止めておくことは難しいだろう。今すぐ判別しなければならない。今すぐ、彼の背中が見えているうちに！


    「か、蟹江さん！　あれ！　あれを見てくださいッ！」


    　鷹たか兎とは上を指差した。


    　蟹江は怪け訝げんそうな顔をして振り返り、鷹兎の指差すほうへ視線を向ける。


    　今だ！　鷹兎は囁ささやいた。


    『ハルハ、隠おん形ぎようを使って！　急いで！』


    『え？　わ、わかった』


    「鷹兎くん、空がどうかしたのかな？　別になにも──おや？」


    　目線を戻した蟹江が、鷹兎たちを見て眉根を寄せる。


    「あの子はどこへ行ったんだい？　あの日焼けした肌の女の子は……」


    「ここにいますよ」


    　鷹兎は隠形を使っているハルハを手で示す。


    「ここに、だって？」狐きつねにつままれたような顔で蟹江は言った。「どこにもいないじゃないか。……もしかして、からかっているのかな？」


    　蟹江の視界には確実にハルハの姿が入っているだろう。もし彼が夜獣なら、隠形を使っているハルハが半透明のホログラフィーのように見えているはずだ。しかし今の反応からは、〝見えているのに見えていないふりをしている〟という雰ふん囲い気きはまったく感じられなかった。


    　鷹兎は最後の一押しをする。これで駄目なら、今この場で彼が夜獣であると断定するすべはない。


    『……ハルハ、変へん化げして』


    　ハルハは頷うなずき、みるみる姿形を変えていった。


    「からかってなんかいませんよ。ほら、ここにちゃんといるじゃないですか」鷹たか兎とは、まばたきもせずに蟹かに江えを観察する。


    「……その辺の木の陰にでも隠れているのかい？」彼は呆あきれ顔で頭をぽりぽりかいた。「まいったなぁ、ほんとに急いでいるんだけど。なぁ、もういいだろ？」


    　ハルハの変へん化げが終わり、白のビキニがぱさりと地面に落ちる。大剣と化したハルハが棒倒しの棒のように倒れる前に、鷹兎はしっかりと柄つかをつかんだ。


    　鷹兎の身長にも匹敵する、巨大な鉄くろがねの刃──ソード・ハルハ。


    　しかし蟹江は、まるで驚いた様子もない。


    「今のを見ても、なんとも思わなかったんですか？」


    　鷹兎は確認した。


    「今のをって……今なにかあったのかい？　僕にはさっぱりわけがわからないな。なぁ君、こんなことをしてふざけている暇ひまがあったら、早くその子を救護所に連れていきなさい」


    　蟹江の口調が、生徒を注意する教師のような、少し厳しいものに変わる。


    　それで鷹兎は、ほぼ確信した。


    「じゃあやっぱりあなたは夜や獣じゆうだ」
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    　　　　　　　　　　１


    



    　天に掲かかげるようにソード・ハルハを振り上げ、二本の腕で勢いよく振り下ろす。ぶんっ、と空くうを切る音。切っ先を蟹かに江えに向けて、それっぽく構えの姿勢を取る。


    「鷹たか兎とさん……!?」さすがの御み月つきも目を見開いていた。蟹江への疑ぎ惑わくが確信へと変わった理由がわからないらしい。


    「やじゅう……だって？」


    　蟹江はやれやれとため息をついた。「またわけのわからないことを……。いったい君はなにがしたいんだ？　それはなんのポーズだい？」


    「あなたは驚くべきだったんです」


    　御月同様、まだ理解していない蟹江に、鷹兎は証しよう拠こを指差して教える。


    「それを見たときに」


    　鷹兎の指差す先にあるもの、それは地面に落ちたハルハの水着。


    「それは……さっきの日焼けの子が着ていた水着じゃないか。いつの間に──」


    　…………。


    　蟹江ははっとした顔で硬直した。


    　どうやら理解できたようだ。


    「その水着は、影かげ子こが使う隠おん形ぎように反応して、影子能力のない人間からは見えなくなります」


    　まだわかっていなさそうな御月に、鷹兎は説明する。


    「つまり水着も一緒に隠形状態になるのです。でも影子の体から離れれば反応は止まり、水着の隠形状態は解けてしまいます」


    　さっきなにが起こったのか。ハルハの変へん化げが進み、大剣と化した体から水着が取れて、地面に落ちた。


    「もし彼が影子能力と無縁の人間だったら、突然宙から水着が現れて、地面にぱさっと落ちるのを見たはずです。驚かないわけがない。でもこの人にはもっと気になるものが見えていた。だからそれどころじゃなかったんです」


    「……あっ」


    　御月にもようやく理解できたようだ。


    　鷹兎は蟹江をキッと睨にらむ。


    「あなたには大剣に姿を変えたハルハが見えていた。だけど必死に見えてないふりをした。だから水着が〝見えていてもいい状態〟になったことに気づかなかったんだ！」


    　蟹江は答えなかった。


    　顔がうつむく。口元がいやらしそうに歪ゆがむ。


    　クク……クハハハハ……。


    　肩を揺らして笑いだした。


    「渋いねェ、君」


    　声色が変わる。顔つきが変わる。


    「〝影かげ子こ使い〟とかいうやつだな。もしかして、そっちのお嬢ちゃんもか？」


    　蟹かに江えは舐なめるような視線で御み月つきを見た。鷹たか兎とは御月の前に立ち、その視線を断ち切る。


    「おやおや、ご立派なナイトさまだ」


    　フンと鼻を鳴らし、蟹江は身構えた。


    「派手なことはするなと言われているんだ。騒ぎになって砂浜から人がいなくなったら、俺の獲え物ものがいなくなるからな。街に出てもいいんだが、やはり海のほうが女がひっかかりやすいんでね」


    　ぶらりと垂たれ下がった蟹江の右腕から、白いなにかがさらさらとこぼれ落ちる。


    「だがな、実のところ俺は、派手に暴れるのが大好きなんだ。女をたらし込んで魂たましいを奪うやり方は嫌いじゃなかったが、正直物足りなさもあった。暴れたい、暴れたいと騒ぐ気持ちを、ずっと抑えつけてきたんだぜ。自分を偽いつわって生きるっていうのは、本当につらいことだよな。でも……クハハハ、もう君たちにばれちまった。ばれちまったらしょうがない。作戦変更。ここからは派手にやらせてもらうぜ」


    　心底嬉うれしそうに蟹江は笑った。


    　鷹兎は携帯を御月に投げ渡して叫ぶ。


    「ジェーンさんに連絡を！」


    　その一瞬、鷹兎の注意は蟹江から離れた。蟹江はニヤリと笑えみ、右腕を振り上げる。「ありがとう、よそ見をしてくれて」


    　鷹兎が向き直るのと、蟹江が右腕をぶんと振り回したのは同時だった。蟹江の右手から白いなにかがまき散らされ、鷹兎の目を潰つぶす。砂だ。「うあ！」鷹兎は呻うめいて、たまらずまぶたを閉じた。


    「鷹兎さん、奴が逃げます！」


    　御月が叫ぶ。砂の目潰しをうまくかわしたようだ。鷹兎が痛みに耐えながら必死に片方の目を開けると、松の木立に飛び込む蟹江の背中が見えた。


    　くそ！　なにが〝派手にやらせてもらう〟だ。逃げる隙すきを狙ねらっていただけじゃないか。鷹兎は心の中で毒づき、目をこすりながら慌あわててあとを追う。


    「クハハハ、勘かん違ちがいするなよ。俺は逃げてるんじゃない。いいところに案内してやろうとしてるんだぜ！」


    　木立を縫ぬうように駆け抜ける蟹江。巨大なソード・ハルハをもてあましながら、鷹兎は必死に追いかける。追いかけながら考える。


    （追いかけて、追いついたら──僕は奴と戦うのか？）


    　ソード・ハルハの力は未いまだ未知数だ。どんな能力なのかもわかっていない。はっきり言えば、現時点ではただの巨大な剣。


    　戦えるのだろうか？　夜や獣じゆうと。


    （いや、でも、こうして逃げるところをみると、もしかしたら奴は弱いのかもしれない）


    　暴れるのが好きというのは単なるはったり、人間の魂たましいを奪うことに特化した非戦闘夜獣──だとしたら〝ただの剣〟でも勝てるかもしれない。


    　やるとしたら最初の一撃が勝負。こっちの実力を測られる前に、一いち抹まつのためらいもなく、全力を叩たたきつけるのだ。〝喧けん嘩かの必勝法は、相手より先に本気になることだ〟と、元不良のボクシングチャンピオンが言っていたのをどこかで聞いた覚えがある。


    　前を行く蟹かに江えが松林の外に出た。鷹たか兎とは覚悟を固めて薄暗い松林から飛び出し、まぶしい太陽の洗礼を受ける。一瞬目がくらむ。


    　そこは鷹兎たちが歩いてきた堤てい防ぼう道路。青い空と海を背景に蟹江が待ち構えていた。


    「ククク、ここがいいところだ。ただし俺にとってな」


    　ガードレールに寄りかかる蟹江は、人を馬鹿にしたような薄ら笑いを浮かべている。きっと奴はまだ本気になっていない。チャンスだ。最初の一撃が勝負！


    「……そんなの知るか！」


    　鷹兎は駆け寄り、力任せにソード・ハルハで斬りつけた。鈍にぶい銀色の刃やいばが、蟹江の肩口から深々と食い込み、反対側の脇わき腹ばらへ抜けて真っ二つに切り裂く。勢い余ってガードレールまで叩きつけた。胴体から切り離された蟹江の頭と右肩は、堤防道路の端からまるでゴミのように落下する。


    「!?」


    　奇妙な感触だった。夜獣の体の構造など知らないが、肉や骨を断ち切った手て応ごたえがまったくなかった。あっけなさすぎる。


    「クハハハハ──」


    　落下する蟹江が鷹兎をあざけるように笑った。


    　ドサッ。


    　ガードレールに手をかけて、鷹兎は下を覗のぞき込む。砂浜に落ちた蟹江と目が合った。彼は鷹兎を見上げて、まだおかしそうに笑っている。


    「クククク。なぁ鷹兎くん、どうして俺が真っ昼間から外に出られると思う？」


    　確かにそれは謎だった。なぜ夜獣が太陽の下で平気なのか？　蟹江の口調から察するに、その謎こそが、体が真っ二つになっても強気でいられる理由なのだろう。


    （わからない……。太陽も平気。斬られても平気。こいつまさか〝無敵〟なのか？　いや、いくらなんでも頭を潰つぶされれば無事ではいられないはず……！）


    　鷹たか兎とはガードレールを乗り越え、思い切って──飛んだ。


    　堤てい防ぼう道路から下の砂浜まで三メートル弱。ソード・ハルハを逆手に持ち替えて、杭くいを打つように夜や獣じゆうの頭を貫つらぬいた。衝撃が腕を駆け抜け、鷹兎は思わず柄つかから手を放してしまう。「ぅうッ！」そして砂浜に倒れ込んだ。


    　ズキズキと疼うずく手首を押さえながら、必死に起き上がって確認する。ソード・ハルハは砂地に深く突き刺さり、まるで夜獣の墓ぼ標ひようのようだ。


    　やっつけたのか？　呻うめき声の一つも上がらなかったけど……。鷹兎は注意深く近づく。


    　次の瞬間、歪ゆがんだ笑みの張りついた蟹かに江えの顔がぼろりと崩れた。


    （……えッ……!?）


    　ソード・ハルハの打ち込まれた裂け目から亀き裂れつが走り、ばっくりと割れる。連れん鎖さするように頭全体が、肩が、右腕が、解けた氷山のように崩ほう壊かいし、粉々になって砂にまぎれてしまう。いや、まるで初めから砂で出来ていたかのようだ。


    「鷹兎さん！」


    　上から声がした。御み月つきだ。ガードレールから身を乗り出し、鷹兎に告げる。


    「奴の体が、砂になって崩れてしまいました！」


    　そのとき、砂浜の地面がもこっと盛り上がった。


    　ラインを描くように次から次へと盛り上がり、蟹江の頭があった場所から、海のほうへ向かって連つらなっていく。まるでモグラが地面の下を掘り進んでいるみたいだ。


    （奴は……夜獣は……まだ生きている！）


    　盛り上がりは砂浜の真ん中でぴたっと止まる。


    　と、まるで老人のような太く濁にごった声が、まさしく地の底から響いてきた。


    「グハハハハハ。先に名乗ってやろう。俺の本当の名前は〝隠イン靡ビ〟。死んでも忘れるな」


    　ゴゴ……ゴゴゴゴ…………ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ!!


    　地鳴りが聞こえたかと思うと、次の瞬間、地面が揺れだした。激しい縦たて揺れに、浜辺にいた人々が悲鳴を上げる。こんなときに地震!?　いや、違う!!


    　砂浜の真ん中で、地面が突とつ如じよ隆起した。いびつなドーム状にふくらみ、みるみる大きくなる。頂点の砂が流れ落ち、中から巨大な物体が現れた。直後、長くて丸みを帯びた物体が地面から次々と突き出す。パワーショベルのような関節があり、途中で折れ曲がって、わきわきと不気味に蠢うごめく。


    （あれは……脚ッ？　地面からなにかが這はい出そうとしている！）


    　すぐに正体はわかった。


    　それは──髑どく髏ろ。


    　巨大な、高さ七、八メートルもありそうな〝頭ず蓋がい骨こつ〟が、砂さ塵じんを巻き上げて勢いよく姿を現した。底部、つまり首の骨につながるはずの部分から五対つい十本の歩脚が生えていて、規則正しくぞわぞわと動く。一番前の一対はいわゆる〝腕〟のようで、先端がハサミとなっていた。蟹かにだ。右のハサミのほうが圧倒的に大きく、胴体部である髑どく髏ろにほぼ近いサイズがある。


    「まるでシオマネキなのです……」


    　御み月つきが呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。


    　海水浴客たちは、突然現れた巨大髑髏を見上げパニックを起こし、悲鳴を上げながら逃げ惑う。隠イン靡ビと名乗った夜や獣じゆうは愉ゆ快かいそうに笑いながら、それを追いかけた。大きなハサミをなぎ払って人々をはじき飛ばし、またそのハサミを海の家に振り下ろして、めちゃくちゃになるまで叩たたき潰つぶす。先ほど隠靡本人が言っていたとおり、ただただ派手に暴れることを楽しんでいるみたいだ。


    　鷹たか兎とは砂に刺さったソード・ハルハを引き抜いて、じっと見つめる。


    （ただ大きいだけの剣で、あんなでかい化け物に勝てるわけない……）


    　鷹兎は過去二体の夜獣を倒した。いったいどうやって？　記憶をたぐり寄せようとすると頭が痛くなる。「うぐっ……」どうしても思い出せないが、とにかく過去の自分には夜獣を倒す力があった。その力があれば、奴と戦うことができるかもしれない。


    「御月さん、僕は以前、どんなふうに戦っていたんですか!?　ハルハはなにに変化していたんですか!?」


    　御月はガードレールを飛び越えると、鷹兎の横に着地し、うっと呻うめいて膝ひざを突いた。鷹兎はぎょっとする。「み、御月さん、背中の傷が……！」さっき以上に血が滲にじみ出し、赤黒く濡ぬれ光っていた。今のジャンプで傷口が広がってしまったのかもしれない。しかし御月は立ち上がり、荒い呼吸で「平気です」と呟いた。


    「鷹兎さんの武器はショットガンでした。ハルハさんはショットガンに変へん化げしていたのです。その弾たまはあらゆるものを内部に吸収しながら進み、それを〝開放〟することで爆発させることもできました」


    　ショットガン、爆発──まったく記憶にない。でも、


    「その武器なら、あいつとも戦えそうですね……」


    　ソード・ハルハの柄つかを握り締め、呼びかける。「ハルハ、ショットガンだよ。ショットガンに変化して！」


    　鷹兎の本当の能力は、〝ハルハをイメージどおりの形態に変化させること〟だとジェーンは言った。もしそうなら、イメージすればショットガンに戻すことも可能なはずだ。ショットガン、ショットガン、鷹兎は必死に念じる。頭の中に『う～～～ん』と唸うなるハルハの声が響いた。だが、


    『……ごめんなさい、タカト。ハルハ頑張ったけど、やっぱり変われないよ……』


    　ソード・ハルハは、ソード・ハルハのままだった。


    　ハルハが剣に変へん化げできたのは、ラングレンの暗示があったからだ。意識の奥深くに〝ハルハの変化＝イコール剣〟という公式を強く焼きつけられたので、明確にイメージすることができたのである。ただ頭の中でショットガン、ショットガンと唱となえる程度のイメージコントロールでは、鷹たか兎との能力は使いこなせないのだろう。


    「鷹兎さん、ここはいったん逃げましょう。そして──」


    　御み月つきが鷹兎の腕をつかんで引っ張った。そのとき、少女の悲鳴が上がる。


    「パパ！　パパ～ッ！」


    　廃はい屋おく同然と化した海の家のそばで、脚を負傷したらしい男性が地面に倒れていた。その横にへたり込んで、幼い少女が泣いている。隠イン靡ビは高笑いと共に、巨大なハサミを振り上げた。「グハハハハハ！　これは悩むぞ。殺してしまったら魂たましいが抜き取れない。だがもう我慢できそうにないな！」


    　そして振り下ろされるハサミ。涙に濡ぬれた瞳を愕がく然ぜんと見開く少女の上に。


    「やめろォ──ッ!!」


    　鷹兎は思わず叫んでいた。距離はここから三十メートルほど離れている。どんなに走っても間に合わない。叫ぶことしかできない。


    　激しい衝撃音。風圧で砂煙が四方に爆はぜる。


    　御月が小さな悲鳴を上げ、砂から目を守るため手で顔を覆おおった。鷹兎も同じく両の腕で顔を覆いながら、心の中で恐怖とも怒りともつかぬ声を上げ続ける。死んだ。死んだ。死んでしまった。目の前で、なんの罪もない人たちが殺された！


    　初めて目撃した〝殺人〟に、膝ひざがガクガクと震ふるえだす。


    　砂をはらんだ風はすでにやみ、舞い上がった砂の粒が煙えん幕まくのように眼前を覆い隠していた。しかし海風に吹かれ、すぐに散っていく。


    「……!?」


    　巨大なハサミは、少女の頭上三十センチほどで止まっていた。


    「なんだこれは……？」


    　隠靡はハサミを持ち上げる。鷹兎たちのいる場所からはよくわからなかったが、呆ぼう然ぜんと空を仰ぐ少女の頭の上になにかがあった。紙のように薄く、透すけるようなブルーのなにか。


    「ふぅっ、まさしく間かん一いつ髪ぱつだったな」


    　頭上から声が降ってくる。


    　鷹兎が見上げると、堤てい防ぼう道路の上に、縞しま模様の入った腕を掲かかげる伽か夜よの姿があった。
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    「伽夜先輩！」


    　鷹たか兎とは安あん堵どの声を上げる。彼女の姿を見た瞬間、心の中で渦うず巻いていた恐怖がかき消された。「間に合ってよかったのです」と、御み月つきもほっとしたように呟つぶやく。


    　松林で鷹兎が渡した携帯を使い、御月はジェーンに連絡を入れていたのだった。そしてジェーンから伽か夜よに、夜や獣じゆう出現の事態が告げられていた。


    「私のほうが近かったから先に到着できた。すぐにジェーンさんもやってくるだろう。そうしたら鷹兎、ラングレンのかけた暗示を解いてもらえ。その剣では夜獣との戦闘は無理だ」


    　堤てい防ぼう道路の上から指示を出す彼女の姿を、隠イン靡ビは眼球の入っていない二つの穴で凝ぎよう視しする。


    「……一人増えたか」チッと舌打ち。「小娘が、人の楽しみを邪じや魔ましおって」


    　いらだちを示すようにハサミを開いては閉じ、ガチン、ガチンと打ち鳴らす。


    「黙れ、夜獣」伽夜は、ふ、と鼻で笑った。「相手なら私がしてやる。ただし楽しむことはできないだろうがな」堤防道路からひらりと飛び降りると、鷹兎たちの元にやってくる。「二人とも無事か？」


    「僕は平気です。でも御月さんが背中を……」


    「背中を？」伽夜は御月の背中を覗のぞいて、うっと眉をひそめた。


    「ふん、小娘がいっぱしの口を利ききよる。……後悔するんじゃないぞ！」


    　隠靡は叫び、カーブを描く横移動で猛然と接近してくる。八本の脚が機械仕掛けのように蠢うごめき、地面が揺れる。攻撃圏内に入ると同時に、隠靡は高々と上げたハサミを勢いよく振り下ろした。それを受け止めようとするかのように、伽か夜よが縞しま模様の手を掲かかげる。
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    「むん！」


    　かけ声と共に、彼女の影かげ子こ・しましまの能力によって作り出された防御シールドが鷹たか兎とたちの頭上に展開し、隠イン靡ビのハサミと衝突した。すさまじい衝撃音が鷹兎の鼓こ膜まくをつんざき、驚きのあまり思わず足がすくむ。風圧で砂さ塵じんが舞い上がる。


    　クリアブルーのシールドは、ひび一つ入らず、今の一撃に耐えきっていた。


    「安心しろ、鷹兎、御み月つき。ジェーンさんが来るまで、私が君たちを守る！」


    　伽夜が力強く言う。


    　ジェーンが来れば、鷹兎の以前の能力を蘇よみがえらせてもらえるだろう。過去二体の夜や獣じゆうを倒した実績のある能力だ。それさえあれば、この戦いにも勝てるかもしれない。


    



    　だが、その考えは甘かった。


    



    　隠靡のハサミが突とつ如じよ形を失い、流砂のごとく崩れ落ちる。それは意思を持っているかのようにシールドを回り込んで、鷹兎たちの上に勢いよく降り注いできた。


    　鷹兎は理解する。こいつの能力は……砂を自由に操あやつることだ！


    　伽夜と御月が、短い悲鳴を上げる。


    （二人が──危ない！）


    　気づいたときには、鷹兎は彼女たちの体を突き飛ばしていた。


    　砂が鷹兎の脚に絡からみついて、身動きが取れなくなる。あっという間に喉のど元まで包み込まれる。「鷹兎！」伽夜の叫び声が聞こえたが、彼女の姿を見るために首を動かすことももうできなかった。まるで拘こう束そく衣ぎを着せられたかのようだ。御月が腰を抜かしたように尻しり餅もちをつき、愕がく然ぜんとした表情で鷹兎を見上げている。こんなにも感情をあらわにしている彼女を見るのは初めてだ。


    「御み月つき……さん……」


    　鷹兎は彼女になにかを伝えようとする。だがなにを伝えればいいのかわからなかった。気にしないで？　あとはお願い？


    　言うべき言葉が決まる前に、鷹兎の全身は砂の中に呑のみ込まれた。


    　なにも見えなくなる。なにも聞こえなくなる。砂はコンクリートのように固まり、指先をぴくりと動かすこともできなくなる。そしてなにより──息ができない！　すぐに苦しくなる。このままでは死んでしまう。


    　死ぬ!?


    　背筋が凍りついた。心臓をぎゅっと鷲わしづかみされたかのような苦痛を覚える。さっき、御月に伝えるべき言葉がなぜ決められなかったのかわかった。死を本気で覚悟していなかったからだ。自分が死ぬということに、あのときはまだリアリティーを感じていなかった。今は違う。じわじわとふくらむ恐怖。死はもう目の前まで迫せまっている。「んううううぅぅぅぅぅッ!!」口を開くこともできず、喉のどの奥で悲鳴を震ふるわせる。呻うめく。戦せん慄りつする。恐ろしさで頭がおかしくなりそうだ。嫌いやだ、死にたくない。苦しい。誰か助けて！


    『タカト、しっかりして！　なんとか脱出する方法はないの!?』


    　ハルハの声が、恐きよう慌こう状態の鷹たか兎との心を稲いな妻ずまのように駆け抜けた。


    （そうだ、ハルハ……僕が死んだらハルハはどうなる……）


    　影かげ子こは、宿しゆく主しゆである影子使いの影に入れないと、徐々に衰すい弱じやくし、やがて死に至るという。


    　鷹兎が死ねば、いずれハルハも死ぬことになるのだ。


    （ハルハが……死ぬ？）


    　死の恐怖が一瞬で吹き飛んだ。代わりに罪悪感が津つ波なみのように襲おそってくる。


    　僕のせいで、ハルハが死んでしまう!?


    「んうううんんうぅぅぅううううう～～～ッ!!」


    　文字どおり、死にものぐるいで手足に力を込める。


    　もがこうとする。だが動かない。びくともしない。今の自分にできることを必死に考えた。なかった。


    　絶望。


    　僕はもうすぐ死ぬ。


    　頭が次第にぼうっとしてくる。


    　恐怖も苦しさも白い霧きりに包まれていった。


    　諦てい観かん。


    　もうどうしようもない。


    　わずかに残った意識で考える。僕は無駄死にじゃない。


    　伽か夜よ先輩と御み月つきさんを助けられた。


    　伽夜先輩が死んだらしましまも死ぬ。御月さんが死んだらヘカーテも死ぬ。


    　僕は四つの命を守ったんだ。


    　無駄死にじゃない。


    　そう思う。


    （だから……ごめん。ごめんね、ハルハ）


    　閉じたまぶたから涙があふれた。


    　真っ白く塗り潰つぶされた意識の中に、ハルハの姿が浮かび上がる。


    　ハルハは一生懸けん命めいなにかを叫んでいた。


    　しかしその声は、もう鷹兎には届かない──。


    



    「鷹たか兎とォ──ッ!!」


    　伽か夜よが悲鳴にも似た声を張り上げる。


    　隠イン靡ビのハサミは、巨大な球体に変形していた。この中に鷹兎が閉じ込められているのだ。


    「ジェーンさん、早く来てください！　鷹兎さんが……!!」


    　携帯に向かって叫ぶ御み月つき。取り乱すあまり、受話口からのジェーンの声も聞こえていないようだ。壊れんばかりに携帯を握り締め、叫び続ける。


    「グググ……グハハハハハハハ」


    　隠靡は満足そうだった。


    　捕らえた獲え物ものを誇こ示じするかのように、球体と化した〝手〟を伽夜たちに見せつける。


    「さて、あと何秒で窒ちつ息そくするだろうな？」


    



    　　　　　　　　　　３


    



    『ごめんね、ハルハ……』


    　どこまでも続く空間に、鷹兎の力ない声が響く。ここは、変へん化げしたハルハの意識が漂う漆しつ黒こくの世界。


    「タカト、しっかりして、タカト！」


    　ハルハは必死に呼びかけた。だがもう返事はない。ハルハにだって今の状況はわかる。息ができなければ──死んでしまう。


    　先日、鷹兎の家の庭で、ひっくり返った蟬せみを見つけた。そーっとつついてみたが、ぴくりとも動かない。昨日まではうるさいくらいに鳴いていただろうに、今はまるで物のように静止している。命の抜け殻がら。あれが死だ。


    「嫌いやっ……！」


    　蟬の死し骸がいのイメージと鷹兎の姿が重なり、ハルハはぞっとした。背筋が凍り、全身がぶるぶると震ふるえる。早く、早く、なんとかしなければ。でもどうしたらいいかわからない。


    「タカトを助ける方法ならあるわ」


    　突然、後ろから声がした。ハルハは目を見張って振り返る。


    　そこにいたのは──自分だった。


    「え……」


    　自分とまったく同じ姿をした女の子が立っていた。まるで鏡を見ているかのよう。ただその女の子は、呆ぼう然ぜんとするハルハを見て意地悪そうに笑った。


    「気持ちはわかるけど、驚いている場合じゃないわ。タカトを助けたい──そうでしょう？」


    「た……助けたい！」ハルハは駆け寄って、女の子にすがりつく。「できるの？　じゃあお願い！　タカトを助けて！」


    　女の子は満足そうに頷うなずいた。「ええ、いいわ。私だってタカトを助けたいもの。ただし条件があるの。あなたの体を私によこしなさい」


    　ハルハはきょとんとする。「体を……？」


    「そうよ。私の力を使うためには体が必要なの。それも、あなたの意思で引き渡してくれないと駄目なのよ。今の私が無理やりあなたの体を操あやつっても、百パーセントの力は発揮できないし、すぐに限界が来てしまうわ。それではタカトを助けることはできない。──私の言っている意味わかる？　わからないわよね。あなた、おバカさんだから。要するに、これからあなたの体は私のものってことよ」


    　女の子は、ハルハの反応などお構いなしでしゃべり続ける。


    「ふふふ、やっとこの日が来た。私ね、ずっと羨うらやましかったの。あなたばっかりタカトに愛されるのを見て、とても悔くやしかったわ。でもこれからは私がタカトに愛される番よ。さぁ、覚悟を決めなさい。まさか嫌いやだなんて言わないわよね？」


    「体をあげれば、タカトを助けられるの？　うん、いいよ」


    「え……？」


    　あっさりとハルハは頷うなずき、女の子は毒気を抜かれたような顔で目を点にした。


    「あなた……わかっているの？　私に体を引き渡したら、もうタカトに抱っこしてもらったりできないのよ？」


    「……そうなの？」


    「そうよ！　〝いい子いい子〟もしてもらえないのよ。もちろんおしゃべりだってできなくなるわ。タカトの作ってくれるご飯も食べられないし、一緒に寝ることもできなくなるのよ」


    「そうなんだ。──うん、わかった」


    「わかってないわ！」女の子は声を荒らげる。「わかっているなら、どうしてそんな簡単に答えられるの!?　タカトに愛されて、あなた幸せだったんでしょう？　その幸せがすべて失われてしまうのよ！　泣きなさいよ！　〝そんなのやーん〟って、だだこねなさいよ！」


    「だってこのままじゃタカト死んじゃう!!」


    　ハルハは、女の子の言葉をさえぎるように叫んだ。


    　彼女の言っていることには、よくわからない部分もある。ただ、もう二度と鷹たか兎とに甘えることはできなくなる、ということは理解できた。だけどそんなことはどうでもいい。鷹兎の命以上に、ハルハが失いたくないものなどない。


    「お願い、助けられるなら早くして」


    　女の子の瞳をじっと見つめ、決然たる声で言った。


    　彼女はハルハの視線から逃げるように目をそらし、手負いの猛獣のように唸うなる。そしてもう一度、わかってないわ、と呟つぶやいた。


    「……タカトが死んでしまったら、どっちにしろ幸せは失われてしまう。だったらタカトが助かったほうがいい。そう思っているんでしょう？　えぇ、そのとおりよ。でもね、あなたやっぱりわかってないわ。真まっ暗くら闇やみの中、独りぼっちで膝ひざをかかえて、幸せに満ちた日々を過ごすもう一人の自分を眺めるつらさ、悲しさを」


    　女の子は手のひらをハルハの前に突き出す。「せいぜい苦しみなさい」


    　ハルハは笑った。


    　鷹たか兎ととおしゃべりできなくなるのは寂しい。鷹兎と一緒に寝ようとしたときのあの気持ち、あのドキドキの正体を確かめることも結局できなかった。ほかにもいろいろ、心残りがないわけではない。


    　でも鷹兎を助けることはできるのだ。


    　今の自分は、きっとさっきの鷹兎と一緒。自分の身を犠ぎ牲せいにして伽か夜よと御み月つきを守った彼と同じ気持ちを抱いている──そう思うと、寂しさの中に嬉うれしさが入り混じって、なんともいえない微笑ほほえみが浮かんだ。


    「タカトが無事なら、それでいいよ」


    　ぱん、と女の子の手のひらを叩たたく。


    　バトンタッチ。


    



    「さて、あと何秒で窒ちつ息そくするだろうな？」


    　にやけた声で笑う隠イン靡ビ。伽夜と御月の取り乱しようが、隠靡にとってこの上ない愉ゆ悦えつなのだ。笑いが止まらない。むき出しの顎あごの骨がカタカタ鳴る。


    　笑いながら、わざとらしい口調で「いや、あるいは──」と言い、鷹兎を閉じ込めた球体状の〝手〟を高く高く突き上げた。


    「中の小こ僧ぞうがグチャグチャになるくらいに、この〝手〟を地面に叩たたきつけて、今すぐとどめを刺してやったほうが親切というものかな。どう思う？」


    　すぐに振り下ろさなかったのは答えを待ったからではない。


    　伽夜が、御月が、言葉を失い、絶望に顔を歪ゆがめた。それが見たかった。


    「グハハハハハハハハハハ！　今、楽にしてやる！」


    「やめろオオオオオオオオッ!!」


    　伽夜が悲痛な声で叫ぶ。その声も聞きたかった！


    　隠靡は渾こん身しんの力を込めて〝手〟を振り下ろそうとした──まさにそのとき。


    〝手〟に亀き裂れつが走り、砂煙をまき散らしながら真っ二つに割れた。
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    「なに……？」


    　隠イン靡ビがあっけに取られて呟つぶやく。


    　割れて分離した半球体は、地滑りを起こすようにスライドし、宙に投げ出された。


    　さらに粉々に砕けつつ、地面に向かって落下する。


    　と、砂の破片の中から人影が現れた。


    「鷹たか兎とォッ！」


    　伽か夜よが縞しま模様の入った腕を伸ばす。シールドが現れ、鷹兎の体を宙で受け止めようとする。だがその体はシールドの上でバウンドし、そこから五メートルほど下の地面まで落下した。


    　どさっ、と音を立てて。


    〝手〟が形を失い、ただの砂に戻って流れ落ちていくのを、隠靡は呆ぼう然ぜんと眺める。


    



    　地面に落ちた鷹兎は、意識を取り戻してううっと呻うめいた。


    　口の中がジャリジャリする。咳せき込んで砂を吐き出し、よろよろと上半身を起こした。


    （僕……まだ生きている……？）


    　いったいなにがあったのか。確か自分は砂の塊かたまりに閉じ込められて……。


    「なにやらやっかいな力を持っているようだな、小こ僧ぞう」


    　後ろで声がした。振り返ると、脚の生えた巨大な髑どく髏ろ──隠靡がすぐそばで鷹兎を見下ろしていた。


    「……!!」寝起きのような惚ほうけた頭に緊張感が戻ってくる。そうだ、まだ夜や獣じゅうとの戦いは終わっていなかった。ソード・ハルハを拾って、慌あわてて立ち上がろうとするが、先ほどの酸欠状態のせいでめまいを起こし、倒れるように膝ひざを突く。


    　隠靡を挟はさんで反対側から伽夜が駆け寄ってきた。御み月つきも一緒だ。


    「大丈夫か、鷹兎ッ！」「鷹兎さん!!」


    「邪じや魔まだ！　引っ込んでいろ！」


    　隠靡は怒声を発し、砕けた〝手〟を伽夜たちに向ける。次の瞬間、いびつな断面がぞぞっとふくれ上がり、元の巨大なハサミが再生、その股またの部分から大量の砂が噴き出した。「ムウウッ！」「うにゃあッ！」二人は砂の流れに呑のみ込まれてしまう。


    （伽夜先輩、御月さん！）


    　まだ朦もう朧ろうとする頭に喝かつを入れ、必死に起き上がろうとした。上から隠靡の声が降ってくる。さっきの怒声とは打って変わり、恐ろしいほど冷静で落ち着いた声だった。


    「貴様で遊ぶと、とんだしっぺ返しを喰らいそうだ。もう終わりにしよう」


    　鷹兎のいる辺りが急に影に覆おおわれる。顔を上げて理解する。隠靡の大きなハサミが振り下ろされたのだ。それは一瞬で命を刈り取るギロチンの刃のよう。鷹兎はソード・ハルハを頭上に掲かかげる。これでガードしようだなんて思わなかった。あの巨大なハサミをガードできるなんて思えなかった。ただ単に恐怖に駆られ、反射的に取った行動。


    



    　鉄と鉄がぶつかり合うような硬い音がはじけた。


    　腕、肩、腰こし、膝ひざへ、ぐんと負ふ荷かがかかる。体が沈む。


    　刹せつ那な、頭の中で声が響いた。『大丈夫よ、タカト。これが私の力──』


    　ハサミの勢いが止まった。


    　いや、止めた。


    　鷹たか兎との腕に信じられない力が宿り、押し潰つぶそうとする力と拮きつ抗こうする。


    　だがその拮抗は一瞬。


    　鷹兎はハサミを──ぐぐっと押し返した。


    　ふと気がつくと、自分の手が真っ黒だった。


    （なんだ、これ……!?）


    　手のひらから、マグマのように熱いなにかが流れ込んでくる。


    　肌を染める黒は、まるで意思を持っているかのように動いて肘ひじまで浸しん食しよくした。


    　二本の腕に宿った力がさらに勢いを増す。


    　その力は腕からあふれ出し、焦しよう熱ねつと共に全身を駆け巡る。


    「グゥッ……こ、この能力は……!!」隠イン靡ビの呻うめき声。


    　ソード・ハルハとハサミの接点から亀き裂れつが走った。


    　亀裂は一瞬で蜘く蛛もの巣のように広がる。


    『タカト、目を閉じて！』再び声がした。鷹兎はそれに従う。


    　そして隠靡のハサミは粉々に砕け散った。


    



    　砕け散ったハサミが砂さ塵じんと帰きす。鷹兎は顔を振り回して砂を払い、まぶたを開いた。驚きよう愕がくに口を大きく開ける隠靡の姿が目に入る。


    　燃えるように熱い二本の腕。この熱さが、鷹兎の腕に宿った力の源みなもとなのだと、感覚的に理解した。湧き上がる力を早く発散しろと要求するかのように、熱は骨の髄ずいをじりじりと焦こがす。鷹兎は走りだした。助走をつけて跳び上がる。


    　ソード・ハルハの柄つかを四十五度回転させて握り、渾こん身しんの力を込めた。


    「だああああああああああああああッ!!」


    　ほとばしる気合いと共に、隠靡の下した顎あごに叩たたきつける。刃ではなく面で捉えたソード・ハルハは鈍どん器きと化した。衝撃インパクトが、砂で出来た隠靡の内部を一瞬で駆け抜ける。


    　隠靡の下顎は、爆発するがごとく木こっ端ぱ微み塵じんに崩ほう壊かいした。


    「グアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア……!!」


    　轟とどろく悲鳴。八本脚の支えが力を失って倒れ、胴体が砂浜に落ちる。


    　重たそうに、ゆっくりと。


    　ずうんっ。
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    　舞い上がった砂煙から抜け出すと、鷹たか兎との頭の中でまた声が響いた。


    『素晴らしいわ。私の力があればタカトはもっと強くなれる。私たちこそ最高のパートナーよ。そう思わない？』


    　にっこりと笑うハルハのイメージが脳のう裏りに浮かぶ。でもその笑い方はいつもと違った。


    「君は……ハルハじゃない、もう一人の……」


    『そんな言い方はやめて』彼女の表情が曇くもる。『もう一人のハルハ──確かにそうよ。でもあなたに言われるととても悲しくなるわ。私は私。ちゃんと一人の存在として見てほしいの』


    「あ……ご、ごめん」


    　鷹兎が謝あやまると、彼女は少し機き嫌げんを直したように、くすっと微笑ほほえんだ。


    『……とりあえずは〝リア〟と呼んで。私が自分で考えた名前よ。でも本当は気に入っていないの。だからいずれあなたに名前をつけてほしいわ。ハルハのようにね』


    「ハルハ……そうだ、ハルハはどうしちゃったの？」


    　リアの顔から表情が消える。


    　事務的な声が言う。


    『……タカト、まだ終わったわけじゃないのよ。今は夜や獣じゆうを倒すことに集中して』


    「え……」リアの声は、静かだが有う無むを言わせぬ迫力があり、鷹兎はそれ以上尋たずねることができなくなった。「う、うん……わかっ──」


    　注意はしていたつもりだ。


    　だが予想外の攻撃に鷹兎は反応できなかった。


    　舞い上がる砂煙の中から、鞭むちのような触手が二本飛び出して鷹兎の脚に絡からみつく。あっと思ったときには、鷹兎の体は上下逆転し、宙に吊り下げられていた。ひっくり返された勢いでソード・ハルハを手放してしまう。さらに二本の触手が現れ、鷹兎の腕を縛る。


    　落ちたソード・ハルハがどすっと砂浜に突き刺さった。


    「その剣で瘴しよう気きを吸い取る──それが貴様の能力か」


    　海風がびゅうと吹き、砂煙が散らされる。触手は隠イン靡ビの口の中、喉のどの奥から伸びていた。


    　地面の砂が隠靡の体に吸い寄せられ、粉ふん砕さいされた下した顎あごがみるみる再生していく。


    「俺は瘴気で砂を操あやつる。その瘴気を吸い取られたら、俺の能力は打ち消されてしまう。やれやれ、なんてやっかいな奴だ」


    　脚に絡まる触手が勢いよく左右に開き、鷹兎の股こ関かん節せつが広げられる。隠靡がなにをしようとしているのかすぐにわかった。松の葉を裂くように、股またから引きちぎるつもりだ！


    　鷹たか兎とは脚に力を入れて抵抗する。ソード・ハルハを手放しても、全身には未いまだ力が残っていた。だが宙吊りにされた体はどうにも踏ん張りが利きかない。徐々に、徐々に、脚は広げられ、股こ関かん節せつの可動域限界に近づく。激痛が走り、骨がみしみしと悲鳴を上げた。あと少しで折れる──そう予感する。恐怖の入り混じった叫び声が喉のどの奥から込み上げた。そのとき、目の前を高速のなにかが飛ぶように横切った。


    　鷹兎を縛る触手のすべてが一瞬で切断される。


    　宙を落下しながら鷹兎は見た。


    　軽かろやかに着地する少女の後ろ姿を。黒毛に覆おおわれた指先から伸びた鋭い爪を。


    　どさっと鷹兎は頭から落ちる。一瞬、目から火花が飛び散った。ズキズキと痛む頭を押さえながらも急いで起き上がる。


    「み……御み月つきさん！」


    　人じん猫びよう形態に変へん化げした御月が振り返り、長い黒髪が舞うように閃ひらめいた。頭の上の猫耳がぴょこんと動く。御月が変化できたということは──辺りを見回すと、堤てい防ぼう道路の上にほっとした顔の伽か夜よがいた。いつの間にか移動したようである。そこから少し離れたところにワンボックスカーが停車していて、その横にジェーンの姿があった。彼女がヘカーテを連れてきてくれたのだろう。ジェーンは親指を立てた手を鷹兎に向けてぐっと突き出す。


    　御月が駆け寄ってきて、手に持っているなにかを差し出した。「はい、どうぞ」


    　月ユエ老ラオの腕輪だ。御月はすでに装備済みで、右腕にはめた腕輪を掲かかげ、目顔で促す。


    「鷹兎さん」


    　鷹兎も慌あわてて腕輪を装着し、


    「み、御月さんっ」


    　名前を呼び合うことで発動条件が満たされた。腕輪に埋うめられた石から、赤い光の糸が伸びてお互いを結びつける。「うっ！」体中に衝撃が走った。「にゃうッ！」御月が目を見開き、びくっと背筋を震ふるわせる。


    「グッ……邪じや魔まだと言ったはずだ、小娘が!!」


    　怒声を轟とどろかせ、隠イン靡ビがハサミを構えた。つけ根の部分から大量の砂が、鷹兎たちを目がけ噴出される。「うわっ……！」鷹兎は反射的に両の腕で顔を覆おおった。御月は隠靡を睨にらみ、微動だにしない。


    　クリアブルーのシールドが二人の前に展開し、吹きつける砂をすべてさえぎった。


    「言ったろう。二人は私が守ると」堤防道路の上の伽夜が、縞しま模様の入った腕を構えて不敵に微笑ほほえんでいた。


    「グウウ、ええい、うっとうしい！　そんなに殺してほしいなら、まずは貴様からだ！　そこを動くなッ!!」


    　八本の脚を蠢うごめかし、隠靡が体の向きを変えようとする。


    「鷹たか兎とさん、奴を足止めするのです」御み月つきが言った。「私はこっち、鷹兎さんはそっちから行ってください」指で方向を示す。鷹兎は砂浜に刺さったソード・ハルハを引き抜いて頷うなずいた。


    　二人は左右に分かれて走りだす。鷹兎は時計回り、御月はその逆。


    「光って唸うなる！　超振動クロー！」


    　キィィィィィィィィィン！　御月の爪が甲かん高だかい音と共に真っ白く輝きだした。走るスピードはさらに増し、流星のような白い軌き跡せきを描えがきながら、爪は隠イン靡ビの左側の脚を次々とえぐる。すさまじい速さで振動し、空気との摩ま擦さつで超高熱に達した超振動クロー。その爪つめ痕あとは真っ赤に灼やけ、砂の融ゆう点てんを超えてドロリと溶けた。まるで傷口から血があふれ出すかのようだ。


    　損傷部位が隠靡の巨体を支えるだけの強度を失い、一本、また一本とへし折れていく。


    　鷹兎も走った。ソード・ハルハを高く水平に構えて全力疾走。走りながら隠靡の脚に刃をひっかける。バットでボールを打つ瞬間のような気持ちいい手て応ごたえを感じつつ、そのまま力任せに駆け抜けた。「だああああああああああああああああッッッ！」


    　ボシュッ！　隠靡の脚は、爆はぜるように砂煙をまき散らして、あっけなく切断される。切り離された先端部位は、ただの砂に戻って風に流される。


    　続いて二本目、三本目の脚も叩たたき斬った。斬りながら砂に含まれた瘴しよう気きを吸い、吸いながらまた斬る。手のひらから新たな力が流れ込み、腕の黒く染まった部分がさらに進行した。そして四本目も切断。


    　前から順に支えを失った隠靡は、バランスを崩して斜めに倒れる。


    　髑どく髏ろの顎あごをしたたかに打つように、隠靡の胴体は勢いよく地面に叩きつけられた。
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    　地面が揺れ、鷹兎は危あやうく転びそうになった。よろめきながらもなんとか走り、隠靡の後頭部が見える位置で御月と合流する。


    「鷹兎さん、潜在能力は覚かく醒せいしましたか？」


    　御月が尋たずねてきた。彼女の爪はすでに超振動クローを解除していたが、二人の月ユエ老ラオの腕輪は光の赤い糸で未いまだしっかりと結ばれている。だが、


    「……いいえ、まだ覚醒していません」


    　先ほど、月ユエ老ラオの腕輪が発動したとき、鷹兎の体には衝撃が走った。しかしそれだけである。秘められた能力のイメージ、その片へん鱗りんも脳のう裏りに浮かばなかった。やはり鷹兎と御月では、潜在能力の覚醒するレベルが違うのだろう。もっと高いレベルで腕輪が発動しないと鷹兎の潜在能力は目覚めないのだ。「そうですか……」と、御月は残念そうにうつむいた。


    「ウググ……許さん、許さんぞ貴様らァ！」


    　隠靡の怒号がほとばしる。次の瞬間──鷹兎はぎょっとした──隠靡の後頭部が、突とつ如じよ顔面に変化したのだ。


    （砂を自在に操あやつれるってことは、体の前後を作り替えることもできるということか……！）


    　憤ふん怒ぬの唸うなり声を上げる隠イン靡ビ。その口から触手が飛び出す。鷹たか兎とは反応できない。だが御み月つきの動体視力は、様々な曲線を描えがいて接近してくる触手の一本一本をしっかりと捉えていた。目にもとまらぬ動きでかわし、次々に切り落としていく。


    　しかしその程度のことで奴にダメージを与えているとは、鷹兎には思えなかった。砂がある限り、どれだけ破壊しても隠靡の体は元どおりに修復してしまうだろう。現に隠靡の脚は早くも再生を始めている。


    　このままじゃダメだ。御月に守られながら鷹兎は考えた。


    　隠靡の巨大な姿は、おそらくほとんど砂で出来た作り物。きっとその中に本体がひそんでいる。今も、さっき蟹かに江え恵けい一いちに化けていたときも、そうやって日光を防いでいたのだろう。どうすれば奴を陽ひの光の下もとに引きずり出してやることができる？


    「奴の体中の瘴しよう気きを一気に吸い取ってしまえば……」


    　先ほど、奴は言った。瘴気を吸い取られたら、砂を操る能力は打ち消されてしまう、と。ならばその瘴気を吸い尽くしてしまえば、日光をさえぎる砂の鎧よろいは崩壊するはず。


    　問題はそれをどうやってやるかだ。一気に吸うためには奴の体にソード・ハルハを突き刺すしかないだろう。そして奴は当然それを放ってはおかない。瘴気を吸わせまいと攻撃してくるはずだ。ソード・ハルハは奴の体に刺しているのだから、その間の鷹兎はまったくの無防備となる。つまり血を吸っているところをバチンとやられる蚊かと同じ運命だ。


    （伽か夜よ先輩のシールドを期待する？　でも……あのシールドは出現した位置に固定される。瘴気を吸っている間の僕は、隠靡の体に張りついている状態だから、奴がもがき暴れたら、伽夜先輩はどこにシールドを張ればいいのかわからなくなるだろう）


    　じゃあどうすればいい？


    「奴に邪じや魔まされずに最後まで瘴気を吸い取るには……」


    　行き詰まった思考に焦あせりを覚えながら呟つぶやくと、御月の猫耳がぴくっと動いた。


    「にゃううッ」一息に四本の触手を切り落とし、大声で叫ぶ。「伽夜さん、私、鷹兎さんと登ります！　足場を作ってください！」


    「ムッ、な、なにィ？」


    　戸と惑まどい顔の伽夜をよそに、御月はぐるりと体の向きを変えて走りだした。瞬またたく間まに鷹兎の背中に回り込む。「ど、どうしたんですか、御月さん!?　登るって──」脇の下と膝ひざの裏を後ろからぎゅっとつかまれた。勢いよく持ち上げられて、視界が九十度回転。え？


    　気がつけば鷹兎は御月に抱きかかえられていた。いわゆる〝お姫さま抱っこ〟状態だ。脇の下に御月の胸が押しつけられ、むくりと起き上がった煩ぼん悩のうが戦いの緊張感を蝕むしばもうとする。だがそれはつかの間のこと。野生のチーターにも匹敵するという瞬発力で御月はロケットスタートした。静から動への加速はすさまじく、鷹たか兎との首は激しく揺らされ、ぐきっと嫌いやな音を立てる。「ぐえッ」そして一瞬前に鷹兎たちがいた場所へと、無数の触手が殺到した。空気を切るひゅんという音が耳元をかすめたかと思うと、鞭むちのごとくしなる触手は地面を打ちつけ、砂が爆はぜる。あと少し彼女のダッシュが遅れていたら──背筋に冷たいものが走った。


    　砂煙を上げて爆走しながら、御み月つきが伽か夜よに合図を送る。「お願いしますッ！」


    「伽夜さん、さっきのエアホッケーを思い出すのデス！」ジェーンが叫んだ。


    「ム、ムウウ、こ……こういうことかッ!?」なかばやけくそといった感じで、伽夜はしましまの憑ひよう依いした手を宙に掲かかげた。


    「なんだか知らんが、やらせるかァッ!!」隠イン靡ビがハサミを高く持ち上げ、横よこ薙なぎにフルスイングする。正面から迫るハサミをまばたきもせずに見み据すえながら、御月はよけようともせず、むしろハサミに向かって跳んだ。迫りくるハサミの相対速度はすさまじいスピードで、鷹兎は悲鳴を上げる間まもない。


    　ハサミが十センチの距離まで肉薄。


    　その刹せつ那な、伽夜のシールドが鷹兎たちの前に現れ、ハサミと激突した。鼓こ膜まくを突き抜ける衝撃音に、鷹兎は危あやうく気を失いそうになる。そして御月はシールドに足をかけ──勢いよく蹴けった。三角飛びの要領で上へと跳躍する。跳んだ先には再びシールドが現れ、御月は同じように蹴って跳ぶ。それを繰り返す。シールドの現れる位置・タイミングは完かん璧ぺきだった。


    （そうか、伽夜先輩はさっきのエアホッケーで、御月さんの打ったパックの軌き道どうを完全に見切っていた。その応用だ……！）


    　御月がシールドをキックする角度・強さを見て、次のシールドの最適な出現位置を瞬時に計算しているのだ。御月はそれを信じて思いっ切りジャンプする。伽夜と御月、二人の呼吸は長年来のコンビのようにぴったりと合っていた。


    　いつしか鷹兎たちは、地上から十五メートルほどの高みにまで登り詰める。


    　視線の先には、遠く遥はるかに広がる水平線。


    　強風がびゅうと唸うなりを上げて、御月の黒髪をはためかせる。


    　下を向けば、隠靡の髑どく髏ろのてっぺんがはっきりと見えた。


    　地上で鷹兎たちを見上げている伽夜が、ジェーンが、人形のように小さい。


    　最後のキックで、御月は髑髏の中央に向かって跳ぶ。「さぁ鷹兎さん、思う存分吸ってください」御月はそう言うと、お姫さま抱っこをしていた手をぱっと放した。「え、ちょ、ちょっと……！」鷹兎は宙に放り出される。隠靡の頭の上まで、高さ三、四メートル。必死にもがいて着地体勢を取り、ソード・ハルハを下向きに構える。


    　だんっ、と着地。痺しびれる脚。落下の勢いを殺さないように柄つかを強く握り締め、ソード・ハルハで隠靡の脳天を思いっ切り穿うがった。刀身の三分の二近くが隠靡の頭に打ち込まれる。


    （この瞬間から僕は無防備だ。御月さんが──守ってくれるのか？　ええい、ここまで来たらもうやるしかない！）


    　鷹たか兎とは二本の腕に意識を集中した。


    　ソード・ハルハを経へて、煮えたぎるような瘴しよう気きの奔ほん流りゆうがどっと流れ込んでくる。


    



    　　　　　　　　　　７


    



    　ソード・ハルハの突き刺さる裂け目から、パキッと音を立てて亀き裂れつが走った。


    「グオオ、やめろ、吸うなああああッ！」


    　苦く悶もんと怒いかりの混ざる叫び声が、振動となって鷹兎の足をびりびりと震ふるわす。隠イン靡ビの頭の表面から無数の触手が飛び出し、鷹兎に向かっていっせいに伸びた。左右の腕と首に触手が絡からみつき、強引に引きはがそうと鷹兎の体を引っ張る。首が絞まる。「うぐぐぐ」鷹兎は決してこの剣を放すまいと、ソード・ハルハを握る手に渾こん身しんの力を込めた。


    「邪じや魔まは──」全身をバネのように縮ちぢめてから力いっぱいシールドを蹴けり、御み月つきが弾だん丸がんのごとく跳ぶ。「させないのです」


    　爪が唸うなる。空気を切り裂く音がする。伽か夜よのシールドが完かん璧ぺきにフォローすることで、御月は一度も隠靡の頭に触れぬまま跳躍を繰り返した。鷹兎に絡みついた触手はことごとく切り裂かれる。それはあっという間のことで、鷹兎にはすべての触手がまったく同時に切断されたかのように思えた。


    「鷹兎さんは奴の瘴気を吸うことに集中してください！」


    「は、はい！」


    　鷹兎は自分の腕に全神経を傾ける。いつの間にか、肩を越えて胸の辺りまで真っ黒に染まっていた。心臓がどくんと震え、ますます力が湧わき出してくる。


    　パキッ、パキパキッ──ソード・ハルハの突き刺さった裂け目から、さらに亀裂が広がった。亀裂は植物の根のように幾いく度どとなく分岐する。また大本の裂け目からは新たな亀裂が次々と増ぞう殖しよくし、蜘く蛛もの巣のごとく周囲に散っていった。まるで涸かれた大地に地割れが生じているかのようだ。


    「オオオ、おのれちょこまかと蠅はえめェッ!!」


    　隠靡はハサミを振り上げ、まさに頭上の蠅を追い払うように振り回したあと、ぶんと振り下ろした。鷹兎はぎゅっと目を閉じる。潰つぶされる！　だがソード・ハルハを放して逃げようとはしなかった。今はただ自分の役目を果たすのみ。


    　すでに御月は跳んでいた。


    　ハサミを迎え撃とうと、天を駆け上るように躍る。接触の寸前で体をぐるりと回転させ、


    「猫キック!!」


    　上方向への変則ローリング・ソバットが炸さく裂れつ。ハサミをはじき返す。


    「伽か夜よさん！」「うむ！」


    　その短いやり取りだけで、シールドが最適の位置・角度で現れ、御み月つきはそれを蹴けって跳んだ。同時に、彼女の爪が再び真っ白に輝きだす。はじいたハサミを追いかけ、下から突き上げるように爪を走らせた。


    「しょおおおおりゅうううううううううッ!!」


    　爪が、隠イン靡ビのハサミを深くえぐる。裂けた切り口は赤々と燃え、そこから溶けた砂がマグマのように噴き出した。ハサミの一部がドロリと崩れ落ちる。


    　その頃、鷹たか兎との体を浸しん食しよくする黒は、首から上を残して全身に広がっていた。今まで経験したことのない力の充実感を覚えつつ、体が内側から焼けるような苦痛にも見舞われ、歯を食い縛ってじっと耐える。脳のう裏りのリアが心配そうな声を上げる。


    『タカト、これ以上吸うのは危険だわ。あなたの体が持たないかもしれない』


    　そんな気はしていた。だがここで投げ出すわけにはいかないと、鷹兎はぶんぶんと首を横に振る。ここまで頑張ってくれた御月と伽夜のためにも、なんとしてでもやり遂とげなくては。


    　ひび割れが隠靡の胴体をくまなく埋うめ尽くした。


    　細かく砕けた側面がぼろぼろとはがれ落ちていく。


    　肌を浸食する黒い部分がぞわぞわと喉のど元もとを迫せり上がり、鷹兎は途端に息苦しくなった。


    　と、不意に足元の感触が変わる。ソード・ハルハを中心に、隠靡の体の一部が粉々に割れてただの砂に戻っていた。砂の領域はドミノ倒しのように周囲へ広がっていく。あと一息だ！


    「グハハハハハハハハハァ────ッ!!」


    　瞬間、まさしく鷹兎は意表を衝つかれた。


    　隠靡は断末魔の叫びを上げるでもなく、大声で笑いだしたのだ。体を揺さぶって笑い、その身の崩ほう壊かいをさらに加速させる。それでも構わず笑い続けた。鷹兎は落っこちないようにソード・ハルハの柄つかにしがみつく。


    （なんだ……やけくそになったのか……？）


    　しかしその笑い声を聞いていると、背筋にぞくっと悪お寒かんが走った。追い詰めたはずなのに、追い詰められているような気すらしてくる。なんて禍まが々まがしい哄こう笑しよう。


    「俺がなぜ笑っているか、わかるか？」


    　その問いに鷹兎は答えられなかった。ただ沈黙を返す。


    　隠靡はさらに機き嫌げんをよくしたようで、笑い声を喉の奥で転がした。ぐっぐっぐ。


    「正直な話、俺は頭を使うのがあまり好きではない。なぜなら面倒くさいからだ。だがなにかを閃ひらめく瞬間というやつは嫌いじゃあない。だから笑っているのだ。つまりなにが言いたいかというと──」


    　ぼろぼろに崩れて、だいぶ形を失った顎あごがぎこちなく動き、こう告げる。


    「貴様らを皆殺しにするいい方法を閃いたぞ」


    　突然、隠イン靡ビの脚のつけ根が胴体から外れた。ただの砂に還り、巨大な胴体部を支えることができなくなったのだ。隠靡の胴体は砂浜にズシンと落下し、その衝撃で完全なる崩ほう壊かいを迎えた。ソード・ハルハの刺さったところから真っ二つに割れて、あとは雪崩なだれのように流れ落ちていく。あっという間に巨大な砂山が二つ出来て、鷹たか兎とはそのてっぺんから裾すそ野のまでを転がるように落ちた。「うわああああッ」


    　ごろごろ、ずざざーっ。


    　下まで落ちてからもしばらく転がって、ようやく止まる。


    　だが目を回している暇ひまはない。よろけながらも必死に立ち上がり、奇跡的に手放さなかったソード・ハルハを構えて周囲に目を凝こらした。


    （僕らを皆殺しにする方法だって？　い、いったいどんな……）


    　注意深く砂山を観察する。


    　頂上付近でなにかが動き、鷹兎はびくっとした。しかしそれは、小さな流れが砂山の表面をさらさらと滑っていっただけだった。ふぅとため息をつく。


    　静かな波の音が耳に染しみ込んできた。その穏やかな音は、戦いのさなかである今この瞬間にはとても不似合いだった。


    　水平に張られたシールドに乗って隠靡の崩壊から難を逃れていた御み月つきが、空中でくるりと一回転しながら鷹兎の横に着地する。


    「変ですね。なにも起こらないのです」


    「そ、そうですね……」


    　おかしい。


    　鷹兎の胸に一つの疑念が湧わき上がる。皆殺しにする方法なんてただのはったり、奴に騙だまされたのではないか、と。そして気づいた。自分はものすごい失敗をしでかしたのかもしれない。


    （まさか……しまった、逃げられた!?）


    　堤てい防ぼう道路のガードレールから身を乗り出してジェーンが叫ぶ。「鷹兎さん！　伽か夜よさんと月ユエ老ラオの腕輪を発動させてくだサイ！」


    「ジェーンさん、それよりも……奴は地面にもぐって逃げてしまったのでは!?」


    「ノー!!」厳しい声が鷹兎を一いつ喝かつした。「奴が逃げたとしても、任務が一からやり直しになるだけデス。それよりも、もし奴が本当になにかをやる気なら、それを迎え撃つための準備は今しかできマセン。いいから早く腕輪を発動しなサイ!!」


    　ジェーンの叫び声には焦あせりの色が滲にじんでいた。その声に尻しりをひっぱたかれるように、鷹兎は慌あわてて伽夜に向かって腕輪を掲かかげる。伽夜もすでに鷹兎に向かって同じ姿勢を取っていた。


    「か、伽夜先輩！」


    「鷹兎！」


    　腕輪に埋うめられた赤い石がぽぅと輝き、光の糸を射出する。糸は互いを目指して一直線に進み、接触の寸前、螺ら旋せんを描いて絡からみ合う。結ばれる。そして二人をつなぐ赤い糸となる。


    　先ほど御み月つきと腕輪を発動させたときと同様、全身に電流のような衝撃が駆け抜けた。


    「…………!?」


    　なにもかも先ほどと同様。


    「鷹たか兎とさん、どうしました？」


    　呆ぼう然ぜんとする鷹兎の肩に、御月がそっと触れる。


    「め…………目覚めなかったんです……」


    　わけがわからなかった。鷹兎は堤てい防ぼう道路の二人に向かって叫ぶ。「潜在能力が覚かく醒せいしませんでした……!!」


    「な、なにィ？　そんな馬鹿な！　私は覚醒したぞ！」


    　伽か夜よは目をむき、愕がく然ぜんとした。鷹兎にだって信じられない。かつて伽夜と月ユエ老ラオの腕輪を発動させたとき、間違いなく鷹兎の潜在能力は覚醒した。それなのにどうして？


    「鷹兎さん、伽夜さん、お二人のお互いを想う心が薄れたわけではないなら──それは能力が変わったせいデショウ」伽夜のそばにやってきたジェーンが申し訳なさそうに言う。「ラングレンの暗示で鷹兎さんの能力は銃から剣に変化しマシタ。その変化にともない、鷹兎さんの潜在能力は覚醒するためのレベルが上がってしまったのだと思われマス」


    「レベル……ですか？」伽夜が尋たずねた。


    「イエス、つまり月ユエ老ラオの腕輪をもっと高いレベルで発動させないと、鷹兎さんの潜在能力はおそらく覚醒しないデショウ」


    「そんな……！」鷹兎は言葉を失う。腕輪の発動レベルを上げるとは、二人の心の絆きずなをもっともっと深めるということか。急に言われて、できることではない。いやもしかしたら、どれだけ時間をかけても、月老の腕輪の相性が悪い伽夜とでは無理なのかもしれない。だとしたら伽夜とのパートナー解消は決定的だ。頭の中が真っ白になり、一瞬だが今が戦闘中であることを忘れてしまう。そのとき──、


    「うにゃあああッ！」


    　突とつ如じよ発せられた御月の悲鳴が鷹兎を我われに返らせた。見ると彼女の足元から砂が這はい上がり、ふくらはぎまですっぽりと呑のみ込んでいる。隠イン靡ビの仕し業わざだ！　急いで駆け寄ろうとするが、砂は鷹兎の足にも絡みつき、ずぶずぶと地面の奥へ引きずり込んでいく。


    「く……このっ……！」


    　瘴しよう気きを吸収するべくソード・ハルハを地面に突き刺すと、まるで刺された痛みに呻うめきのたうつように地鳴りが上がった。「うわっ」足元が大きく揺れ、今度は地面そのものがゆっくりと動きだす。ある一点を中心に周囲の砂が地下へと吸い込まれ、辺りは半径十メートルほどのすり鉢ばち状にえぐれていった。鷹兎と御月は、アリジゴクの巣に捕まった哀あわれな虫のように、中心部の穴に向かってずるずると滑り落ちていく。


    「くそ、放せこのッ！」ソード・ハルハで瘴しよう気きを吸収すると、砂の足あし枷かせはすぐに崩れ落ちた。早く御み月つきも解放しなければならない。だが彼女の体はすでに下半分が砂の中に埋うまっていた。


    「御月、今助けるッ！」


    　むん、という伽か夜よのかけ声と共に、御月の体を立体で囲む三次元シールドが出現する。伽夜の潜在能力だ。だが──三次元シールドは御月の上半身を囲ったところで突然消滅した。伽夜は悔くやしそうに歯は嚙がみすると、もう一度、三次元シールドを生成する。今度は中心の穴と御月の間に、すり鉢ばち状の斜面からわずかに浮いた状態で。「二人とも、つかまれッ!!」


    　棺かん桶おけほどの大きさの三次元シールドに鷹たか兎とは飛び乗り、御月の手を取って引き上げようとした。しかし彼女の体はなにかにひっかかったようにがっちりとはまっていて、どうしても地面から引っ張り出せない。瘴気を吸収することで得た怪力は、御月に悲鳴を上げさせることしかできなかった。「にゃううッ……肩が……外れそうなのです……！」


    　脂あぶら汗あせを浮かべ、苦しげに顔を歪ゆがめる御月を見て、鷹兎は思わず力を緩ゆるめる。すると御月の体は、ずずっと胸の辺りまで地面に沈んでしまった。


    （駄目だ、まずは彼女の体を捕らえている砂を無力化しなくちゃ！）


    　鷹兎は左手で御月をつかんだまま、右手でソード・ハルハを地面に突き刺す。「御月さん、もうしばらく耐えてください！」


    「は……はい、なのです……！」


    



    　グハハハハハハハハハハァァ────ッ!!


    



    　必死にあがく鷹兎たちをあざ笑うように、地の底から醜しゆう悪あくな高笑いが響いた。「最後の最後まで諦あきらめないその姿、実にいいぞ！　さぁここからが本番だ。存分に絶望するがいい！」


    　ゴゴゴゴと地面が鳴動する。


    　振動で崩れ始めた二つの砂山から、火山が噴火するかのように大量の砂が噴き上げた。やがて砂山そのものを巻き込みながら、噴き上げる砂は範囲を横に広げ、高さも二十メートルを越えるほどの巨大な壁となる。


    　いや、じりじりと迫ってくるその様は、壁というより津つ波なみだ。その規模は、町を破壊し尽くし、あまたの人命を奪う大災害にも匹敵する。


    　鷹兎は唖あ然ぜんとして、それを見上げた。


    　太陽がさえぎられ、鷹兎たちは影に呑のみ込まれていた。それはこのあとの自分たちの運命を暗示しているかのようである。あれほどの砂が降ってきたら、瘴気を吸い取る能力などなんの役にも立たない。窒ちつ息そくする間まもなく一瞬で押し潰つぶされてしまうだろう。


    「鷹兎、早く御月を救出してくれ！　このままでは君たちを守れない！」


    　伽夜の声に鷹兎ははっとした。そうだ、まずは御月を助けなければ。でも〝このままでは君たちを守れない〟とはどういうことだろう。その答えは、御み月つきの胸元からヘカーテが顔を出して語ってくれた。


    「以前、槇まき村むら家けのデータベースで伽か夜よさんのことを調べたことがあるの。そこに書かれていた内容によると、伽夜さんのシールドは発生時に障害物に接触すると消滅してしまうらしいわ」


    　もし障害物を無視して強引にシールドが生成できるなら、夜や獣じゆうの体を貫つらぬくようにシールドを展開してやればいい。夜獣は真っ二つの輪切りになる。それができないから伽夜は、戦闘面では役立たずというレッテルを父親から貼られてしまったのだ。


    「きっと潜在能力も同じ性質なのね。だからさっき、御月の上半身を囲ったところでシールドは消えてしまったんだわ。鷹たか兎とさん、お願い！　急いで御月の体を引っ張り出して！」


    　つまり砂ごと御月の全身を三次元シールドで囲うことは無理ということか。鷹兎はソード・ハルハで瘴しよう気きを吸収しつつ、御月を引っ張る腕に力を込めた。だが──まだ駄目だ。まだ彼女の体は隠イン靡ビの砂に囚とらわれている。御月が力なく呟つぶやいた。「足首を……つかまれているのです」


    　鷹兎の心臓が早はや鐘がねを打つ。早く、早く、早くしなければ。じゃないと奴が……！　鷹兎はソード・ハルハをさらに深くえぐり込んで瘴気の吸収に全力を尽くした。肌を染める黒は、ぞぞぞと蠢うごめくように鷹兎の顔を這はい上がり、迫せり上がってきた熱が脳みそをちりちりと焦こがす。その熱さに苦く悶もんするようにリアが悲鳴を上げた。『タカト、これ以上吸っては駄目！　残念だけどミツキのことは──』


    「嫌いやだ！　絶対に諦あきらめない!!」


    　感情にまかせて怒鳴ると、脳のう裏りのリアが泣きそうな顔でびくっと震ふるえる。だが鷹兎は怒ったわけではない。どうしようもなく焦あせっていたのだ。そしてついに、鷹兎の最も恐れていた言葉が、砂すな津つ波なみの中から響いてくる。


    「グハハハ、仲間のためにギリギリまであがく貴様らの人間ドラマとやら、充分に堪たん能のうさせてもらったぞ。さて、もういいだろう」


    　隠靡が──満足してしまった。


    　砂津波の迫るスピードが急に増す。


    「…………ッ!!」鷹兎はもはや冷静な判断力を失っていた。頭の中で思考がぐちゃぐちゃにかき混ぜられ、とても命を天てん秤びんにかけられるような状態ではない。


    　だから御月が自みずから選んだ。


    「憑ひよう依い解除」そう呟くと、彼女の胸元からヘカーテが勢いよく飛び出す。人じん猫びよう形態が解かれ、漆しつ黒こくの髪は一瞬で亜あ麻ま色に戻った。ヘカーテは三次元シールドの端にからくもしがみつく。「み……御月、あなた……ッ!?」


    　御月は三次元シールドの縁へりにかけていた左手を離し、鷹兎とつながっていた右手も離した。


    　鷹兎の手は焦しよう心しんの汗にまみれていて、いともたやすくヌルリとほどける。


    「……え？」


    　地面に呑のみ込まれていく御み月つきを、鷹たか兎とは呆ぼう然ぜんと眺めた。


    　御月は微笑ほほえんでいた。


    「鷹兎さん、なにがあっても死なないでくださいね」


    　それから伽か夜よのほうを向き、


    「鷹兎さんをお願いします、伽夜さん」


    　その言葉を最後に、御月の顔が、腕が、砂の中に沈む。鷹兎にもう少し冷静さが残っていれば、もっと早くに動けたかもしれない。慌あわてて伸ばした手は、彼女の人差し指の先端をつかむことしかできず──すぐにずるっと抜け落ちた。


    　手が、そして指先まで砂の中に消え、彼女のすべてが見えなくなる。


    　あっけなかった。


    　鷹兎の理性は消失し、思考が停止する。


    　未いまだ自分と御月をつないでいる、月ユエ老ラオの糸のはかない輝きを見つめながら──、


    「御月ィィィィィィィッッッ!!」


    　伽夜の叫び声が、ただ聞こえた。


    



    　のちに槇まき村むらジェーンはこう語っている。


    「鷹兎さんのために自みずからの命をなげうった御月さんを見て、伽夜さんはとても胸を打たれていマシタ。そしてあのとき、その御月さんの心には大きな変化が生じていたはずデス。なぜなら自分の命を諦あきらめるということは、自分の未来を諦めるということデスからね」


    　それはつまり、鷹兎と恋人同士になれるかもしれない可能性を諦めるということだ。


    　これはあくまで私の推測ですが──と前置きして、槇村ジェーンは述べる。


    「その瞬間、御月さんの心から、伽夜さんを恋こい敵がたきとするライバル意識はなくなりマス。あとに残ったのは、同じ男の子を好きになったという共感シンパシーが生み出す、奇妙な友情だったのではないデショウか」


    



    　御月の沈んだ地面から、もう一本の赤い糸が飛び出す。


    「!?」


    　鷹兎はその糸の行く先を目で追った。赤い糸は伽夜に向かって一直線に突き進む。伽夜のほうからも、それを迎えるように赤い糸がまっすぐ伸びてくる。衝突しそうな勢いで接近する二本の糸は、触れ合う寸前でその先端がキュキュッと螺ら旋せんを描えがき、お互いは強く、固く、絡からみ合った。まるでがっちりと握手を交わすように結びつく。


    　鷹兎と伽夜、鷹兎と御月、そして伽夜と御月、三つの赤い線が組み合わさり、一つの三角形を描き出した。その刹せつ那な、雷かみなりに打たれたような衝撃が鷹兎の体を突き抜ける。


    　その感覚は──前とはちょっと違うけど、でも間違いないッ！


    　さながらデジャビュのように、鷹たか兎とはこの感覚を覚えていた。ついさっきまで知らなかったはずのことを、なぜか今は知っているという不思議な気持ち。


    「月ユエ老ラオの赤い糸が一周……」目を丸くしたジェーンが独り言のように口走った。「まるで〝無限〟を象しよう徴ちようするウロボロスの蛇へびデス……」


    　鷹兎はソード・ハルハを天に向かって掲かかげる。


    「なんだか知らんが、なにをしようと無駄だ！　どいつもこいつも潰つぶれて死ねェッ!!」


    　隠イン靡ビの大だい音おん声じようが轟とどろくと、砂すな津つ波なみがゆらりと揺れ、それからゆっくりと倒れかかってきた。巨大な生き物が、地表のあらゆるものを呑のみ込まんとして口を閉じているようだった。そのスピードは見る間に加速し、もはや今から走って逃げても、安全圏までたどり着けないだろう。


    　鷹兎は微動だにしなかった。


    　自分に秘められた潜在能力をはっきりと理解していた。


    



    「全開!!」


    



    　鷹兎の叫びに呼応するように、ソード・ハルハがまぶしい閃せん光こうを放つ。


    　体中に流れ込んでいた力が、今度は逆にソード・ハルハに吸い上げられていった。皮ひ膚ふを浸しん食しよくしていた黒は見る間に引いていき、両の脚からは力が抜け、危あやうく膝ひざを突きそうになる。


    　光は一瞬収束すると、今度は真上に向かって一直線に伸びた。高く、高く、ついには砂津波に匹敵するほどの高さまで伸び、天を衝つくように屹きつ立りつする。


    　それはまるで雷かみなりをつなぎ止めて刃やいばにしたかのごとき光の剣つるぎ。


    　ブウウンと不ふ穏おんな唸うなりを上げ、時折表面を尺しやく取とり虫むしのようなコロナ放電が這はい回る。


    　鷹兎は降ってくる砂津波をしっかりと見み据すえながら、初めて手にしたときの重量感を二本の腕に感じつつ、ソード・ハルハを思いっ切り振り抜いた。


    「だああああああああああああああああッッッ!!」


    　まさに落らく雷らいのような轟ごう音おんを鳴り響かせ、光の刃は砂津波を両断する。


    　衝撃波をともなった一撃は、砂津波を真っ二つにしただけでは収まらず、爆風さながらに隠靡の砂を吹き飛ばした。岸がん壁ぺきに当たって砕ける荒波のように、砂津波はちりぢりになって形を失う。その中から野球の球たまほどの小さななにかが現れた。


    「ウギャアアアア、まぶしイイイイイイイイイイイイイイイッ！」


    　宙に投げ出され、陽の光を浴びて苦く悶もんするそれは、蟹かにの歩脚を生やした髑どく髏ろ──これこそが隠靡の本体なのだろう。鷹兎は振り抜いたソード・ハルハの刀身を返し、下段の構えに移行。悲鳴を上げる隠靡を睨にらみ、吐き捨てるように言った。


    「うるさい」


    　渾こん身しんの力を込めて振り上げる。


    「ヒイイイイイイイイ──」


    　斬ざんッ。


    　そして断末魔の叫びが止まった。光の刃やいばに切り裂かれた隠イン靡ビは瞬間で黒い影と化し、跡形もなく消滅する。その体内に囚とらわれていた被害者たちの魂たましい──白い輝きを放つ球体──は、光の尾を引いておのおのの肉体へと飛び去っていった。残ったのは隠靡を形作っていた核、すなわち夜や獣じゆうの種。


    　夜獣の種は瘴しよう気きを吸収すれば何度でも夜獣を作り出せる、それはつまり充電式の電池のようなものである。硬い殻からの中には瘴気をためる物質が詰まっているわけだが、その物質は日光に触れるとすさまじい発熱反応を起こす性質があった。夜獣が陽ひの光を嫌うのは、本能的にこれを恐れているからなのだ。


    　今、その夜獣の種に亀き裂れつが走った。


    「いけない！　皆さん、伏せてくだサイッ！」


    　ジェーンが叫んだ直後、夜獣の種は地上から十メートルほどの高さで爆炎に包まれた。
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    　　　　　　　　　　１


    



    　それは猫になりたかった少女の物語──。


    



    「御み月つきちゃん、お願いだから放して。このままじゃ飛行機が出ちゃうわ」


    　御月の母が腕時計を見ながら、少し焦じれたような声を上げる。それでも幼い御月は母の脚にしがみつき、いやいやと首を横に振った。


    　場所はとある国際空港のロビー。日本人だけでなく、多くの外国人観光客やビジネスマンが行き交っている。


    「……御月もママと一緒に行きたいのです」


    　六歳の御月は母のスカートに顔を押しつけて言った。


    　母のため息が聞こえる。「御月ちゃん、あなたは連れていけないのよ。そのことは何度も話したでしょう？」


    　急な話だった。母は仕事の都合で、海外赴ふ任にんをしなければならなくなったのである。御月の父は、御月が生まれる前にすでに亡なくなっていて、つまり母はたった一人の家族だった。


    　母がいなくなれば御月は独りぼっちだ。


    　小学生に上がったばかりの子供をハウスキーパーに任せて海外に出るのは、御月の母も不安ではあったらしい。しかし赴任先の国は治安に多少の問題をかかえていた。そのため、八十という高い適応指数を叩たたき出して将来を嘱しよく望ぼうされている御月に万一のことがあってはいけないと、一緒に連れていくことを槇まき村むら家けから禁じられてしまったのだ。


    　しかしそんな事情が、この頃の御月に理解できるわけもない。


    　御月はただ、母にそばにいてほしかった。母に置いていかれるのが嫌いやだった。


    　小さな子供なら当たり前の欲求である。それが奪われるのは、今までの短い人生で経験した中でも最大級の恐怖だろう。


    　だから御月は、母の脚をつかんで放すまいとした。必死にすがりついた。


    　だが母は、そっと──しかし子供にはあらがいがたい力で御月の体を引き離す。そして、ちょっとだけお説教をするときの顔になって言った。


    「御月ちゃん、わがまま言わないで。ママ、もう行かないといけないの」


    　母の言葉がナイフのように心に突き刺さる。御月はただ母と一緒にいたいだけなのに、それはわがまま──悪いことだというのだ。悲しくて、目め頭がしらの奥がじんじんと熱くなった。


    「あっ……お、お願いだから泣かないで、ね？」母は慌あわてた様子でしゃがむと、御月の頭を撫なでながら今度は猫撫で声で囁ささやく。いい子で待っていてね。ママも、なるべく早く帰ってこられるように頑張るから──と。


    「………………」


    　御み月つきはその言葉を信じた。


    　洟はなをすすって、こくんと頷うなずく。


    　ほっとした顔でいそいそと出国ゲートへ向かう母。御月はいつまでも手を振り続けた。母の背中が小さくなるにつれ、寂しさが津つ波なみのように押し寄せて、ついに涙がこぼれそうになる。だが、もしかしたら母は急に振り返るかもしれない。


    （泣いている御月を見たら、ママを心配させちゃうのです）


    　だから下唇くちびるをぐっと嚙かんで涙をこらえた。


    〝いい子〟は泣きません。


    



    　それから約半年の間、御月はいつも〝いい子〟であろうと心がけ続けた。勉強は予習・復習を欠かさず、宿題も決して忘れない。放課後は寄り道しないで帰宅し、ゲームは一日一時間。わがままを言ってハウスキーパーを困らせることもなかった。


    　だがいくら待っても母は帰ってこず、御月は七歳の誕生日を迎える。


    　母から帰国の連絡はなかった。でもひょっとしたら御月を驚かせるために内緒で帰ってきてくれるかもしれない──そんな淡あわい期待を抱きながら家路を急ぐ。だってこの半年、御月は精一杯〝いい子〟だったから。


    　家に着くと、母はやはり帰っていなかった。


    　海を越えて送られてきた誕生日プレゼントだけが御月を待っていた。


    「………………」


    　二階の自室に入ると、それをベッドの上に置き、箱も開けずに机に向かう。誕生日は駄目だったけど、来月のクリスマスには帰ってきてくれるかもしれないのだ。そのためには〝いい子〟でなければならない。〝いい子〟は家に帰ったら真っ先に今日の宿題を始めます。


    「………………」


    　黙々と一時間。宿題が終わったら予習・復習。


    　カリカリと、紙の上を滑る鉛筆の音がいやにはっきりと耳を打つ。それくらい部屋は静かだった。嫌いやになるほど静かすぎた。


    　しかし、だからこそ気づけたのだ。庭の木々の葉ずれの音にまぎれた、かすかな声に。


    　にゃー……。


    「？」


    　御月は窓を開けて耳を澄ます。


    　十一月の冷たい風が吹き込み、思わず身み震ぶるいしたとき、もう一度聞こえた。


    　ふにゃー……。


    　猫だ。子猫の鳴き声が聞こえた。おそらくは庭の隅にある植え込みの辺りから。御み月つきの母は猫アレルギーの持ち主で、だから今まで飼ったことはなかった。御月の好奇心がざわめきだす。すぐにでも見に行きたいが、まだ明日の予習がわずかに残っていた。〝いい子〟は勉強の途中でサボってはいけません。


    　大急ぎで教科書の残り数ページに目を通し終えると、一階に下りて玄関から飛び出した。鳴き声は──まだ聞こえる！　御月は先ほど見当をつけた植え込みの下を覗のぞき込んでみる。


    　やはり子猫はいた。黒猫だ。


    　生まれたばかりではなさそうだが、大人の猫の体格にはまだ遠い。生後六か月といったところだろうか。首輪をしていないからおそらくは野良猫。なにかの病気のせいか、瞳にグロテスクな白い膜が半分かかっていた。その目で植え込みの陰から御月を見上げ、警戒するように身構えている。


    　子猫の体はやせ細っていた。ろくに食べていないのだろう。


    「猫ちゃん、独りなのです？　お母さんは？」


    　子猫はなにも答えず、敵意と恐怖の入り混じった目で御月を睨にらみ続けた。


    「猫ちゃんも……置いていかれちゃったのですか？」


    　さっきの鳴き声は母猫を呼んでいたのかもしれない。お母さん、お母さん、どこなの──と。きっと母猫を捜さがして歩き続け、この庭に迷い込んできたのだ。御月にはそう思えた。


    （この子猫は……御月と一緒なのです）


    　四つん這ばいになって植え込みの中に入っていく。子猫はおびえるように身を引いた。


    「怖がらなくていいのです。御月とあなたは仲間なのです」


    　感情を表に出すのは得意ではないけれど、精一杯の笑顔を作ってみせた。


    　優しく撫なでてあげようと思い、まずは警戒心を解くために、手のひらをそーっと子猫の鼻先に近づける。「ほら、大丈夫なのです……」


    　だが子猫は、御月が思う以上に人間を恐れていた。突然くわっと牙きばをむき、獲え物ものを仕留めるときの素早さで御月の手に咬かみついた。


    「痛ッ……!?」思わず手を引っ込める。


    　小指のつけ根に穴が空いていて、そこから血が滲にじみ出てきた。


    「………………！」


    　御月の目にもじわっと涙が滲む。


    　痛かったからではない。悲しかったのだ。


    　頑かたくなに〝いい子〟であろうとする御月の態度はクラスメートを遠ざけた。だから友達はいない。ハウスキーパーも、ガードマンとして派は遣けんされている槇まき村むら家けの黒服たちも、自分たちの役目は充分に果たしていたが、御月の心にぽっかりと空いた穴を埋うめてはくれなかった。


    （この猫ちゃんなら、御月の気持ちをわかってくれると思ったのに……）


    　御み月つきの瞳から大粒のしずくがこぼれ落ちる。


    　母と離ればなれになって以来、ずっと我慢してきた涙が一気にあふれ出した。呼吸がままならなくなるほどにしゃくり上げ、ひっくひっくと体を震ふるわせる。


    〝いい子〟であろうとずっと頑張ってきた。


    　だが『〝いい子〟にしていれば母は帰ってきてくれる』という希望は、いつの間にか『〝いい子〟にしていないと母は永遠に帰ってこない』という呪のろいに変わっていた。


    　その呪いに御月はもう耐えられない。心の中の張り詰めた糸がぷっつりと切れた。


    　胸の奥がズキズキと痛む。咬かまれた傷の何倍も痛くて痛くて、涙が止めどもなく流れ続ける。こんなに痛くて苦しいなんて、もしかして自分はこのまま死ぬのかもしれないと、幼心に思った。涙に喉のどがかれて、げほげほと咳せき込む。


    　子猫はそんな御月をじっと見つめていた。


    　しばらくすると、のそのそと体の向きを変えて一声鳴く。にゃあ。


    （………………ぇ……？）


    　御月は滲にじんだ視界の中で、子猫の背中を見た。


    　子猫はもう一度、ぶっきらぼうに──にゃあ。


    　まるで『……撫なでたいんでしょ。どうぞ』と言っているようだった。


    　恐る恐る手を差し出す。ちょこなんと座る子猫の背中をすりすりと撫でた。


    　子猫は逃げない。


    「ぐすっ…………えへへへ……」


    　子猫の毛はごわごわと硬く、こびりついたなにかの汚れが手のひらにひっかかった。


    　でも気にはならない。


    　御月が手を伸ばし、それを受け止めてくれる。そのことがなにより嬉うれしかった。


    　子猫はじっとなすがままになっていたが、やがて喉を鳴らしだす。


    　ごろごろごろ。


    「えへへ、猫ちゃん、気持ちいいのですか？」


    　子猫は、にゃあ、と素そっ気けなく鳴いた。


    『まあまあだね』と言っているような気がした。


    



    　このままこの子猫を放っておいたら、寒さと空腹に耐えきれず死んでしまうかもしれない。だから御月はその子猫を飼うことにした。母には内緒で。


    　親に隠し事をするのは〝いい子〟ではないだろう。だが正直に話しても、猫アレルギーの母は反対する気がした。なら黙っているしかない。


    （御月はもう〝いい子〟じゃない。だからきっと来月のクリスマスにもママは帰ってこない）


    　それでも後悔はなかった。御月の心は吹っ切れていた。


    　学校から帰ると、玄関に子猫がいて御み月つきを迎えてくれる。動物病院でもらった薬を服のんで、猫缶をお腹なかいっぱい食べると、子猫はみるみる元気になった。御月は子猫を抱き上げ、シャンプーしてあげたらすっかりふわふわになった毛に頰ほおをこすりつける。御月が学校にいる間、日当たりのいい場所でお昼寝している子猫はお日さまの匂いがした。だから御月は、子猫に〝タイヨウ〟と名づける。


    　翌月のクリスマス、母はやはり帰国しなかった。その翌年も、さらにその翌年も。


    　だがもう御月は独りぼっちではない。


    



    　御月の母が海外に赴ふ任にんしてから六年と半年の月日が経過する。


    　小学校の卒業式にも、中学の入学式にも母は帰ってこず、プレゼントと謝罪のメールだけが送られてきた。もはや諦あきらめていたので別に悲しくもない。


    　だから中学一年のクリスマス、母が帰ってくるとは夢にも思わなかったのだ。


    　十二月二十四日、終業式を終えて御月が帰宅すると、玄関で待っていたのはタイヨウではなく、目め尻じりを吊り上げた母。その口から最初に出た言葉は「あの猫はなんなの!?」だった。


    　母が帰国しているなどと考えもしなかった御月は、激しい混乱に陥おちいりつつもとにかく謝あやまり、おぼつかない言葉で必死に事情を説明する。しかし、


    「御月ちゃん、今さらそんな言い訳しないで」


    「ち、違うのです。言い訳じゃなくて──」


    　ただ、わかってほしかったのだ。あのままではタイヨウが死んでいたかもしれないこと、そしてタイヨウが今日まで、どれだけ御月の心を支えてきてくれたのかを。


    　だが母は聞く耳を持たず、厳しい顔で首を横に振った。


    「猫を飼っていたことだけをとがめているんじゃないのよ。御月ちゃんがずっと隠し事をしていたなんて──ママ、ショックだわ」


    　母は頭痛に悩まされているかのように額ひたいに手を当ててため息をこぼす。そして、


    「捨ててきなさい」


    　そのとき、御月は初めて母を憎いと思った。


    　握った拳こぶしをぶるぶる震ふるわせながら問う。「じゃあ正直に話していたら、飼ってもいいって言ってくれたのですか……？」


    「口答えするんじゃありません！　それとこれとは話が別よ。御月ちゃん、自分が悪いことをしたって本当に──ちょ、ちょっと!?」


    　それ以上、母の話を聞く気はなかった。靴くつを脱ぎ捨て自分の部屋に駆け込むと、心なしか不安そうな顔をしているタイヨウを抱きかかえて、すぐまた部屋を出る。


    「タイヨウは私の大切な家族なのです！　捨てろって言うなら御月も出ていきます！」


    　廊下を塞ふさぐ母を押しのけて家を飛び出した。


    



    　当てもなく歩き続けてどれくらい経っただろう。空はすっかり暗くなった。ＧＰＳで居場所を特定されないように携帯の電源は切ってあるので、今が何時だかわからない。辺りはまるで見覚えのない景色だ。とぼとぼ歩いていると前方に小さな公園が見えたので、御み月つきは一休みすることにした。穴がいくつも空あいたドーム状の遊具があり、その中に入って座り込む。


    　棒のようになった脚をさすっていると、タイヨウがにゃあと鳴いた。


    「お腹なかが空すいたのですか？　……私もぺこぺこなのです」


    　財さい布ふの中には五千円ほど。これでいつまで食べていけるだろうか。一息ついたら不安がどっと押し寄せてきた。コートの内側に染しみ込んでくる冷気に震ふるえながら考える。これからどうしよう。やっぱり中学一年生の女の子が一人で生きていくなんて無理なんでしょうか……？


    　と、御月のお腹の上にタイヨウがよじ登ってきた。


    　にゃあと鳴いて、御月の顔に頰ほおをすり寄せてくる。


    「……そうですね。一人じゃないのです」


    　御月はタイヨウをぎゅっと抱き寄せて決意した。私も猫になろう。公園には水飲み場があるし、コンビニや飲食店のゴミをあされば食べ物にもありつけるかもしれない。いけないことだとわかってはいるが、猫だから許してほしい。


    　遊具に空いた穴から冷たい風が吹き込んできた。


    　でも大丈夫。タイヨウを抱いていればこんなに温かい。


    「もう少し休んだら、早速今晩のご飯を探しに行きましょうね……」


    　まぶたを閉じると、体と心の疲労がいともたやすく御月を眠りに誘った。


    　いけない、このままじゃ寝てしまうと思ったときには──。


    



    　御月が目を開けると、そこは真っ白な部屋だった。真っ白なベッドで横になっていた。


    　きょとんとしながら体を起こすのと同時に部屋の引き戸が開く。出入り口に母が立っていた。起き上がった御月を見るや、母は大声を上げて抱きついてくる。母は泣いていた。


    　ここは病院で、母の話によると御月は丸二日寝ていたらしい。


    「あの猫が御月ちゃんのいる場所を教えてくれたのよ」


    　昨日、御月の捜索に出た黒服たちからの連絡を家で待っていると、タイヨウが庭にひょっこり戻ってきたのだという。そしてなにかを訴うつたえるように何度も鳴いて、また外に走っていった。それを追いかけていったところ、公園の遊具の中で冷たくなりかけている御月を発見できたというのである。もし発見があと少し遅れていたら命にかかわったらしい。


    「本当にごめんなさい。ママ、御月ちゃんの気持ちを全然考えてなかったわ。あの猫は、御月ちゃんにとってそれほど大切な存在だったのね……」


    　母はしおらしく謝あやまった。御月の心に希望の灯ひがともる。


    「……ママ、お願いなのです。タイヨウを飼うことを許してください」


    　しかし母は、申し訳なさそうに眉をひそめてうつむいた。「それが……ダメなのよ」


    　御み月つきを見つけた母が救急車を呼んでいる間に、タイヨウはどこかへ行ってしまったという。


    「……噓うそ！」御月は思わず大声を出した。「ママが、ママがタイヨウをッ……!!」


    「違うわ！　いくらなんでも御月ちゃんを助けてくれた猫を捨てたりなんかしない。あれから黒服さんたちが公園の周りを捜さがしてくれてるけど、どうしても見つからないの。信じて！」


    　必死に訴うつたえる母の顔を見ていると、とてもそれが噓だとは思えなかった。


    　タイヨウは、もしかしたら自分のせいで御月が家出したことを理解していたのかもしれない。だから黙っていなくなった。自分がいなくなれば御月が家出をしなくてもすむ──と。


    「噓……」


    　視界がぐにゃぐにゃに歪ゆがむほどのめまいに襲おそわれ、わけがわからなくなる。


    　体を起こしていられなくなり、ベッドに倒れた。


    



    　その夜、御月は夢を見た。夢の中で御月は真っ白な猫になっていた。


    　隣にはタイヨウがいる。二人で世界中どこまでも旅をした。


    　目が覚めると御月はやはり人間で、夜明け前の薄暗い病室の中、一人泣いた。


    　御月は猫になれなかった。


    　その後、気まずくなった親子関係は修復されないまま、母は赴ふ任にん先の国に戻ってしまう。


    　退院して家に帰ると、タイヨウが出迎えてくれなくなった玄関はあまりにも空虚で、御月はしばらく立ち尽くした。
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    『──御月さん、しっかり！　御月さんッ！』


    　自分を呼ぶ声に意識を引き戻され、御月が最初に感じたのは、胸の真ん中辺りをぐいぐいと押される感触。肋ろつ骨こつが折れそうな痛みと共に嘔おう吐と感が込み上げ、たまらず咳せき込んだ。


    　涙目になりながらまぶたを開けると、抜けるような青い空が視界いっぱいに広がる。


    　そして安あん堵どの笑みを浮かべる鷹たか兎と、伽か夜よ、ジェーンの顔。


    「バカ、御月ッ！」


    　胸の上にどすっとなにかが乗っかった。ヘカーテだ。


    「あなたが死んだら、あたしだってどうせすぐに死んじゃうのよ！　それなのに──なんで憑ひよう依いを解いたの!?　なに一人で死のうとしてるのよ！」


    　ヘカーテは泣いていた。ぽろぽろと涙が御月の胸元にこぼれる。涙は温かかった。


    「ごめんなさい」


    「バカ、バカ！　謝あやまってるんじゃないわよ……！」


    　ついにヘカーテは御み月つきの胸に泣き伏す。その頭をそっと撫なでながら御月は優しく囁ささやいた。


    「ありがとう、ヘカーテ」


    　御月の影から生まれて以来、ヘカーテはいつもそばにいてくれた。そしてこれからも一緒にいてくれるのだろう。


    　嬉うれしいときも、つらいときも。だからきっと、死ぬときも。


    　御月の胸に熱いものが込み上げ、小さな声でもう一度「ありがとう」と伝えた。


    　それから、すぐ横に座り込んで半分もらい泣きしている鷹たか兎とに尋たずねる。


    「ところで奴は……夜や獣じゆうは倒したのですか？」


    「え……あ、はい！　おかげさまでなんとか倒せました。髪の毛、ちょっと焦こげちゃいましたけど」


    　目元をぬぐい、照れくさそうに笑う鷹兎の髪は、確かに少し焦げてちりちりになっていた。


    　御月は、隠イン靡ビが最さい期ごに大爆発を起こしたことを聞かされる。幸さいわい誰もたいした怪け我がはしなかったらしい。その後、総力を挙あげて御月を地面から掘り出したのだそうだ。


    「そうでしたか。皆さん、本当にありがとうございます」


    　寝たままの姿勢で、御月は軽く頭を下げる。それから、おや？　と気づいた。鷹兎、伽か夜よ、ジェーン、ヘカーテ、少し離れたところにラングレン……。


    「うにゃ、ハルハさんは？」


    　こんなとき、一番大はしゃぎして喜んでくれそうなハルハがいなかった。


    「ハルハは、いや彼女はハルハではないらしいんですけど……」鷹兎はそう言って振り返る。その視線の先で、ソード・ハルハが砂浜にぽつんと突き刺さっていた。


    「リア、もう変へん化げを解いてもいいんだよ」


    　しかしソード・ハルハはなんの反応も見せない。


    「さっきもですね、〝変化を解いて御月さんを掘り出すのを手伝って〟って呼びかけたんですけど……ずっとあのままなんです」鷹兎はすみませんと頭を下げた。


    「？」御月は目をぱちくりさせる。「鷹兎さん、今、〝リア〟って呼びませんでした？」


    「え？　ああ、それは……正直僕にもよくわからないんですが……」


    　首をかしげつつ鷹兎は説明した。どうやらハルハの中には、もう一つの人格が存在していたらしい。そして先ほどの戦いのさなか、その人格が入れ替わってしまったのだそうだ。


    　鷹兎は立ち上がり、ソード・ハルハの元へ行って、その柄つかをつかむ。


    「リア、どうしたの？　……え、なに？」


    　午後の陽光を受けて白い砂地に映る鷹兎の影と、ソード・ハルハの刀身が重なっていた。


    　ソード・ハルハは鷹兎の影にするりと沈んでいく。


    「あ、ちょ、ちょっと──ハルハは？　ハルハは今、どうしているの!?」鷹兎の問いかけを無視するように、そのまま影の中に消えてしまった。


    「いったいどうしたんだ、鷹たか兎と？」


    　伽か夜よが尋たずねると、鷹兎はばつが悪そうに作り笑いを浮かべる。


    「リアはそのー……疲れてもう動けないから、先に休むそうです」
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    　翌日早朝、鷹兎はカップルストーンを望む岩場に立ちながら、白々と明るくなっていく東の空をぼーっと眺めていた。気になっていることが二つある。


    　まずはハルハのこと。あれからずっと鷹兎の影から出てこない。本当にただ疲れているだけならいいのだが、少し心配だ。なにより彼女は今〝ハルハ〟なのか、それとも〝リア〟なのだろうか？　──これが一つめ。


    　二つめは伽夜のことだ。夜や獣じゆうを倒して任務は終了。あとはハルハと遊ぶ約束を果たすのみ。それが終わったら帰らなければならないのだ。なのにプロポーズはおろか、告白すらまだしていない。この研修が終わったら伽夜は結婚させられてしてしまうというのに。


    　いざとなったらムードもシチュエーションも無視し、玉ぎよく砕さい覚悟で「結婚してください！」とお願いするしかないか。いやいや、玉砕はしたくない。するわけにはいかない。


    「あの近くて遠いカップルストーンまで行くことができればなぁ……」


    　はふぅとため息を漏もらす。


    「どうした、鷹兎。こんなところでなにをしている？」


    　跳び上がらんばかりに驚いて振り返ると、伽夜がきょとんとして立っていた。


    「かッ……かか、伽夜先輩!?　どうしてここにッ……？」


    「む？　どうしてと言われても困るな……。単に早く目が覚めてしまったから、ちょっと朝の散歩をしていただけだ。君は？　もう体の調子は大丈夫なのか？」


    「は……はい。昨日、ジェーンさんにもらった薬を服のんで寝たら、戦いの疲れもすっかり取れて、とてもいい寝覚めでした」


    　そうか、それはよかった、と言って伽夜は微笑ほほえんだ。


    「──で、なにをしていたんだ？　ストーンがどうのと言っていたが」


    「えっ……いやその……」


    　鷹兎が口ごもっていると、伽夜の眼鏡めがねがきらりと光る。そして彼女はカップルストーンを指差した。「ふふん、そうか、わかったぞ。君はあの岩の上に行きたいんだな？」


    「ええッ？」


    「だが君にはあの岩まで行けない事情があった。そうだな？」


    「えええええッ!?」


    　まさか伽か夜よにはすべてお見通しなのか？　じゃあ告白しようとしていることまで？　驚きと恥ずかしさに、鷹たか兎との心臓は普段の二倍以上の速さで鼓こ動どうした。


    「その事情とは──」指先で眼鏡めがねのブリッジをくいっと上げ、探偵が犯人を暴あばくときのように伽夜は言い放つ。「ズバリ、水着を用意していなかったからだ！」


    「…………はい？」


    「ここからあの岩までは、かなり水深がありそうだからな。そのままでは服がずぶ濡ぬれになる」


    「あ……いや、確かにそうですけど……」


    　伽夜は満足げにうんうんと頷うなずいた。「そうだろう、そうだろう。しかし安心しろ。私の力をもってすれば、あの岩まで行くことなど造作もないことだ。つま先も濡らさずにな」


    　しゃがみ込んで己おのれの影に呼びかける。「しましま、憑ひよう依いだ！」「しゅしゅ～～～～っ」待ってましたとばかりに影の中からしましまが飛び出し、伽夜の右手に吸い込まれた。


    「むん！」


    　伽夜が一声唸うなると、海面の上に幅五十センチほどの細長いシールドが張られる。カップルストーンまでの架かけ橋だ。


    「さぁ行こう。足を滑らせて落ちるなよ」


    　シールドにひょいと跳び乗り、伽夜はすたすた歩きだす。


    「ちょ……か、伽夜先輩……！」


    　予想外の展開に戸と惑まどいつつ、鷹兎もあとに続いた。


    



    「おお、なんとも綺き麗れいな朝焼けだな。陸から切り離された場所で、このような幻想的な光景を眺めていると、まるで違う世界に迷い込んでしまったみたいな気持ちになる。なるほど、だから君はこの岩の上に行きたかったのだな」


    　カップルストーンに立った伽夜は、金こん色じきに輝く水平線と、そこから姿を現す太陽に見入り、目を細めながら呟つぶやいた。


    「……そうですね」


    　鷹兎はぼそっと答える。頭の中では釈然としない思いが渦うず巻いていた。地獄の特訓を重ねたものの、鷹兎は未いまだ海でのトラウマを克こく服ふくしていない。


    （それなのに、まさか伽夜先輩にここまで連れてきてもらうなんて……）


    　素直にラッキーとは思えなかった。これから告白しようとしている相手の助けがなければ、鷹兎はその舞台に立つこともできなかったのだ。なんというか情けない。こんな自分に告白する資格はあるのだろうか？　という気にすらなる。


    「む、どうかしたのか？」伽夜が心配そうに鷹兎の顔を覗のぞき込んできた。「なにやら元気がなさそうだな。やはりまだ昨日の疲れが残っているのではないか？」


    「……違います。そうではなくて、僕は……」


    　鷹たか兎とはうつむき、自じ己こ嫌けん悪おが口をついて出る。「僕は一人じゃなんにもできないんだなぁって、それが情けなくて……」


    　ぽかんと口を開き、伽か夜よは目をしばたたいた。


    「……なにも水着を持ってこなかったくらいで、そこまで落ち込むことはないと思うぞ？」


    　伽夜はまだ誤解している。


    　本当は泳いで渡りたかったんです。でも僕は海が怖いんです──と、本当のことを伝えるべきだろうか。そうしてしまいたい気持ちと、自分のかっこ悪いところを知られたくない気持ちがせめぎ合い、鷹兎はうつむいたまま唇くちびるを嚙かむ。


    　沈黙が続いた。


    　逃げ場のない二人っきりの空間が今はつらい。


    「……鷹兎」


    　伽夜が呼びかける。優しい声だった。「なにをそんなに思い悩んでいるのかわからないが、仮にもし君が一人でなにもできない人間だったとしても、私はそれでよかったと思うぞ」


    「え……」


    　鷹兎が顔を上げると、朝日を受けて柔やわらかに輝く伽夜の笑顔がそこにあった。


    「もし君が一人でなんでもできる人間だったら、私のいる意味がなくなってしまう。──私たちはパートナーだ。君一人でできないことがあるなら、いつでも頼ってほしい。夜や獣じゆうのことだけでなく、どんなことでも」


    「……どんなことでも、ですか……？」


    「ああ、どんなことでもだ。逆に君はどうだ？　私に頼られるのは嫌いやか？」


    「と、とんでもないです！」鷹兎はぶんぶんと首を横に振る。


    「そうか、安心したぞ」にっこりと伽夜は微笑ほほえんだ。「君は私に頼り、私は君に頼る。それでこそパートナーだ。これからもよろしくな」


    　そして伽夜は右手をすっと差し出す。


    　鷹兎は恐る恐るその手を握った。


    　柔らかい手。温かい手。


    　熱いものが手のひらから流れ込み、どくんどくんと流れる血ち潮しおに乗って全身を駆け巡る。それはソード・ハルハで夜獣の瘴しよう気きを吸収している感覚に少し似ていた。


    「……ありがとうございます、伽夜先輩」


    　夜獣の瘴気と違うのは、伽夜の温かさは鷹兎に勇気をくれた。


    　だから今なら言える。


    「でも僕は……ただパートナーとしてだけでなく、それ以上に伽夜先輩のことが好きです」


    「!?」


    　後ろからわっと驚かされたみたいに跳び上がって、伽夜は目を真ん丸に見開いた。


    　みるみる赤く染まっていく顔を、鷹たか兎とは真心を込めてまっすぐに見つめる。


    「あ……う……む……！」


    　伽か夜よは恥ずかしそうに顔をそらし、黙り込んでしまった。


    　ざざぁんと足元の岩で波が砕け、飛ひ沫まつがぱらぱらと飛び散る。


    　伽夜の手が戸と惑まどうように震ふるえていた。鷹兎はさらに力を込めてその手を握り締める。


    　どれだけ経っただろう。


    「わ……」


    　伽夜はごほんと咳せき払ばらいをする。


    「私も……君のことが好きだ。パートナーとしてよりもっと……」


    　それだけ言うと、恥ずかしさに耐えかねたように鷹兎の手をほどき、真っ赤になった顔を両の手で隠した。


    「ほ、ほんとですか、伽夜先輩……ッ？」


    　鷹兎が問うと、顔を隠したままこくんと頷うなずく。


    　その仕草が可愛かわいいやら、両想いになれて嬉うれしいやらで、鷹兎は完全に舞い上がった。


    「あの、じゃ、じゃあ…………結婚してくださいッ！」


    　伽夜がぴたっと止まる。


    　………………。


    「な、なにィッ？」がばっと手を開いた。「け、けけけ……結婚だと!?」


    　鷹兎は一歩詰め寄る。「そ、そうです！」


    「け、結婚って、なにをいきなり……急すぎるだろ！」伽夜が一歩引く。


    「急ですが、急がないとダメなんです！　婚約だけでもしないと伽夜先輩がほかの人と結婚しちゃいます！　そんなの嫌いやです！」


    「なッ、待て待て待て！　いったいなんの話をしている！　私が結婚だと!?」


    「そうです！　槇まき村むら家けで伽夜先輩を結婚させる計画が持ち上がっているんです！」


    「そ、そんな話、私は初耳だ!!」


    「でも本当なんです！　伽夜先輩には内緒で──」


    　そのとき鷹兎の携帯が、話に割り込んでくるように鳴り響いた。無視しようかとも思ったが、この着信音はジェーンからだ。


    「……もしもし？」


    『あ……おはようございマス、鷹兎さん。私、やっとホテルに戻ってこられマシタぁ』


    　だるそうなジェーンの声が受話口から流れてくる。昨日の戦いのあと、ジェーンは目撃者の記憶を消すためにあちこち奔ほん走そうしていたのだ。


    『大変だったんデスよ～。携帯で撮った夜や獣じゆうの写真を、友人にメールで送った人がいマシテ、その友人のところまで行ったら、その人もまた別の友人に送っていて……結局、隣の県まで行く羽目になりマシタ』


    　ふわあああ、と大あくびが聞こえる。


    「そ、それはその……お疲れさまです」


    『私は今から寝マス。鷹たか兎とさんは自主練をして、なんとか今日中にカップルストーンまで泳げるようになってくだサイ。ハルハさんとの約束もあるデショウが、新人研修の期間は明日までデスから──』


    「あー、いやあの……その件はもう済みました」


    『済んだ？　どういうことデスか？』


    　今まさにそのカップルストーンにいることを鷹兎は伝える。そして伽か夜よに告白したことも。


    『オー、そうだったのデスか！　それはそれは、おめでとうございマス』


    「あ、ありがとうございます。それでですね、伽夜先輩に結婚話が持ち上がっていることを言っちゃったんですけど……もしかしてまずかったでしょうか？」


    　テンパって余計なことを言ってしまったのかも？　と今さらながら思い、尋たずねてみた。


    　ジェーンはあっさりと告げる。


    『あぁ、あれは噓うそデス』


    　鷹兎の中で時間が一瞬止まった気がした。


    「…………は？」


    『危機感を持ってプロポーズに臨のぞんでもらうため、噓をついたのデス。告白できたということは、どうやらその噓が功を奏したようデスね。グッジョブ、私。では、おやすみなサイ』


    　ブツン、ツー。


    　鷹兎はへなへなとへたり込む。


    「う…………噓……？」


    　噓だったって、じゃああの地獄の特訓はなんだったんだ。頭の中が真っ白になった。髪の毛が何本か白しら髪がになっているかもしれない。


    「……鷹兎、どういうことか説明してくれるか？」


    　真顔で伽夜が尋たずねてきた。鷹兎がことのあらましを語ると、ふむと頷うなずく。


    「なるほど……で？」


    「……え？」


    「騙だまされて、君は後悔しているのか？　私に告白したことを」


    　伽夜は眉をひそめ、不ふ機き嫌げんそうな、悲しそうな顔をしていた。鷹兎は慌あわてて首を横に振る。


    「こ、後悔なんてしていません！」


    　さっきのショックでリセットしてしまった勇気をもう一度奮ふるい立たせ、誤解する余地なんて欠片かけらもないくらいにはっきりと告げた。


    「だって僕が伽夜先輩を好きなのは……う、噓じゃないですから！」


    　見開かれる伽か夜よの瞳。顔が、耳まで赤く染まる。


    　そして彼女はにこっと笑った。


    「……そうか、それならなんの問題もない」


    　伽夜は鷹たか兎との隣に腰を下ろす。


    　そして鷹兎の肩に、そっと頭を預けてきた。


    （わ……!?）


    　伽夜の長い髪の毛が、鷹兎の背中をさらりとくすぐる。


    　ぞくぞくっという刺激が背筋を駆け上がり、激しく暴れる心臓の鼓こ動どうが耳鳴りのように響いた。鷹兎は彼女の重みを感じ取るために、全神経を肩に集中させる。きっとこの重さが〝頼られている〟という感覚なのだ。鞄かばんを肩にかけているのとはわけが違う。なんて心地よい重み。


    （……こ、この流れは……伽夜先輩の肩を抱き寄せちゃってもいいんだろうか……？）


    　鷹兎は伽夜の背中からそーっと腕を回し、彼女の肩に手を伸ばした。


    　緊張のあまりわきわきと蠢うごめく五本の指。伽夜の肩まであと十センチ、あと五センチ……。


    「なぁ、鷹兎」


    「は、はい、なんでしょう!?」


    　指先が伽夜に触れるか触れないかのところで声をかけられ、鷹兎は思わず手を引っ込めてしまう。もう少しだったのに！　だがこのあとの伽夜の言葉で、鷹兎の無念は吹っ飛ぶ。


    　半分ほど姿を現した朝日をまぶしそうに眺めつつ、伽夜は遠い昔を懐かしむように呟つぶやいた。


    「本当のことを言うとな、もっと以前……多分、出会ってすぐの頃から、私は君のことが好きだった……」


    「え……ほ、本当ですかっ……？」


    　驚きの告白に、鷹兎は声をひっくり返して尋たずねる。


    　伽夜はふふっと笑って、本当だ、と囁ささやいた。


    　うおおおおおおおお！


    　と叫びたくなるのを、つばと一緒にごくりと飲み込む。「ぼ、僕は──」僕は初めて伽夜先輩を見たときから好きでした、と言おうとしたそのとき。


    



    「ハルハもタカト好きーっ」


    



    　鷹兎の背中に新たな重みがどーんとのしかかってきた。


    「!?」


    　この重みもまた、鷹兎が頼られている証あかし。もちろん嫌いやなわけない。


    （で……でも、間まが悪いというかなんというか……なんでこのタイミングなのっ……？）


    　がっくりと肩を落として、ため息をこぼした。


    　おそらく影の中で休息するうちに、ハルハの人格は元に戻ったのだろう。リアがハルハの体を支配できる時間にはやはり限界があるのか、それともリアが自みずからの意思で支配を解いたのか、それは鷹たか兎とにはわからなかった。ただ、もしかしたら二度とハルハには会えないんじゃないかという不安があったので、とりあえずはほっとする。


    （……まぁいいか。とにかく告白は成功したんだし）


    　これで二人は晴れて恋人同士。さっきの言葉の続きはまた今度にでも──と、ここで鷹兎は気づいた。おんぶ状態で背中にしがみついているハルハが、なんだかいつもより軽いような？


    「ハ……ハルハ、お前、その姿は……!?」


    　鷹兎の背中を指差して、信じられないものを見るかのように伽か夜よが目を丸くしている。


    「その姿……？　ハルハ、ちょ、ちょっと降りてくれる？」


    　背中からハルハを下ろして振り返り、鷹兎は愕がく然ぜんとした。


    　そこにいたのはオレンジ色のワンピースを着た、小学校一年生くらいの女の子。


    　小麦色の肌に、あちこちがツンツンと跳はねている髪の毛は間違いなくハルハだ。サイズの合っていないぶかぶかのワンピースは、研修初日にジェーンからもらったものである。


    「ハルハ……どうしてそんな小さくなっちゃったの!?」


    　目を白黒させている鷹兎を見て、ハルハはいたずらっ子のように笑った。くふふふふっ。


    「えっとね～、ハルハにそっくりな子に会ったの」


    　おそらくリアのことだ。


    「最初はね、ハルハの体を全部あげるって約束だったんだよ。でもあとから、やっぱり半分こでいいって言ってくれたの。いい人だよね～」


    「あなたのためじゃないわ。勘かん違ちがいしないでくれる？」


    　朝日を浴びて長く伸びた鷹兎の影から、もう一人のハルハ──リアの姿がすーっと迫せり上がってきた。ハルハ同様に小さな子供の姿で、ブルーのワンピースをまとっている。


    「あなたがいなくなると、きっとタカトは悲しむわ。だから半分で許してあげたの。誰よりもタカトを愛しているこの私が、タカトを悲しませるようなことはできないからよ」


    　リアはすたすたと歩いて鷹兎の前に立ち、少しぶっきらぼうに告げた。


    「……これでよかったんでしょう、タカト？」


    　話がよく呑のみ込めないが、どうやらハルハの体を、リアが完全に支配し続けていたかもしれないということらしい。そういう約束を二人の間で交わしていたのだろう。


    　リアの言うとおり、ハルハに二度と会えなくなるなんて嫌いやだ。


    　でも今までのように、リアがハルハの中に閉じ込められたままなのも、やはり心苦しい。


    　だからきっと、これが最良。


    「うん、ありがとう、リア」


    　感謝の笑みを送ると、リアは赤く染まった頰ほおを緩ゆるめた。


    「……昨日も言ったけど、〝リア〟は自分でつけた仮の名前なの。あなたの考えてくれた名前が欲しいわ。お願い」


    「え……い、今？」


    　リアはこくんと頷うなずく。


    　名前──ＲＰＧとかでもキャラクターに名前をつけたりするが、一度決めたらそう簡単には変えられない。いい加減な名前にすると、まず間違いなく後悔する。これは責任重大だ。


    （でも〝リア〟もいい名前だと思うけどな。彼女は気に入ってないって言ってたけど）


    〝リア〟がダメなら……鷹たか兎とは首を何度もひねって考えた。


    「それなら〝アリア〟っていうのは……どうかな？」


    「アリア……？」


    「うん。あ……ちょ、ちょっと安あん直ちよくだったかな？　でも〝リア〟って響きがいいから残しておきたくて……」


    　リアはうつむき、一文字一文字確かめるようにゆっくりと呟つぶやく。「アリア……」


    「ダメ、かな。やっぱり〝リア〟が入っていないほうがいい？」


    「……いいえ」リアは顔を上げ、かぶりを振った。「アリア……素敵な名前。タカトが私だけのために考えてくれた名前。とっても気に入ったわ」


    　高鳴る鼓こ動どうを押さえるように胸に手を当て、ふぅ、と熱い吐と息いきをこぼす。そして彼女は、つぼみが花開く瞬間のような微笑ほほえみをたたえて言った。
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    「ありがとう、タカト。私は、やっと私になれた気がする」


    「そ、そう？　喜んでもらえてよかったよ」


    　なんとか無事に責任を果たせたようだ。鷹たか兎とはほっとする。


    「私……これからはいつでもあなたのそばにいられる。こうなる日をずっと待っていたわ」


    　かすかに濡ぬれたアリアの眼まな差ざしが、じっと鷹兎に注がれた。


    「タカト、これからは私のこともハルハと同じように愛してちょうだいね」


    「え？　あ、愛してって……」


    　今のアリアの見た目は幼い子供だが、こんなにも熱っぽく、こんなにも真正面から愛を語られると、さすがにドキッとしてしまう。鷹兎は頰ほおをぽりぽりかきながら、


    「えっと……じゃあ、こんな感じ……？」


    　彼女の頭を優しく撫なでた。いい子いい子。


    「こ、こういう子供扱いではなく……！」


    　眉をひそめて、アリアはちょっと恨うらめしそうに鷹兎を睨にらむ。が、


    「……まぁ、これはこれでいいけれど……」


    　両の手を組んで、嬉うれし恥ずかしそうに指をもじもじさせた。まんざらでもなさそうだ。


    　と、そこにハルハが割り込んでくる。


    「いいな、いいなー、ハルハも～」


    「今は私がしてもらっているのよ！　あなたは今までたくさんしてもらったでしょう！」


    「やーん！　だってタカト、こっちのお手々が空いてるもん。ねぇ、ハルハにも〝いい子いい子〟して～」


    　アリアを撫でていないほうの鷹兎の手をつかみ、ハルハは肩を揺すって哀あい願がんした。


    　あれ？　と鷹兎は気づく。


    （ハルハは、僕と手をつなぐのが恥ずかしくなったんじゃなかったっけ？）


    　おそらくは精神的に成長してちょっぴり大人になったから、とジェーンは言っていた。でも鷹兎の手をつかんで振り回し、やーんとだだをこねる様は、まるっきり以前のハルハだ。


    （もしかしたらハルハが成長したのではなく、ハルハの中にいたアリアの影響で少し性格が変化していただけなのかも……）


    　本当のところはわからない。


    　でもまぁいいか、と鷹兎は思った。このほうがやっぱりハルハらしい。


    「はいはい、ハルハもいい子いい子～」なでなで。


    「わーい！　くふふふふふふっ！」


    「ダメよ、タカト！　今は私だけに集中して！　私だけを見て！」


    「やーん、アリア、意地悪～」


    　そんなに広くないカップルストーンの上、肩と肩で押し合いへし合いするハルハとアリア。


    「こ……こらァッ！　二人とも暴れるんじゃない!!」


    　ハルハにそっくりなアリアを見てポカンとしていた伽か夜よだが、ふと我に返り一いつ喝かつすると、ハルハはびくっと縮ちぢみ上がっておとなしくなった。だがアリアはふんと鼻を鳴らし、冷ややかな眼まな差ざしを伽夜に向ける。


    「あなたの命令を聞く気はないわ」


    「なに!?」


    「タカトに告白されたからっていい気にならないでほしいわね。世界で一番タカトを愛しているのはこの私なの。タカトだって、すぐにそのことをわかってくれるはずよ。二番目は……まぁハルハね。三番目がミツキで、あなたは四番目よ」


    「ムゥゥ、な……なんだとォッ？」


    「あら、四番目なのがお気に召めさなかったかしら？　そうよね、四って不吉な数字だもの」歌うようにさえずり、ふふっと不敵に笑うアリア。「それじゃあ五番目ということで」


    「うぐぐぐ、おのれ、言わせておけばァァ……！」


    　伽夜は怒りのあまり顔を真っ赤にして、獣けもののような唸うなり声を上げた。


    「か、伽夜先輩、落ち着いてください！　アリアもそんなこと言わないで！」


    「鷹たか兎と！」「タカト！」伽夜とアリアがそろって鷹兎を睨にらみつけた。


    「き、君はどう思っているんだ！　私は五番目か？　君は五番目の女に告白したのか!?」


    「私の力があれば、あなたはどんな夜や獣じゆうだって倒すことができるわ！　私こそ最高のパートナーよね？　そうでしょう？」


    　すさまじいプレッシャーを発しながらじりじりと迫り寄る二人。


    「そ、そんな……一番とか二番とか……」


    　中腰のまま逃げるように退しりぞいて、鷹兎はカップルストーンの縁へりに追いやられた。


    「いいからはっきり言え!!」


    「いいからはっきり言って!!」


    　二人の怒声に、思わずヒィッとのけ反ぞる。重心が不安定になり、そして足元の岩肌は、長年波に削られたせいでとてもなめらかだった。


    　当然の結果のように鷹兎はつるりと足を滑らせる。


    「うわっ……………………ッッッ!?」


    　派手な着水音と共に、大きな水柱が上がった。


    「タカト～～～～～！」ハルハの悲痛な叫びが朝焼けの空に吸い込まれる。
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    　その日の鷹たか兎とは、以前約束したとおり、ハルハと海辺で遊ぶことに一日を費ついやした。


    　もちろん伽か夜よとアリアも一緒である。残念ながら御み月つきは背中の傷が癒いえていないので、ホテルでの休養を余よ儀ぎなくされた。


    　子供サイズになってしまったハルハとアリアのため、新たな水着が用意される。


    「やった～、デラ・ウルフに変身～！」


    　今のハルハは、女の子に大人気のアニメ『ふたりはラブＤＸデラツクス』のキャラクター変身水着を問題なく着ることができた。


    　子供の体になったことで、ハルハは一番自然な自分になれたようである。砂を掘って、せっせせっせと〝お城〟を作っている彼女を見守りながら鷹兎はそう思った。


    　翌日、伽夜の専属運転手である早はや瀬せ亮りよう治じが、黒塗りのベンツで迎えに来てくれる。


    　鷹兎はベッドで安静を強しいられている御月に別れを告げた。御月は布ふ団とんから手を伸ばして握手を求める。「鷹兎さん、私とも約束してください。必ずまた会いましょう」


    　はい、必ず──と頷うなずき、鷹兎は御月の手を握った。


    　御月は強く、強く、鷹兎の手を握り返してきた。
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    　影かげ子こ使いとしての新人研修が終わってから約半月の時が過ぎる。


    　夏休みが終わり、今日から二学期に突入。迎えに来てくれた早瀬の車に乗り込み、鷹兎は学校へと向かった。もちろん伽夜も一緒である。


    　断固として鷹兎の隣を譲ゆずらないハルハとアリアに、伽夜はやむなく助手席へと追いやられていた。しかしそのハルハとアリアは、車のシートに座るなり、うつらうつらと船を漕こぎだす。「二人とも、寝るなら影の中でね」と促すと、渋々と鷹兎の影にもぐっていった。


    「ハルハとアリア、昨日は寝てないのか？」助手席から伽夜が振り返る。


    「一応、寝てはいるんですけど……でもこのところ、ほとんど影の中で寝てないんです。特にアリアは、ハルハ以上に影の中に入りたがらなくて」


    　宿しゆく主しゆである影かげ子こ使いの影の中で睡眠を取らないと、影子は徐々に衰すい弱じやくしてしまうのだ。


    「君と離れたくないんだろうな」伽夜はふふっと微笑ほほえむ。「まぁ今日から新学期だ。授業中は嫌いやでも影の中に入ってもらうことになるから、その間に体を休めればいいだろう」


    　そして車は、とある公園の前で停まった。鷹兎たちが通う桐とう心しん大学附属不ふ二じ沢さわ高等学校は歩いてすぐの距離である。「行ってらっしゃいませ、伽夜さま、鷹兎さま」早瀬に見送られ、鷹兎と伽夜は学校へと向かった。


    　校門をくぐると、多数の生徒たちの視線にさらされる。かの有名な槇まき村むら財ざい閥ばつのお嬢さまと、一見なんの取り柄もない平凡男子の組み合わせは、彼らの興味を大いにそそるのだろう。


    　鷹たか兎との顔はかすかに赤らんだ。が、前よりは恥ずかしくない。


    （僕は伽か夜よ先輩の……彼氏なんだ）


    　その自信が鷹兎を支えていた。彼氏として、今、彼女が考えていることがだいたいわかる。きっともうすぐ話しかけてくる。


    「……鷹兎」周りの人間には聞こえないように伽夜が囁ささやいた。「旧部室棟へ行こうか」


    「はい」


    　予想どおりの言葉を聞いて、鷹兎はそっと頷うなずく。


    



    　この学校は小高い丘に隣接して建てられていた。旧部室棟は、去年改築されたばかりの大きな体育館と丘に挟はさまれ、ぽつんと寂しげにたたずんでいる。


    　体育館ではこのあと始業式が開かれるため、運動部の朝練は行おこなわれていなかった。


    　辺りはしーんと静まり返っている。人っ子一人いない。


    　足早に進む伽夜を追って、鷹兎は旧部室棟の裏側に回り込んだ。この学校の敷地内で最も人目につかない場所である。


    　と、伽夜が急に立ち止まり、くるりと振り返った。鷹兎は勢い余って伽夜の体にぶつかる。


    「わっ、す、すいませ──」


    　ぎゅっ。


    　言い終える前に、鷹兎は伽夜に抱き締められていた。


    　伽夜の体が鷹兎の体を優しく包み込む。


    　胸元に顔を寄せ、鷹兎はおずおずと彼女の腰に手を回した。


    　二人の体がジグソーパズルのように嚙かみ合うと、鷹兎の後頭部はじーんと痺しびれて、なんとも言えぬ幸福感が胸中を埋うめ尽くす。体中が熱くなり鼓こ動どうは高まるが、どちらも苦しいというほどではなく、たとえるならちょうどいい温度の風ふ呂ろに浸つかっているような感覚だ。


    「……はぁ」伽夜は鷹兎の耳元で熱い吐と息いきを漏もらした。


    　二人が初めて抱き合ったのは五日前のことである。


    　今日のようにたまたま二人きりの時間が訪れて、ただお互いをじっと見つめていたら、自然と抱き合っていたのだ。それ以降、邪じや魔まの入らない時間が生じるたび、なにも言わずともお互い歩み寄って、ぎゅっと抱き締め合うのがお決まりとなっている。


    　たとえそれがほんの十秒でも。


    　抱き合うという行為はそれくらい二人を夢中にした。


    　ハルハとアリアの目を盗んで、というある種の背はい徳とく感も、二人を燃え上がらせるスパイスになっていたかもしれない。


    「鷹兎……もっと強く……」


    「……はい」彼女の腰へと絡からみつけた腕にぎゅっと力を込めた。


    「くうう……ッ」


    　切なげな呻うめき声を上げ、伽か夜よはびくびくっと震ふるえる。


    　そして熱に浮かされるように呟つぶやいた。


    「……ハルハの気持ちがわかるよ」


    「はい？」


    「抱き合うことがこれほどに心地いいとは思わなかった。今まで君がハルハとこんなに気持ちのいいことをしていたのかと思うと、ちょっと妬やけるな……」


    「えっ……い、いや……あれはあくまで抱っこですから……」


    　伽夜はくすっと笑う。「わかっている。冗じよう談だんだ」


    　鷹たか兎との首に回した腕が、さらに強く抱き締めてくる。


    「あの、じゃあ……」


    　鷹兎は恐る恐る尋たずねた。「ハルハとはしていないことを……してもいいでしょうか？」


    「……なにをだ？」


    「…………」思い切って言う。「……キス」


    　鷹兎の顔に押しつけられた彼女の胸の奥で、ドクンと大きな音が鳴った。


    　それでも伽夜は静かな声で囁ささやく。


    「君がしたいなら……いいぞ」

  


  [image: ]


  
    　鷹たか兎とは顔を上げる。


    　伽か夜よは顔を下げる。


    　しばらく見つめ合い、伽夜の瞳が閉じるのを待ってから、鷹兎はぐっとつま先を立てた。


    　近づく二人の顔。


    　鷹兎も目を閉じる。


    　触れ合う──唇くちびる。


    （…………これが……キスなんだ）


    　ハグほど直接的な心地よさはなかった。


    　ただ伽夜の唇の柔やわらかさが、温かさが、この上なく鷹兎を興奮させる。唇なんて自分の顔にもついているのに、まるで初めて触れたかのような新鮮な感触だ。


    　そしてかすかに、ほんのかすかに舌を刺激するこの酸味は──、


    （伽夜先輩の……唾だ液えき……）


    　くらくらとめまいを覚えて鷹兎はかかとを下ろす。


    　ちゅぷっという水音が鳴り、二人の唇はそっと離れた。


    　ゆっくりまぶたを開けると、とろんとした眼まな差ざしの伽夜と目が合う。


    　まさに夢見心地といった表情で伽夜は囁ささやいた。


    「……もう一度」


    　伽夜の顔がぐいっと迫ってくる。鷹兎は慌あわてて目を閉じ、迎え入れるように唇を少しだけ開いた。


    



    「はーい、そこまでデス、お二人とも」


    



    　ぎょっとして声がしたほうを向くと、薄い笑みを浮かべたジェーンの姿がそこにあった。


    「ジェ……ジェーンさん！　なんでここに!?」


    　鷹兎と伽夜はあたふたと抱ほう擁ようを解く。


    　肩をひょいっとすくめ、やれやれとジェーンは首を横に振った。「オー、半月ぶりの再会だというのにそんな言い方はないデショウ。仮にもあなたの担任教師に向かって」


    「た、担任教師!?」


    「イエース。今日から鷹兎さんのいる一年二組を受け持ちマス。担当はもちろん化学デス」


    　ジェーンは五ご分ぶ袖そでのブラウスにタイトスカートという、女性教師然とした恰かつ好こうをしていた。


    「ジェーンさんが鷹兎の担任？　いったいどういうことですかッ！」


    「伽夜さん、落ち着いてくだサイ。まずはその前に──」


    　突然、ジェーンの後ろから人影が飛び出し、鷹兎に向かって飛びかかる。鋭いタックルで腰こしをつかまれ、鷹兎はしたたかに尻しり餅もちをついた。


    「いててて──あッ!?」


    「おはようございます、鷹たか兎とさん」


    　目を白黒させる鷹兎の膝ひざの上に乗っていたのは、この学校の制服を着た御み月つきだった。


    「今日から同じクラスなのです。よろしくお願いします」


    「え、ちょ、ちょっと!?」


    　御月は猫のように四つん這ばいですり寄ってくる。


    　接近する二人の顔。御月は瞳を閉じると、せがむようにちょっぴり唇くちびるを尖とがらせる。んー。


    「な、ん、の、真ま、似ね、だ？」がつっ。


    　伽か夜よが御月の頭を鷲わしづかみにした。


    　口をへの字に曲げた御月が、じとっと伽夜を見上げる。


    「……鷹兎さんにキスしてもらおうとしていたのです」


    「〝今日から同じクラス〟で、どうしてキスする流れになるんだ！　おかしいだろ！」


    「伽夜さんはずるいのです」


    「な、なんだと？」


    「自分は鷹兎さんとキスして、私はダメなんて──同じチームなのに不公平なのです」


    「うっ……み、見ていたのか……」


    　伽夜の顔がみるみるうちに赤くなった。


    「い……いや、ちょっと待ってください！」もごもごと絶句してしまった伽夜に代わって鷹兎が尋たずねる。「同じクラスって、御月さん、うちの学校に転入してきたんですか？　あと、チームってなんのことです？」


    　同じチームだとキスしなきゃいけないという理屈には、この際触れないでおいた。


    　そして今の質問にはジェーンが答える。


    「鷹兎さん、あなたが潜在能力を使うには、月ユエ老ラオの赤い糸を循じゆん環かんさせて〝ウロボロスの輪〟を完成させなければなりマセン。しかし三人以上いなければ〝輪〟は作れないデスよね。そこで鷹兎さん、伽か夜よさん、御月さん、あなたたち三人でチームを組んでもらうことにしマシタ」


    「ええっ？　だ、だって御月さんは近きん畿き支部の人じゃないですか。違う支部同士でチームを組んだりしたら、僕たちはいったいどっち支部の人間になるんですか？」


    　ジェーンはにっこり笑ってかぶりを振った。「大丈夫デス。そのような問題はありマセン。あなたたちはもう関東支部の人間でも近畿支部の人間でもないデスから。今日づけで、私が所属する〝研究室〟へ移い籍せきとなりマシタ」


    「な、なんですって！　私たちは研究室の人間になったのですか!?」


    　愕がく然ぜんとする伽夜に、ジェーンはイエスと頷うなずいた。


    「今後、あなたたちには研究室特命チームとして任務に当たってもらいマス。やっていただくのは今までどおりの夜や獣じゆう討とう伐ばつデスが、第一目的はあくまで鷹兎さんに秘められた謎の解析デス。槇まき村むら家けの血縁でないにもかかわらず極めて高い適応指数、無限の可能性を持つ影かげ子こ能力、そしてウロボロスの輪による潜在能力の発動。すべてが最高に魅力的な研究テーマデス！」


    　ジェーンはしゃべりながら興奮したようで、徐々に語気が上がっていった。


    「というわけで鷹たか兎とさん、まずは御み月つきさんとキスしてくだサイ！」


    「……ハァッ!?　な、なにが〝というわけ〟なんですか！　どうして僕と御月さんが……！」


    「あら、伽か夜よさんとはできて、うちの御月とはできないっていうの？　そんなの酷ひどいわ」


    　突とつ如じよ、御月の影からするりとヘカーテが現れる。ヘカーテは猫撫なで声のような芝居がかった口調で鷹兎に詰め寄った。「ウロボロスの輪を作るには、伽夜さんと御月の間でも月ユエ老ラオの赤い糸をつなげる必要があるのよ？　でも御月が伽夜さんに嫉しつ妬となんかしたら、赤い糸をつなぐなんてとても無理よね～。そうでしょ、御月？」


    「猫は意外と嫉妬深いのです」こくこくと頷うなずく御月。


    「そういうわけデス。このチームの存続は〝いかに円満な三角関係を築くか〟にかかっていマス。さぁ鷹兎さん、私の研究のためにも御月さんとさっきのような熱いキスを！」


    「そ、そんな無茶苦茶な……!!」


    　できるわけないじゃないですか！　と言おうとした、そのとき。


    「さっきのような熱いキス……ですって？」


    　尻しり餅もちをついた鷹兎の背後で声がする。


    　はっとして振り返ると、氷のように冷たい目をしたアリアが鷹兎の影の上に立っていた。


    「あ……あれ、アリア……ね、寝てたんじゃ……」


    「外が騒がしくて目が覚めてしまったのよ」


    　引きつった笑みを浮かべる鷹兎をアリアは一いつ蹴しゆうする。そして刺すような視線を伽夜に向けた。「私が寝ているのをいいことにタカトとキスしたのね……？」


    「むむ……」火を噴くような真っ赤な顔で、伽夜はなかばやけを起こしたように叫ぶ。「……し、した！　私と鷹兎は……ここ、恋人同士だ！　して悪いかッ？」


    「開き直ったわね……！」


    　ドスのこもった声で呟つぶやくと、アリアは次に鷹兎を睨にらんだ。


    「カヨはしたのに、世界で一番タカトを愛しているこの私がまだなんて我慢できないわ。タカト、私にもキスして!!」


    「ええっ？　い、いや、それは……」


    　鷹兎は、ハルハとアリアを、年の離れた妹のように思っているので、その気になればちゅっとできそうな気もした。だが、それでもやはり伽夜の見ている前では気が引ける。とはいえ、このままではアリアの怒りは収まりそうもなかった。そこで妥だ協きよう案を提示する。


    「……じゃあ、ほっぺでいい？」


    「ほ、ほっぺ……!?」


    　アリアは言葉を詰まらせ、思案するように目を伏せた。おそらく頰ほおにキスされる瞬間を脳内でシミュレートしているのだろう。「…………」顔を赤くし、ふにゃっと相そう好ごうを崩す。が、


    「う……ダ、ダメに決まってるでしょう！　そんなおままごとのキスじゃ納得できないわ!!」


    　ぶるぶると首を横に振って、大人のキスを断固要求した。


    　と、そこへハルハまでもが乱入してくる。影の中から飛び出して鷹たか兎とに抱きついた。


    「ハルハはしてほしい！　ほっぺにちゅー！」


    　くふふふふっと笑って鷹兎の頰にちゅっと口づけする。


    「なッ……!?」「うにゃッ？」「あ～～～～～ッ!!」


    　伽か夜よ、御み月つき、アリアが、悲鳴にも似た声を上げた。


    「ちょ、ちょっと！　〝してほしい〟って言って、なんであなたがキスしてるのよ！　日本語間違ってるわよッ！」


    　さっきとは違う意味で顔を真っ赤にしたアリアが、すさまじい剣幕で嚙かみつく。しかしハルハはえっへんと胸を張って答えた。


    「自分がしてほしいことは、まず自分からしてあげるんだよー」


    　………………。


    　次の瞬間、御月とアリアが猛然と動きだす。


    「鷹兎さん、キスしてあげるのです！」


    「タカト、私がキスしてあげる！　邪じや魔ましないで、ミツキ！」


    　鷹兎の上にのしかかり、我われ先さきに唇くちびるを奪おうと争いだした。「ふ、二人とも、落ち着いて！」鷹兎は腕で口元を覆おおい、必死に抵抗する。


    「皆さん、喧けん嘩かしないで、順番に手て際ぎわよく終わらせてくだサイね。あまりぐずぐずしていると始業式が始まってしまいマスよ～」


    　鷹兎のピンチもどこ吹く風。ジェーンはにこにこ笑いながらあっけらかんと言った。


    　そしてついに伽夜がキレる。


    　学校中に響き渡りそうな大声で叫んだ。


    「お……お前たち、いい加減にしろ～～～～～～～～～～～～～～ッ!!」


    



    　鷹兎、伽夜、御月の三人は、のちに〝槇まき村むら家けの歴代における最高戦力〟と称され、ついには夜や獣じゆうたちの長であるヤヌシをも討ち果たす。その後、槇村家の悲願である夜獣の完全抹まつ殺さつが成なし遂とげられるのも、彼らの働きによるところが大きかった。


    　けれどそれは、まだまだずっと先のお話──。

  


  
    　　最後の挨あい拶さつ


    



    



    　こんにちは、小こ木ぎです。シャーロッキアンっぽいタイトルで決めてみました。


    　………………。


    　すみません、実はシャーロック・ホームズシリーズ読んだことないです。『ミルキィホームズ』は大好きなのですがダメですか？　ダメですか、そうですか。


    



    　さて、慣れないボケはこの辺にしておきましょう。


    



    　突然ですが、僕のキータッチはそんなに速くないです。というかむしろ遅い。でも、特定の言葉はわりと素早く入力できます。


    　一番速く、しかも正確に入力できるのは〝かっこ〟ですね。「」や『』などで頻ひん繁ぱんに打ち込みますから、必然的に速くなりました。


    　そして二番目に速く打ち込めるのは、主要な登場人物の名前です。


    　鷹たか兎と、伽か夜よ、ハルハ、御み月つき──彼らの名前は、未いまだブラインドタッチがたどたどしい僕でも、頭で考えずにほとんど反射で打ち込めます。


    　もちろん最初のうちは入力遅かったですよ。それどころか、一巻を書いていた頃は、〝鷹兎〟のつもりで間違って〝鋼こう一いち（前作の主人公の名前）〟と打ち込んでしまっていたりとか。


    　そんな彼らの名前も、今ではすっかり指が覚えています。


    　しかし『夜が来るまで待って』は今回が最終話。もう今後は、彼らの名前を打ち込むことはないんですね。


    　そう思うと、やはり寂しいものです。


    



    　これが最後ということで、この巻は本当に全力を出し尽つくしました。


    　その甲か斐いあって、鷹兎たちになんとか最高のラストを贈おくることができたと思います。


    　作家として満足のいく仕事ができたつもりですが、敢あえて心残りを挙げるなら──しましまのことですね。


    　伽夜の影かげ子こということで、重要度はかなり高いキャラクターであるにもかかわらず、実際に登場するシーンはごくわずか。ヘカーテに想おもいを寄せて告白するも、言葉の壁に阻はばまれて失敗。この作品中、屈くつ指しの不ふ遇ぐうキャラかもしれません。


    　そんなしましまですが、最終巻にしてついに表紙に登場することができました。


    　とっても可愛いしましまをデザインし、そしてなにより、今まで素晴らしいイラストで僕の小説を彩いろどってくださった梅うめ原はらえみかさんに心からお礼を申し上げます。


    　梅うめ原はらさんは育児に勤いそしむお母さんでもあり、赤ちゃんのお世話とイラストの制作に日夜奮ふん闘とうされています。『夜が来るまで待って』は一応〝子育てラブコメ〟を謳うたっていたので、この作品が少しでもなにかのお役に立てればいいなと……。


    　ごめんなさい、無理ですね。一巻とか、パンチラだ、裸だと、下ネタ満まん載さいでしたし。


    　とにかく、ここまでこの作品をビジュアル面で支えてくださった梅原さんには、感謝の気持ちでいっぱいです。赤ちゃんの健すこやかなご成長を心からお祈りいたします。


    　それから、この作品が世に出るまでに尽じん力りよくしてくださった方々に謝しや意いを表します。願わくば次の作品もよろしくお願いします。


    



    　そしてなにより、最後までおつき合いくださった読者の皆さん、本当にありがとうございました！


    



    　先ほどから最後、最後と言ってはきましたが、それは作家として作品にするのが最後ということであって、読者の皆さんにとっての最後とは違います。


    　この作品は皆さんの心になにかを残せたでしょうか？


    　もし残せたのなら、そのなにかが皆さんの心にある間、『夜が来るまで待って』に終わりはありません。そしてそれは、作者である僕にとって、この上ない喜びです。


    　鷹たか兎とが、伽か夜よが、御み月つきが、ハルハが、アリアが、しましまが、ヘカーテが、ジェーンが、ラングレンが、奈な闇やみが、悲かなが、運転手の早はや瀬せさんが──これからも皆さんの心の片かた隅すみに残り続けることを切に願います。


    



    　さて、あとがきは以上です。


    　え？　〝ウォーキングの勧すすめ〟はどうなったんだ──ですか？


    　すみません、残念ながらページ数の都合で中止いたします。いやいや、すっかり忘れていたけど、たまたま二巻のあとがきを読み返して思い出したわけじゃないですよ。


    　もし次の作品でまたお会いできましたら、そのときにぜひ。


    



    　　　二〇一一年三月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小こ木ぎ君きみ人と

  


  
    小木君人


    Kimito Kogi


    



    sasakure.UKさんの『＊ハロー、プラネット。』という曲に激ハマリ中。バイトしてるときだろうが、電車の中だろうが、この曲のことを考えるだけで目頭がじわっと熱くなります。もし周りに人がいなかったら確実に泣きます。
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